
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その呪われた刃やいばは、尋常な切れ味ではなかった。

　鉄を容易たやすく切り裂き、金剛石すら細切れにしてしまう。

　魔剣はその凄すさまじい力を、思いのままに解放していた。

『ふははははははっ!!　これでもかっ！　これでもかっ！　どうだ！　無抵抗に切り刻まれる気分は！　悔しいか!?　ええ、悔しいかぁっ!?』

　紫の輝きを帯びた白刃が閃ひらめくたびに、触れたものは滑らかに切り分けられる。

　そして一太刀入るたびに、狂喜に染まった笑い声が響き渡るのだ。

『くーくっくっ！　なんて情けない姿だ！　鮮度を活いかしたまま切り刻まれた後は、ふんわり盛り付けられて、酸味の利いたヘルシーなドレッシングを振りかけられるが良い!!　貴様にはそれがお似合いだぁっ！』

　仕事の仕上がりに、声のぬしは満足げに大笑した。

「わふん（ごきげんだなぁ）」

　高らかに笑う声を聞いて、俺は調理場の隅で息をつく。

　俺が向けた視線の先には、山盛りになったサラダがあった。

　大皿の上で水滴をはじく野菜が実に瑞みず々みずしい。

「よし、こんなもんか」

　この調理場のあるじであるジェイムズのおっさんが、手に持った包丁を置いた。

　先ほどからやかましく叫んでいるのは、包丁を振るっていたおっさんではない。

　笑い声のぬしは、たった今仕事を終えた包丁だ。

「にしても良い切れ味してやがるぜ。野菜の繊維が切られてなお生きてやがる。使い込んでも一向に刃が鈍なまる様子がねえし。いや、それどころか、切れば切るほど切れ味が増している気さえするぜ……！」

『くくくっ、分かっているではないか。我が新しき使い手よ。吾わが輩はいこそは至高の魔剣ベリゴールである！　角切り薄切りイチョウ切り！　どんな切り方だろうと、どんと来いなのだぁ！　貴様とならば、ありとあらゆる食材を美しく切り咲さいてみせようぞ！』

「わふ……（それで良いのか、至高の魔剣……）」

　包丁の正体は、かつて勇者の精神を支配して沢山の命を吸ってきた魔剣だ。

　正確には勇者の剣に取り憑ついた悪魔らしいのだが、今はヘカーテにその力を奪われて、ただの包丁として屋敷で使われている。

『吾輩は確信したぞ！　歴代の使い手の中で、貴様こそが最優だ！　力に頼らず技を用いて刃の根元から切っ先までを十全に使いこなしている！　剣の性能任せに振るうだけだった偽勇者どもとはワケが違う！　封印されてより千年、振るわれるということの快楽を初めて知ったぞ！』

　おっさんの腕前はどうやら歴代の勇者より凄すごいらしい。

　さすがおっさん。さすおさだ。

　まぁ、その腕が戦いに用いられることはないわけだが。魔剣が満足してるならそれで良いんだろう。

『ああ、たまらん！　次の食材はまだか。我が使い手よ！　吾輩はまだまだ働けるぞ！』

　元魔王軍幹部、獄魔大使ベリゴールとは思えない発言だ。

　人間殲せん滅めつを目もく論ろんでいた邪悪な悪魔のはずなんだが、今やその役目を忘れ、包丁として生きる喜びを見いだしている模様。

「わふわふ（まぁ、お屋敷が平和で、俺のペットライフが邪魔されないなら何でも良いけどな……）」

　ちなみにあのサラダはパパさんやお嬢様の分じゃなくて、メイドさんたち使用人の食事だ。

　館の使用人は数が少ないとは言え、全員合わせれば十人近くいる。

　大皿にまとめて料理を載せて、みんなで取り分けて食べた方が効率が良いというわけだ。

「料理長、これ持ってくよー！　トア、そっち持って」

「は、はいっ」

　調理場に入ってきた元気メイドのベティちゃんと黒髪ツインテのトアちゃんが、サラダの大皿を盆に載せて運んでいく。

「おう、他のも盛り付けたら終わりだからよ。俺が持って行くから先に食い始めててくれ」

『くくくっ、大人数の食材も、吾輩と貴公にかかればあっという間に細切れであったな、使い手よ！』

　ベリゴールが嬉うれしそうに語りかけるが、おっさんには声が聞こえていないらしい。

　鼻歌を歌いながら、次の料理を盛り付け始めた。

「わふわふ（まぁ、包丁を使うたびにあんなやかましい笑い声が聞こえたらやってられんわな）」

　ベリゴールがもし良からぬことを企たくらんでも、声が聞こえないおっさんなら洗脳されることはないだろう。

　勇者にまつわる騒ぎもこれにて一件落着というわけだ。

「くわぁぁぁっふ（今日も平和で昼寝が気持ちいいってな……）」

　おっさんたちよりも早く昼食を食べ終えた俺は、幸せな気分で惰眠を貪ることにする。

　フサフサの尻尾を枕にして、重たくなったまぶたを閉じる。

「わふーん（おやすみなさーい）」

「おい、寝るな。起きろ」

　ドスの利いた声が俺の頭上から聞こえてきた。

「わふ？（ちょっと誰ですか？　ひとが気持ちよく惰眠を貪ろうとしているところに）」

「一向にやってこないからおかしいと思えば……。私は急いで食事を終えて待っていたのだぞ」

　燃えるような赤い髪をなびかせて、女剣士ゼノビアちゃんが腰に両手を当てて立っている。

　なぜかご機嫌斜めなようだ。

「わふわふ（まぁまぁ、怒ると消化に悪いよ、ゼノビアちゃん。ちょっとスペース空けてあげるから一緒にお昼寝しようぜ）」

　なんなら俺を抱き枕にしてもええんやで。

「だから寝るなと言っている！　今日はこれからの対策について会議をすると話し合っただろうが！」

　え？　なにそれ聞いてない。

「き、貴様……！」

　きょとんとする俺にゼノビアちゃんはこめかみを筋立たせた。

「ちゅー（そう言えば、そんな話をしておったな。ぬし様は半分寝ながら聞いておったから覚えておらんのだろう）」

　寝ぼけ眼をこすりながら、レンが俺のたてがみから顔を出す。

「ちゅー（ほれ、あれじゃよ。この屋敷の周りでばかり魔王軍の幹部が復活しておるじゃろ？）」

　まぁな。

　迷惑な話だが、今まで現れた三人とも屋敷の周辺や森で復活を果たしている。

　平和なペット生活を守るために、戦いたくもない戦いに巻き込まれたりしたもんだ。

　挙げ句にゼノビアちゃんに俺の正体までバレちまった。

　今度こそぶった切られるかとビビっていたら、ヘカーテにこれまでの経緯を聞いて、むしろ俺たちの味方になってくれたらしい。

　しかし、なんでゼノビアちゃんはこんなに張り切っているのだろう。

　同じニート仲間としてだらだら過ごそうぜ。

「ちゅーちゅー（張り切るのも当然じゃろう。この娘は半ば自発的にとは言え、屋敷の護衛を任されておる。警護に万全を期すため、事情を知るものを集めて情報を交換し、次の敵に備えよう。と、この娘がそう進言しておったのじゃ）」

　ほーん。ゼノビアちゃんは真面目だなぁ。

　しかし、お屋敷の安全を守ろうというその気概は素晴らしい。

　その調子でお屋敷のみんなを、あとついでにペットの俺も、しっかり守ってくれたまえよ。

「貴様が我々の主力だろうがぁぁぁぁぁぁっ！　何を吞のん気きに構えているぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

「わ、わっふぅぅ！（や、やだ、やめて！　無む理り矢や理り引っ張らないでぇぇぇぇぇっ！　首輪が抜けちゃうぅぅぅぅっ!!）」

　ペットたる象徴の赤い首輪をひっつかみ、ゼノビアちゃんが俺を引っ張る。

　ただのペットにすぎない俺を戦力に数えようなんて、なんて横暴なんだ。

　可愛かわいいわんこを守ってやろうという優しさは無いのか。

「ちゅちゅー（この期に及んで、まだ自分を可愛いわんこなどとのたまえる図ずう々ずうしさは、ある意味すごいと思うのじゃ）」

「わんわん！（おいおい、何を言っているんだレンちゃんよ。どこからどう見ても可愛いわんこだろうが。ちょっと、ゼノビアちゃん！　嫌がるわんこを連れ出そうなんてひどいですよ！　虐待でお嬢様に言いつけちゃうぞ！）」

　まぁ、お嬢様に言いつけて、話が通じたことは一回もないのだが。

「何がわんわんだ！　お前が魔ま狼ろう王おうフェンリルであることはすでに知っているのだ！　ヘカーテ殿に聞いたからな！　犬のフリなどしても、私には効かぁぁぁぁぁぁんっ!!」

「わぐぐぐーっ!!（犬って言ったら犬だもん!!　仮に魔狼王フェンリルだったとしても、今はまだ生後数ヶ月の可愛いフェンリルだもんんんんんんんっ!!）」

　首輪を引っ張るゼノビアちゃんと懸命に抵抗する俺。

　そんな様子を見慣れているおっさんは、気にした風もなく料理を終えて、ワゴンカートに皿を載せていく。

「よく分からんですが、そいつ最近ますます食っちゃ寝に磨きがかかってやがるんで、散歩でもさせてやってください」

　厨ちゆう房ぼうを去るおっさんに、ゼノビアちゃんが敬礼する。

「はっ、お任せ下さい、ジェイムズ殿。こやつめのたるんだ精神をたたき直してご覧に入れます！」

　ペットが食っちゃ寝して何が悪いと言うんですか！　やだー！　会議とか七面倒くさいものなんかに出たくないー！

　越権行為だ！　俺を動かしたいなら、まずは飼い主を通してもらおうか！

「ええい、良いから来い！」

「きゃいーん！（お嬢様！　助けて、お嬢様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！）」




　　　　†　†　†




　そんなこんなで無理矢理連れ出された俺は、森の中にあるエルフの村へやって来ていた。

　魔王軍のことを何も知らないお屋敷の人々に聞かれないように相談するには、うってつけの場所というわけだ。

「ロウタ様、こんなにもお疲れになって……。お可哀かわい想そうに……」

　エルフ姉妹の長女であり、この村のまとめ役をやっているアルルが、ぐったりした俺を抱きしめて撫なでてくる。

　そして、俺を村まで引きずってきたゼノビアちゃんをキッと睨にらみつける。

「まったく、これだから人族は……。ロウタ様がどれだけ偉大なお方か分かっていない様子ね」

　睨みつけながらも俺をよしよしすることは忘れないアルル。

「王様の素晴らしさが理解できないだなんて、人族はなんて愚かなんでしょう」

「そうそう、王様は凄いんだよ」

「その通りです。いまの私たちがあるのも、全ては王様のおかげですよ」

「王様は強くて優しい。私たちの守り神」

　イルルからオルルまでの姉妹も集まって、俺をブラッシングしたりおやつを食べさせたりしてくれる。うまうま。

「き、貴様らエルフまでもがこいつを甘やかしていたのか……。どうりでぶくぶくと太っていったわけだ」

　な、なぜバレたし。俺がしょっちゅうここに来てはお世話されていることが。

「たるみすぎにも程があるぞ貴様！　そんなことでいざというとき動けると思っているのか！」
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「わふわふ！（い、今はちゃんとスマートな体でしょ！）」

　見よ、贅ぜい肉にくなんてどこにもない、美しい俺の体を。

　まぁ、体形を維持してるのは変へん化げの術パワーだけども。いま変化の術を解いたらどうなってるか怖くてしょうがないけども。

「ちょっと、いつになったら会議が始まるわけ？　こっちは食事中に抜け出してきてるのよ？　トマトサラダだけは無理矢理かき込んできたけどね！」

　腕を組んで文句を言ったのは、金髪ロリのメイドさんだ。

　その正体は吸血悪姫カーミラという元魔王軍幹部なのである。

　包丁に封じられたベリゴールと同じく力を奪われて、バインバインな姿からツーサイドアップが似合うロリへと変貌を遂げている。

　かつての血への渇望はどこへ行ったのか、いまや処女の生き血より新鮮なトマトを愛するようになったツンデレメイドだ。

「食事は我々にとって嗜し好こう品ひんのようなものなので、さほど問題ではありませんが、午後からの仕事も控えておりますので、出来れば早めに終えて下さると助かるのですが……」

　片かた眼鏡めがねを外して汚れを拭いているのは、これまた元魔王軍幹部の死霊導師リッチーだ。ロリメイドと同じく使用人として甲か斐い甲が斐いしく働いている。

「まさかミラーカ殿やリッチモンド殿が魔王軍幹部だったとは、このゼノビアの目を以もつてしても読めなかった……！」

　いや、わりとフシアナアイですよね、その目。

　俺の正体にいち早く気づいてただけ、他のお屋敷の人よりはマシかも知れんけど。

「改心したとは聞いたが、本当に信じて良いものか……。魔王軍幹部が二人も屋敷にいるということ自体が危険なのではないだろうか」

　正確には三人だけどな。一人は今頃おっさんに手入れをされてご満悦だろう。

「ふんっ、別に働きたくて働いてるわけじゃないんだからね！」

　いやキミ、めっさメイド生活満喫してるやん。メイド三人衆と楽しそうに仕事してるのいつも見てるんやで。

「なんだと……？　ならばなぜ屋敷に逗とう留りゆうしている!?　よもや良からぬことを企たくらんでいるのではないだろうな！」

　どう聞いてもツンデレムーブなその言葉だが、ゼノビアちゃんは鈍感さんなので字面通りに受け取ってしまったようだ。

　剣の柄つかに手をかけ、鋭い眼光を向けると、ミラーカちゃんはすくみ上がった。

「な、ななな、なによ！　やる気!?　相手になるわよ！　この王様が！」

　俺の背後に隠れて、しゃーっと八重歯を見せつけて威嚇する。

　つーか、俺を頼らないで下さい。

　しがみついてくるエルフ娘たちも合わさって、美少女が生える木みたいになってるから。

「落ち着いて下さい、ゼノビア様。我々は力を奪われ、もはや人と変わらぬ力しか持ちません。悪事を働こうにもその力が無いのですよ。魔女様に説明を受けたとき、貴方あなたも納得したのではないのですか？」

「むむ……」

　リッチモンドさんに諭され、ゼノビアちゃんがうなる。

　老成した執事姿も相まって、説得力が倍増だ。元がデカい骨巨人とは思えない紳士スタイルである。

「案ずるな。万が一、奴やつらが造反することがあれば、我ら魔狼族がすぐさま狩り殺す。それならば貴様も文句は無かろう。人間、屋敷の中では貴様が見張れ。屋敷の外では我らが目を光らせよう」

　世界樹を背にしてそう告げたのは、人化したガロだ。

　黒髪金瞳でほとんど裸同然の格好だが、不思議といやらしい雰囲気がしないのは、本人の凜り々りしさが原因だろうか。

　ガロもまた魔狼族の代表としてこの会議に参加している。

　いつもついて回っている娘のシロとクロはお留守番だそうだ。

　あのちびっ子どもがいたら、騒がしすぎて会議にならないからな。

　ゼノビアちゃん辺りは可愛さにやられて、そっちの意味でも会議にならなかったかも知れない。

「……分かった。今は納めよう、だが貴様は誰だ？」

「なに？　前に一度会っているだろう」

　怪け訝げんそうに誰何すいかするゼノビアちゃんに、ガロは片眉を上げる。

「……ああ、この姿で会うのは初めてだったか」

　ガロがおもむろに空中で前転すると、次の瞬間には凜々しい黒こく狼ろうへと変化していた。

「ガウッ（どうだ？　これで思い出したか？）」

「な……!?　貴様、あの時の狼おおかみ……!?　人間に化けられるのか……！」

　驚きよう愕がくするゼノビアちゃん。そりゃ狼が人間に化けてたら驚くわな。

　ちなみにガロが変化の術を覚えたのは、ケモナーではない俺を人間になって誘惑しようという、かなりしょうもない理由なので、聞かないで頂きたい。

「人に化けられるほどの高位の魔物だったとは……。待て、貴様が化けられるということは、まさかロウタも……？」

　馬鹿なゼノビアちゃんが鋭い。

「無論だ。王陛下ならば、造作も無いことよ」

　いや、造作もあるわ。ガロのその謎の期待値は何なの。

　確かに俺は変化の術を使える。というか今この瞬間も使っている。ギリギリ犬と言い張れるサイズを維持するためだけに。

「にゃーん（世界一無駄な使い方ですよねー）」

　空間転移で合流してきたナフラが背中に乗ってくる。

「わふっ（無駄な使い方とは失敬な）」

　俺にとっては世界一有用な使い方だ。

　今までの俺の成長速度を考えると、変化を解いたらどれだけのサイズに成長していることか。恐ろしすぎる。一生解かないでおこう。

　なので、ガロのように人間に化けることはないと断言できる。

「わふん！（なぜならば！）」

　俺の目的は幸せなペット生活を送ることだからだ！

　そのために人間をやめて犬へと転生したのに、何が悲しくてまた人に戻らねばならないのか。

　イエス犬畜、ノー社畜である。

「……まあいい。今日の主題はそこではないからな」

　自信満々に胸を張る俺を見て、ゼノビアちゃんは溜ため息いきをついた。

　あれ？　なんか呆あきれてる？

　良いこと言ったはずなんだが、おかしいな。

「ちゅー……（良いことは微み塵じんも言っておらんと思うのじゃが……）」

「にゃーん（ロウタさんの思考回路って、どうなってるんでしょうねー。どうにかなってるのは知ってるんですけど）」

　どうにもなってねーよ。

　などと、いつものやりとりをしていると、しびれを切らしたミラーカちゃんが口を開いた。

「そもそもの話なんだけど、今日は何のための集まりなの？　顔合わせ以外に必要なことってあった？」

　昼食をサラダしか食べていないせいか、ややご機嫌斜めだ。

　しかし、確かにミラーカちゃんの言葉は的を射ている。

　ここの連中はゼノビアちゃん以外はみんな知り合いだし、ゼノビアちゃん自身もヘカーテからおおよその説明は受けている。

　ミラーカちゃんの言うとおり、顔合わせが済んだ時点でもうやることはなさそうだが。

「何を言っている。魔王軍幹部が三度も現れたのだぞ。四度目、五度目があると考えるのが自然だろう。何より魔王本人の復活が近づいているのかも知れないのならば大変な事態だ」

　ふーむ、今日のゼノビアちゃんは張り切っている。打倒魔王軍に向けて対策を練りたいのだろう。

　だけど、その話なら俺は別にいらないんじゃないですかね。

　なんで当たり前のように戦力に入れられてるの？　俺、ペットだよ？

「ちゅー（この中で最強の戦力は、ぬし様じゃろうが）」

　またまた、ご冗談を。僕ぼかぁ、可愛かわいさしか取り柄のない無力なペットですよ。

「ちゅちゅー？（無力なペットは、正面から魔王軍幹部を三人も倒したりは出来んのじゃが？）」

「にゃにゃーん（なにげにロウタさんが全員倒してますよねー。ロウタさんがいなかったら今頃もう世界は大変なことになっていたかも）」

　ぐぬぬ、俺はただの犬でありたいのに、このフェンリルボディが平和なペットライフを邪魔してきやがる。

「私自身、戦ってみて分かった。一人でも魔王軍幹部を野放しにすれば、たとえ軍隊を率いても、人類では太刀打ちできそうにない」

　方向音痴だったり、早合点だったり、ポンコツなところばかり目立つけど、ゼノビアちゃんは元凄すご腕うでの冒険者なんだっけ。

　そのゼノビアちゃんが言うなら間違いなさそうだ。

　人類弱すぎない？　千年前の魔王との戦いの時とかどうしてたんだ。

「ちゅー（人族が弱いのは確かじゃが、わしらも各種族の頂点に立つような存在じゃからのう）」

　人間が弱すぎるというより、ここのメンツがバケモノ揃ぞろいなだけか。なお、俺は除いて欲しい。

「にゃー（無理ですねー）」

「ちゅー（潔く諦めい）」

　くそうくそう。

「今までは敵が復活してから対応していた。だが、復活まで何もせず後手に回っていたのでは埒らちがあかん。敵が復活する前に、今度はこちらから打って出るのだ！」

　ゼノビアちゃんはぐっと拳を握って力説する。

　ほほう、さすがはゼノビアちゃん、完璧な作戦だぜ。

　敵がどこから来るのか、誰も知らないという点を除けばな。

「あのさぁ、言っとくけど、幹部の誰がどこに封印されたかなんて、私は覚えてないからね？　千年も封印されていたせいか、記憶があやふやなのよ」

「同じく私にも見当が付きませんな。残る五大魔将は巨兵軍長ギガースと百獣戦鬼ベヒモスですか。彼らも同じくこの近辺に封印されたのでしょうが、正直なところ千年前とは地形も変わっていて、彼らの居場所を探し出すのは難しいでしょう」

「なん、だと……？」

　元幹部の二人に速攻否定されて、ゼノビアちゃんは愕がく然ぜんとする。

　もしかしてゼノビアちゃんが当てにしていたのは、この二人の記憶だったのだろうか。

「我ら魔ま狼ろう族も森を常に見回っているが、それらしき痕跡は見当たらないな」

「私たちエルフは魔力の感知に長たけていますが、それらしき反応は特に……」

　ふたたび人型になったガロと、俺にしなだれかかったアルルがとどめを刺す。

「そ、そんな……」

　ゼノビアちゃんが膝をついた。

「なんということだ、万策尽きた……！」

　万策尽きるの早いな。マジで会議の意味がなかった。

　まぁ、脳筋ゴリビアちゃんにしては頑張って考えたほうか。

　頭をなでてあげよう。

「わふわふ（よすよす、残念だったねー）」

「ええい、やめんか！　気安く頭をなでるな！　肉球が、肉球の感触が！」

　抵抗しつつも、肉球のプニプニでちょっと気持ちよくなっているゼノビアちゃん可愛いです。

　恥ずかしがって顔を赤くしていたのが、だんだん涙目になって怒りゲージが溜たまっているのを感じる。

　恥辱に染まったその顔、ペロペロしたい。

「くっ……！」

　悔しげに唇を嚙かむゼノビアちゃんをよすよすしながら考える。

「わふー……（まぁ、手詰まりではあるんだよなぁ……）」

　実際、魔王軍が復活するとしても、向こうからアクションを起こしてくれないと何も出来ない。

　頼りにしていた勇者も、魔剣に洗脳された偽物だったわけだし。

　そう言えば、偽勇者だったアルステラちゃんは元気だろうか。

　魔剣の精神支配が解けて晴れ晴れとした顔で旅立っていったのは良かったが、残念ながら本物の勇者はいまだ現れずだ。

　どこにいるんだ本物の勇者よ。早く俺に代わって魔王軍を退治してくれ。なんで飼い犬の俺が戦わにゃならんのか。

　そもそも、勇者ってこの時代にいるのかね。

　魔王軍幹部が復活して魔王もいるって聞いたから、勝手に勇者もいるって思ってたけど、一向に現れる気配がない。

「はぁ？　なに言ってるのよ。本物の勇者ならあんたの──」

「み、ミラーカさん！　それは魔女様に口止めされていたはず……！」

「あっ」

　え？　なに？　ミラーカちゃんたち、本物の勇者について何か知ってるのか？

「し、ししし、知らないわよっ。私はなにも言ってないわっ」

「わふー？（えー、ホントにござるかぁ？）」

　フェンリルイヤーは地獄耳。今何か言いかけた言葉だって聞き逃してないぞ。

「ほ、本当よっ」

　目がめっちゃ泳いでるぞ、ミラーカちゃんや。

「わふわふ（正直に言わないとペロペロの刑に処しちゃうぞ）」

「何よ、その怖くもなんともない刑は。いくらでもしてみなさいよ」

　えっ、まさかのペロペロに許可が下りた!?

　マジかよ、金髪美少女を舐なめ放ほう題だいかよ。高まるぜ……。

「全身を舐め回される程度、あの魔女のお仕置きに比べたら……比べたら……うっ、気分が……」

「ひ、ひぃっ……！　ミラーカさんっ、思い出させないで下さいっ……！」

　二人はよほど酷ひどい目に遭わされてきたらしい。記憶がフラッシュバックしたのか、ガクガクブルブルと体を震わせている。

　えげつねえ。いったいどんなことをヘカーテにされたのやら。

　あと、俺は全身なめ回したりとか、そんな変態行為はしないですからね。軽くほっぺたペロペロする程度ですからね。

「にゃーん（そもそもロウタさんは誰の顔もペロペロできてませんものねー）」

　誰がペロペロ童貞かっ。

　俺はほら、そのアレだ。紳士な犬だから。

　無遠慮に人の顔を唾液まみれにするなんて失礼でしょっ。決して俺がチキンだからではないぞっ。

「にゃー（へー、そうなんですかー）」

　目を細めてニヤニヤとした視線を送ってくるナフラから、俺は顔を逸そらす。

　その顔を、頭に乗ったレンが逆さまになって覗のぞき込んできた。

「ちゅー（ぬし様や、こやつらではないが、魔女殿のことはあまり信用せん方が良いと思うのじゃ）」

　なんだよ、そんな真面目な顔をして。

「ちゅちゅー（聞くのじゃ。あの者が裏で何やら暗躍しておるのは、ぬし様も薄々勘づいておるじゃろう？）」

「わふー（まぁな）」

　ヘカーテは神出鬼没だ。お嬢様の診察のためにちょこちょこ屋敷には顔を出しているが、事件が起きるときには大抵いない。

　しかし、事件が解決しかけた頃にはいつの間にかやって来ている。

　魔王軍の幹部連中を捕まえて自分の使い魔にしたり、レンの住んでた滝で巨大な魔法陣を描いていたり。

　俺たちに隠していることも、かなりあるだろう。

「わふわふ（俺がヘカーテについて知っていることは少ないってのは確かだな）」

　お嬢様の主治医で、パパさんの若い頃からの知り合いで、エルフなら誰でも知っているような凄すごい力を持った伝説の魔女。

　俺が知っているのはそれぐらいだ。

「ちゅー（じゃろう？　あの者の行動はわしにも読めん。明らかにわしらに情報を隠しておる。目的があまりにも不可解じゃ）」

　レンの言うとおり、ヘカーテは確かに怪しいのかも知れない。

「わふわふ（でも、俺はヘカーテが悪いやつだとは思えないんだよなぁ）」

　目的は分からなくても、結果を見れば、俺たちが取り逃がした幹部を悪さできないように捕まえてくれたわけだし。

　滝の件も、魔法陣で魔力を消費してくれなかったら、大規模な魔力災害が起きていたかも知れない。

　今まで俺たちの助けになることはあっても、害になるようなことは一度も無かったはずだ。

「わんわん（あとさ、ヘカーテはお屋敷の人たちと話しているとき、すげえ優しい顔をするんだよな）」

　妖艶な美人って出いで立たちのヘカーテだが、パパさんやお嬢様と話しているときは穏やかだし、楽しそうだ。

　俺と同様、お屋敷の人たちを大切に思っているのが伝わってくる。

　ヘカーテが裏でやっていることに何か別の目的があるのだとしても、それはきっと大事なことなんだろう。

　勇者に関しても俺たちに黙っているのは、それが必要なことだとヘカーテが判断したからだ。

「わふわふ（だから、俺は何があってもヘカーテを信じるぜ。あいつには世話になってるしな）」

「にゃーん……（ロウタさん……。ありがとうございます。きっとご主人様が聞いたら喜びます）」

　目に涙を浮かべたナフラが、ぐすっと鼻を鳴らす。

「にゃにゃーん（あ、喜びますというか、今まさに喜んでますね。わたくしめとご主人様は繫つながっていますので、この話もしっかり盗み聞きしてたみたいですー。ああ見えて繊細なので、ロウタさんに疑われてないか心配してたみたいですねー。不安になってこそこそと聞き耳を立てるなんて、年とし甲が斐いもなく恥ずかしいですねー。あっ、しまった。ということはわたくしがバラしたことも伝わって──）」

　遠隔で何かお仕置きされたのか、ナフラがミギャーっと鳴いて倒れ伏した。

「わふー（学習しないやつだなぁ）」

「にゃ、にゃー……（常に一言多いのが、ナフラめの売りですので……）」

　どんなセールスポイントだ、それは。

「ちゅー（こんな間抜けな駄猫を使い魔にしておる魔女が、悪党なはずもないか。良かろう。ぬし様が信じる魔女殿をわしも信じよう）」

　ナフラのセールスポイントがさっそく役に立っていた。良かったな。お前がアホなおかげでレンの信頼を勝ち取ったぞ。

「にゃ、にゃー……（お役に立てまして、光栄ですー……）」

　あ、力尽きた。

　がくりと崩れたナフラの首根っこを咥くわえて、背中に放り投げる。

「わふわふ（それじゃあ、もう話すことはなさそうだし、会議は解散といこうか）」

　俺が声をかけると、一同は頷うなずいた。

「あーもう、お昼の時間終わってるじゃない。結局食べ損なっちゃったわ」

「まぁまぁ、夕食に期待しましょう。それまでもうひと働きですな。それでは皆さま、失礼いたします」

　使用人が板に付いた二人が堂に入った礼をして去って行く。

「ロウタ様、お時間があれば、おもてなしをさせて頂けませんか？」

　おもてなし。なんていい言葉なんだ。

　時間ならばペットたる俺にはたっぷりとある。お嬢様も今はドリ子様と一緒に午後のお勉強中だろうし、なんら問題ない。いくらでももてなされますよ。

「ああ、良かった。みんな、急いで準備を始めましょう」

「「「はーい！」」」

　エルフ娘たちが元気よく返事をして、歓迎の準備を始めていく。

「わふふ（ふへへ、今日のおやつはなんだろうなぁ）」

　エルフたちの作る料理は素朴で優しい味付けのものが多い。

　おっさんの西洋式で味付けの濃い料理とはまた違った味で、これはこれで美味おいしいのだ。

「準備が出来るまで、ロウタ様はこちらでお休みください」

　連れて行かれたのは、葉っぱがたくさん敷かれたベッドだ。

　ただの葉っぱと侮るなかれ。エルフたちの住む世界樹から取れる葉だ。

　柔らかくそして丈夫だ。叩たたいて繊維を出せば良い糸が作れるらしい。

　葉っぱのベッドに寝転がると、ふかふかの絨じゆう毯たんのような感触だ。これは寝心地が良い。

「わふわふ（世界樹ってすごいなぁ）」

　太い幹はエルフたちの住居になり、生い茂る葉は衣服の材料になり、沢山の実はパンなどの食糧となる。

　エルフにとって、世界樹はなくてはならない存在のようだ。

　高い木々が生える森の中でも、塔のようにさらに高くそびえ立つ世界樹を見上げる。

　立派なもんだ。こんなに大きな世界樹ならば、これからもエルフたちの生活を守ってくれるだろう。

「ここまで世界樹が大きく育ったのはロウタ様のおかげです。私たちの故郷でもこれほど立派な世界樹は根付いていませんでした」

「わふん？（俺、なんかしたっけ？）」

　俺がエルフの村でやったことと言えば、食うことと寝ることだけだが。

「えっと、あの、その、ロウタ様のお小水が……」

　分かった。皆まで言うな。

　顔を赤くするアルルに待ったをかける。

　どうやら、おっさんの畑に起きた巨大化現象が世界樹にも起きていたらしい。

　そう言えばトイレに行くのが面倒くさくて、その辺で致した記憶があるわ。

　成長に大量の栄養が必要で、周りに生える植物を全て枯らしてしまうほどの大食漢な世界樹に、俺の出したものは大変な肥料になったらしい。

　今度からはお屋敷のトイレを使おう。少なくともお屋敷の近くにいるときはめんどくさがらずにちゃんとせねば。

　庭の木とか草がいきなり巨大化したら怖すぎる。庭師のじいさんが卒倒するかも知れない。

「それでは、お休みくださいませ、ロウタ様。わたくしアルルがよく眠れるように、おそばで子守歌など……」

「姉様ずるい！」

「長女特権と村長特権です」

「そんな特権、決めた覚えはないですよ！」

　エルフ娘たちがやいのやいのと騒ぎ出す。

　あの、寝かせて貰もらえませんかね？

「なんだと!?」

「わふっ!?（えっ、なに!?）」

　いきなり怒声が聞こえて、俺は飛び起きた。

　え、騒がしかった!?　ごめんね！　騒いでるの俺じゃないけど！

「シロとクロがいなくなっただと!?」

　そう叫んだのはガロだった。

　村の外れで誰かと話している。

「バウッ……！（申し訳ありません、ガロ様……！　わたくしめが付いていながら……！）」

「ゴフゥ……（待ってくれ、バルの婆ばあさんが悪いわけじゃねえ。いなくなったときに面倒見てたのは俺なんだ。ちょっと目を離した隙にいなくなっちまって……）」

　ガロの前でしゅんと頭を下げているのは、茶色い魔ま狼ろうのバルと、胸毛が紅あかい黒熊アカヨロイだ。

「ゴフゴフゥ（会議の話をどこからか聞いたみたいで、朝から王様に会いたがってたんだよ。俺たちの目を盗んでこっそり抜け出したみたいだから、この村へ向かってると思って追いかけてきたんだが……）」

「いや、こちらには来ていない……」

「バウッ……！（申し訳ありません、ガロ様……！　この不始末、我が命を以もつて償いたく……！）」

「馬鹿なことを言うなっ……！」

　まったくだぜ。物騒なことを言うなよ。

「わふわふ（おいおい、シロとクロがいなくなったんだって？）」

　俺はガロたちに駆け寄って、髪を逆立てているガロに確認する。

「はっ。お見苦しいところをお見せしました。火急の用にて、我らはここで失礼いたします」

「わふっ（いや、なに言ってんだ。俺も探すに決まってるだろ）」

　人手が多ければ、それだけ早く見つけてやれるだろう。俺はこの森のことはあんまり詳しくないが、いないよりはマシなはずだ。

「お、お力をお貸し頂けるのですか……!?　しかし、王のお手を煩わせるわけには……！」

「わふわふっ（水臭いこと言うなよ。俺だって魔狼族の一員なんだ）」

　いや、俺は魔狼じゃなくてただの犬だけどね。名誉魔狼族ということでひとつ。

「王……！」
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　ガロが感極まったように涙ぐむ。

「ちゅー（ぬし様は面倒くさがるようで、こういうところで男を見せるのよなぁ）」

「にゃー（天然メスたらしですねー）」

　アホなこと言ってないで早く行くぞ。

「王陛下……！　ありがとうございます……！　このご恩は忘れません……！」

　わっ、ちょっ、その姿で抱きつかれるのは色々と問題があるっ。

　ペロペロは駄目！　その姿で感謝のペロペロはらめぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!
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「お見苦しいところをお見せしました」

　いや、本当だよ。とても良い子には見せられない惨状だったよ。

「シロとクロがいなくなって、まだそれほど時間は経たっていません。まずは手分けして呼びかけてみましょう。その間にバルとアカヨロイを各氏族へ伝達に向かわせます」

「わふっ（おっけ。俺たちはとにかく探しながらシロクロを呼べば良いんだな）」

「助かります。シロとクロは王に会うのが目的のはず。王のお声が届けば、きっと姿を見せるはずです」

　よし、それじゃあ作戦開始だ。

「おい、待て」

　ひょわ!?

　いきなり背後から呼びかけられて、俺は跳び上がった。

「むっ、貴様、人族の女か……！　いったいいつからそこに……!?」

　跳びすさったガロが、ゼノビアちゃんに警戒の目を向ける。

「いや、最初から後ろを歩いていたが」

「なんだと……!?　我ら魔狼族に気配を悟られず、背後にいたというのか……!?」

　さすがゼノビアちゃん。魔狼族より野生力の高い女。

　生まれついての狩人かりゆうどの背後を取るってとんでもないな。生まれる種族を間違えてるんじゃないの？

「ロウタが何を言っているのかは分からなかったが、お前との会話でおおよその話は理解できた。シロとクロというお前たちの仲間がはぐれたのだろう？」

「そうだが……。それがお前と何の関係がある？」

　いぶかしげに眉をひそめるガロに、ゼノビアちゃんは胸に手を当てて答えた。

「私も探そう。こう見えて元冒険者だ。森の中での探索も得意としている」

「何な故ぜだ。人族には関わりのないことだろう。欲深き人間共は自らに利がある行動しか取らないはず……」

　魔狼族は人間に対して恨みがあるらしく、ゼノビアちゃんに対しても態度に険がある。

　言葉の端々からゼノビアちゃんにも伝わっているだろうが、それに怯ひるむことなく一歩前に出た。

「すでに私たちは協力関係にある。それに困っている者を見て見ぬ振りはできん」

「む、確かに探し手は一人でも多い方が助かるが……。しかし人族のメスよ。貴様の二本足で我ら魔狼族についてこられるのか？」

「わふ（あ、それについては問題ないぞ）」

　なにせゼノビアちゃんは、ここから遥はるか遠く北にある霊峰まで一晩で駆け抜けた実績があるからな。

　脚力にかけては魔狼族並みだ。ゴリビアの名に相応ふさわしい働きをすることだろう。

「王がそうおっしゃるのならば……」

「おい、何を話したのか分からないが、いま失礼なことを言わなかったか？」

　言ってないよ。心の中で思っただけだよ。

「わふわふ（それじゃあ探しに行きますか。ゼノビアちゃんは俺と一緒に探しましょうね）」

　超ちよう弩ど級きゆうの方向音痴であるゼノビアちゃんを一人にしたら、シロとクロに続いて第三の遭難者が生まれること間違いなしだ。
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「わぉぉぉぉぉぉぉん!!（[image: メ゛][image: イ゛]ぢゃぁぁぁぁぁ──じゃなかった。シロー！　クロー！　どこだー!?）」

「にゃぉぉぉぉぉぉん!!（出てきてくださーい！　みんな心配してますよー！）」

「ちゅぅぅぅぅぅぅぅ!!（今ならご母堂もそれほど𠮟らんと思うのじゃー！）」

　俺たちは森の中を歩きながら、シロとクロを探す。

　ガロたちは一度戻り、各氏族から希望者を募って捜索隊を編制し、全方位に向けて捜索を開始したらしい。

　鼻の利く魔狼族が本気で探せばすぐに見つかると思ったが、まだ発見できていないようだ。

　一方俺たちは、訓練された魔狼族たちとではチームワークが取れないし、かえって邪魔になると判断した。

　別働隊としてあてどなく森を探し回っている。

「どうしたロウタ。鼻を使え鼻を。匂いを探り当てるのだ」

　いやゼノビアちゃん、無理言わないでよ。

　このフェンリルボディが高性能でも、入っている魂は低スペックなこの俺だ。

　鼻から入ってくる匂いの種類は膨大で、そんな中からシロとクロの匂いだけを嗅ぎ分けるなんて高度なことが出来ると思っているのか。

「駄犬め……」

「わふっ（お褒めいただき、ありがとうございますっ）」

　そうだよ。俺は魔狼王フェンリルなどではなく、一匹の駄犬なのだ。ゼノビアちゃんは分かってるぅ。

「ぐぬぬ、なぜ尻尾を振って喜んでいるのだ、お前は……！」

「わふん（ただまぁ、なんとなくこっちから匂いがするような、しないような……）」

　ほぼほぼ勘と同じだが、今進んでいる方向から、シロとクロの匂いを感じる。ような気がするような気がする。

「ちゅー（あやふやじゃのう）」

「わんっ（だったらお前も探せよ！　地面クンクンしろよ！　たまに土が鼻に入って痛いんだよこれ！）」

「ちゅー（竜族はそれほど鼻が利かんのじゃ）」

「わんっ（ナフラは!?）」

「にゃーん（ナフラめは猫の姿をしたホムンクルスですので、嗅覚が特別優れているとかないですねぇ）」

　や、役に立たねぇっ……！

「むっ！　追っている匂いはこれか！　捉えたぞ！」

　それでなんでゼノビアちゃんは俺より鼻が利いてるんですかね!?

　シロクロと会ったことがないのに、あいつらの匂いを選別できるってどういう嗅覚なんだ。

　完全に生まれる種族を間違えてるぞ。

「行くぞ！　私についてこい！」

「わんわん（はいはーい）」

　先導する役が逆転してしまった。

　ゴー、ゼノビワン！　俺たちをシロクロの元へと導くのだ！

　走り出したゼノビアちゃんを追いかけていると、川のせせらぎが聞こえてきた。

「ここは……」

　ゼノビアちゃんが足を止めたのは河原だ。

「ここで匂いは途絶えている……」

「ちゅー……？（まさか、あの娘たちは川へ入ったのか……？）」

　マジかよ。川の水位は低いが、小さなあいつらなら流されてもおかしくない。

「ガウッ！（王、ここにおいででしたか！）」

「わんっ（おお、ガロも来たのか）」

　狼おおかみ状態に戻ったガロが川沿いにこちらへ走ってきた。

「ガウガウ（はっ、匂いを追ってここまでたどり着いたのですが、川の水で匂いが流されてしまい……）」

「わんわん（やべえな。下流を探した方が良いかも知れん）」

「ガウッ（はっ、すでに何頭か向かわせていますが、おそらくその可能性は低いかと）」

「わふ？（そうなのか？）」

「ガウ（娘たちも魔ま狼ろう族、この水位の下がった川で溺れて流されるということはないはずです。娘たちをそこまでやわに育ててはおりません）」

「わん（そうか、ならとりあえずは安心だな）」

「ガウガウ（はっ、この時期は水位がもっと高くなるはずなのですが、幸運でした。この場所を中心に再度捜索の網を広げます。王は引き続き遊撃隊として探して頂ければ。我ら魔狼族では気づかぬことも多くあるでしょう）」

「わん（分かった。じゃあ俺たちは川の向こうに行ってみるよ）」

「ガウッ！（はっ、よろしくお願い致します！）」

　ガロは頭を下げると、部下の魔狼族を呼び集めた。

　きびきびと作戦変更を伝える様子を見るに、ガロは落ち着いている。

　娘たちが行方不明になっても、的確に部下に指示を出しながら、冷静に状況を分析していた。

「わふ……（いや……）」

　それは表面上だけか。ガロの尻尾は力なく垂れ下がり、落ち着きなく左右に揺れている。

　娘たちがいなくなって心配しないわけがない。

「わふわふ（早く見つけてやんないとな）」

　足先を川の水に浸つける。水深は浅い。ゼノビアちゃんの脛すねほどの深さだ。確かにこれなら溺れることはないだろう。

　ただし秋口にさしかかった川の水は冷たく、子供の小さい体だと、すぐに冷えてしまいそうだ。

　濡ぬれたままだと風邪を引くかも知れない。

「わんわんっ（よっしゃー、急ぐぞー！）」

　気合いを入れ直してザブザブと川に入る。

「わひぃっ!?（ひいっ、ちべたい!?）」

　え、この川を渡るの？　寒くない？　無理じゃない？　迂う回かいしない？

「何をしている!?　早く行くぞ！」

　見れば、ゼノビアちゃんはとっくに川を渡りきっていた。

　めっちゃ張り切ってる。

「にゃー（じー）」

「ちゅー（じー）」

　何だよその目は。お前らは良いよな、俺に乗ってるだけだから！

　犬は寒さに強いって絶対噓うそだよ、普通に冷たいよこれ。

「わふぅっ……（ううっ、ちべたい、ちべたいよう……）」

　小走りで川を渡りきり、ゼノビアちゃんの元にたどり着いたときにはすっかり体が冷えてしまっていた。

「わぶるる……（さぶぶぶぶ……）」

「まったく、しょうがないやつめ」

　震える俺を見かねたゼノビアちゃんが、腰のカバンから小さな革袋を取り出した。

「少しずつ飲め。温まる」

　差し出された飲み口から垂れる雫しずくをペロペロと舐なめ取る。

「わふぅ……（うわぁ甘ぁい……）」

　ブランデーだろうか。喉にぐっとくる熱さが、胃から全身に広がっていく。

　ゼノビアちゃんのカバンはまるで魔法の鞄かばんだなぁ。

「飲みやすいようにメープルシロップを混ぜてある。思うより度数が高いからな。酔うほど飲むなよ」

「にゃーん（ナフラも体が冷えてしまいましたー）」

「ちゅー（わしも、わしもなのじゃ！）」

　あっ、お前ら濡れてないじゃん！　ずるい！

　俺たちは奪い合うように甘いブランデーを飲み干した。

「やれやれ、全部飲んでしまうとは。酔っていないだろうな」

「わんっ（全然大丈夫っす）」

　フェンリルボディは肝臓もフェンリル級だ。

　体も良い感じに温まって、すぐにでも走り出せそうだぜ。

「では行くぞ、捜索再開だ！」

「わんっ！（りょうかーい！）」
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「わ、わふぅ……（ぜ、全然見つからん……）」

　あれから森中を駆け回って探したが、シロとクロは見つからなかった。

「むぅ、これ以上南に向かえばお屋敷に着いてしまうな」

　お屋敷よりさらに先へ進めば、小さな村や民家もある。

「人里も捜索場所に含むとなると、狼たちの手を借りるわけにはいかなくなるな……」

　魔狼族に人里を捜索なんてさせたら、村に魔物が出たと大騒ぎになるだろう。

　お屋敷の人たちが特別なだけで、みんながみんなフシアナアイの持ち主ではないはずだ。

　そうなると事情を知るゼノビアちゃんと、あとはエルフ村の連中だけで探すことになるだろう。

　もしシロとクロが人里へ向かっていたらお手上げだ。明らかに手が足りない。

「念のため、屋敷までは探そう。それから食事も取らねば。我々が疲れていては捜索も難しくなる」

　見上げれば空はもう茜あかね色いろだ。お屋敷から夕飯の良い匂いが漂ってきている。

　今日は昼間から出かけてたから、お嬢様たちと遊んでいない。心配してなければ良いけど。

「わふぅ（かなり歩いたよなぁ……。流石さすがに疲れたぜ）」

　森を出ると、おっさんの畑に出た。

　相変わらず野菜が巨大化している。カボチャなんて馬車が作れそうなサイズだ。

　あれで大味にはなっていないんだから凄すごい。フェンリルお小水の力は未いまだ畑に栄養を与えているらしい。

　これからも当分は野菜に困ることはなさそうだ。エルフ村にお裾分けしても良いかも知れないな。

　畑を通り過ぎる時に、メアたちがいる厩きゆう舎しやにも寄ることにした。

「わんわんっ（よう、ご夫妻、メア。元気にしてるか？）」

「ヒヒン（こんにちは狼さん。ええ、ええ、まだまだお迎えが来るには早いですよ）」

「ブルル（メアが来て、気持ちが若返ったようじゃわい。馬車の引き手は誰にも譲らんぞう）」

「ヒヒーン（えへへ、おじいちゃんおばあちゃんには、長生きしてもらいたいです）」

　厩舎から顔を出した馬たちが、次々に挨拶を返してくれる。

「わんわん（ところで話があるんだが。ここらで小さな狼を見なかったか？　白いのと黒いのだ）」

　いないのは分かっているが、ダメ元で聞いてみる。

「ヒヒン（ええ、見ましたよ）」

「わん……（そうか、見てないか……。まぁ、期待してなかったけど──えっ!?　見たの!?）」

「ヒヒーン（はいー。元気な良い子たちでした。私たちのニンジンは口に合わなかったようですけど）」

　メアたちは自分たちのおやつを分けてやってくれたのか。だが、狼に生のニンジンはきついわな。そこは種族の壁なので勘弁してやってくれ。

　いや、それよりもだ。

「わんわんっ（そいつら、どこに行ったか知らないか？）」

「ブルル（あの子たちなら、ここでひとしきり遊んだあと、お屋敷の方へ向かっていったよ。少し前の話じゃ）」

　マジか。なら、急げば追いつけそうだな。

「わふっ！（ありがとうな！　助かったぜ！）」

「ヒヒーン（いえいえー。あの子たちによろしく言っておいて下さい）」

　メアたちに礼を言って、俺はお屋敷に鼻先を向ける。

「何を話し合っていたのだ？」

　俺たちの言葉が分からないゼノビアちゃんは首をかしげている。

「わふっ（シロクロの居場所が分かったっぽいって話さ。行くぜ、ゼノビアちゃん！）」

「お、おい、急に走り出してどうした!?」

　俺たちは急いでお屋敷へと駆け戻る。

　屋敷が見えてくると、庭の方で何やら楽しそうな話し声が聞こえてきた。

　キャッキャするこの可愛かわいらしい声はお嬢様とドリ子様のものだ。

「わふっ！（とうっ！）」

　お屋敷の高い壁を飛び越えて、庭へ着地する。

　そこには──

「モフモフですねぇ。小さい頃のロウタにそっくりですー」

　シロを抱きかかえたお嬢様と、

「こちらの黒い子も可愛らしいですわ」

　クロを撫なでるドリ子様がいた。

　シロもクロも、怪け我がをしている様子も疲れている様子もなく、無邪気にお嬢様たちに甘えている。

「ふふっ、くすぐったいですよう」

　お嬢様がシロに顔を舐められて笑っている。

「ペロペロッ（こいつ、おとーたまの匂いがすっごいするの！）」

「ペロペロッ（こっちのメスもなの！　毎日一緒に寝てないと、こんな濃い匂いはしないの！）」

「ペロペロッ（生意気なの！　舐め取ってやるの！）」

「ペロペロッ（クロたちの匂いに上書きされるが良いの！）」

　甘えてるのかと思ったら全然違った。

　確かにドリ子様が泊まりに来て以来、毎日二人のお嬢様にサンドイッチされて寝てるからな。そりゃあ匂いも染みついているだろうさ。

「わふっ！（いや、そうではなく！）」

「ちゅー（うむ、まずはあやつらを𠮟ってやらねばの）」

　おう、ガツンと言ってやるぜ。

「わんわんっ!!（お前らーっ!!）」

　俺は自分たちが悪いことをしたとも理解していない仔こ狼ろうたちに声を張り上げる。

「わんわんっ!!（お前らばかりペロペロしてずるいぞ!!　俺だってまだペロペロしたことないのにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!）」

「ちゅー！（怒るところが違うじゃろうが！）」

「にゃーん（やっぱりロウタさんはロウタさんですねー）」

　はっ、むしろ今はチャンスなのでは？

　あいつらに混ざって一緒にお嬢様をペロペロできるのでは？

　初ペロペロのチャンスなのではぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?

「きゃんっ！（あっ、おとーたまだ！）」

「きゃんきゃん！（おとーたま！　おとーたま！）」

　お父様じゃないよ。王様だよ。いや、王様でもないけど。

「「きゃんきゃーん！（おとーたまー!!）」」

　シロとクロがお嬢様たちから飛び降りて、一目散に駆け寄ってくる。

「わふぅっ（ああっ、もうちょっとそのままでいてくれて良いのにっ……！）」

　せっかくのペロペロチャンスがっ。

「きゃんきゃん！（おとーたま！　シロたち、おとーたまに会いに来たの！）」
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「きゃんきゃん！（ふたりで頑張って来たんだよ？　ね、えらい？　えらい？）」

　千切れそうなくらい尻尾を振りながら、キラキラした目を俺に向けてくるシロとクロ。

　俺は二匹を見下ろし、傲然と答えた。

「わんっ！（えらくなーい！）」

「「きゅーん……（ええー……）」」

　シロとクロはしゅーんと耳を垂らす。

「わんわん！（ふはは！　俺なんてお前らよりもっと凄い冒険してきたもんね！　冷たい川だって渡りきったもんねー！）」

「ちゅー……（子供と張り合ってどうする……）」

　レンが突っ込んでくるが、シロとクロは垂れた耳をふたたびピンと尖とがらせて尻尾を振る。

「きゃんきゃん！（おとーたま、すごーい！）」

「きゃんきゃん！（クロたち冷たくて途中で引き返したのに、渡れちゃうなんて、すごーい！）」

　せやろせやろ。ゴイスーやろ。

　ていうか、お前ら引き返してたのかよ。渡り損じゃねえか。

「何を話しているのかは分からないが、お前がくだらないことを言っていることだけは分かるぞ……」

　な、なぜ、わんわんからそこまで読み取れるっ……!?

　ゼノビアちゃんの勘が鋭くなってきている気がするぞ。いつものポンコツに戻っておくれ。

「だが、この者たちがシロとクロで間違いなさそうだな。体毛の色そのままではないか。何という安直な名付け方だ」

　さーせん。名付け親は俺です。

「きゃんっ！（むっ、おとーたまから授かった名前を馬鹿にするなんて、失礼なメスなの！）」

「きゃんっ！（嚙かんでやるの！　はむはむっ！）」

「な、なんだ？　抱っこして欲しいのか？　ふふっ、人懐っこいのだな」

　いえ、そいつら敵対心を向けまくってますぜ。

　言葉の通じないゼノビアちゃんは、ブーツに嚙みつく二匹を両腕に抱き上げた。

「きゃんっ！（やめるの！　お前、嫌いなの！）」

「きゃんっ！（はっ!?　このメスからもおとーたまの匂いがするの！）」

「きゃんっ！（本当なの！　さっきのメスたちよりもっと濃い匂いがするの！）」

　あー、それは多分、ゼノビアちゃんの持ってるぬいぐるみのせいじゃなかろうか。

　あのぬいぐるみの中には、俺の毛がたっぷり詰まっている。それを四六時中離さず胸の谷間に入れてるんだから、匂いの染みつき具合もすごいだろう。

「きゃんきゃんっ！（舐なめ取ってやるの！　舐め取ってやるの！）」

「わっ、こらっ、どこを舐めている!?　くすぐった──あはははははっ」

　くっ、シロとクロめ。どこまでも羨ましい。俺も混ざりたい。

「ちゅー（それより、娘たちの安全をご母堂に知らせてやるべきではないか？）」

「わふっ（おっと、そうだった）」

　俺は空高くワオーンと鳴いた。

　俺の声に呼応するように、遠とお吠ぼえが連鎖し、遠方にいるガロに情報が伝わっていく。

　森の狩人かりゆうどたる魔ま狼ろう族の情報伝達の速度は相当なものだ。

　俺は教えられたとおりに吠えただけなのだが、上手うまくいったらしい。

　ほどなくしてガロが猛スピードでやって来た。

「ガウッ！（シロ！　クロ！　無事ですか!?）」

「わわっ。今度は大きくて黒いわんこさんがやってきましたっ！」

　しまった、お嬢様を驚かせてしまった。しかし流石さすがのフシアナアイ。

　お嬢様の目にはガロもしっかり犬に見えているらしい。

「確かに、立派な犬ですわね。美しいですわぁ……」

　さすがはお嬢様の親友だ。フシアナアイっぷりも同レベルである。

「きゃんっ（あ、おかーたまだー！）」

「きゃんっ（おかーたまー！）」

　シロとクロが、腰砕けになったゼノビアちゃんから飛び降りて、ガロの元へと駆け寄る。

「ガウ……（無事なようですね……）」

　ガロはほっと息をついた。

　今更だが、ガロは子供らに対しては丁寧に喋しやべるんだな。変な言葉遣いを覚えさせないようにするためだろうか。

　シロクロを見る限り、あまり効果はないようだが。

「ガウウ……！（では、分かっていますね……？　母は大人しく留守番をしているように言いつけました。それを破ったときの仕置きについても……）」

「「きゅ、きゅーん！（ご、ごめんなさいっ！　おかーたまーっ！）」」

「ガウッ！（いいえ、許しません。今日という今日は自分たちがどれほどのことをしでかしたか、しっかり覚えてもらいます！）」

「「きゅーん！（うわーん！　たすけてー！　おとーたまー！）」」

　吠えるガロから仔狼たちが逃げ出して、俺の足元にまとわりついてくる。

「わふー（まぁ、こうして無事だったわけだし、程ほどにしておいてやってくれ。俺の分については怒らなくて良い）」

　子供は永久機関と加速装置がついた無敵の存在なんだから、じっと大人しくさせてるなんて無理な話だ。

　留守番なんてさせずに一緒に連れてきてやれば良かったな。

「きゅーん！（おとーたま！　優しい！　だいすきー！）」

　シロクロがすりすりと体をすり寄せてくる。

「ガウ……（もう、これでは私が悪者ではないですか……。シロ、クロ、無事で本当に良かった……）」

　怒りを収めたガロが歩み寄ってきて、シロクロに顔を寄せる。

「なんて仲睦むつまじい様子ですの……！　きっとこの子たちは家族なのですわ……！」

　俺たちの様子を見守っていたドリ子様が感動している。

「ということはこちらの黒い犬は、ロウタのお嫁さんですの？　ロウタがお嫁さんだけじゃなく、一度に子供まで……？」

　えっ？

　ドリ子様の言葉を聞いて、お嬢様が愕がく然ぜんとしている。

「そ、そんな、ロウタ、本当なんですか……？」

　えっ？　えっ？

　何か猛烈な勢いで誤解を与えている気がする。

「わ、わんわんっ！（違うよ、お嬢様！　俺には扶養家族なんていないよ！　俺の愛する家族はパパさんとお嬢様とお屋敷のみんなだけ！　こいつらは俺の仲間で友達！）」

　だから俺を扶養家族から外さないでくださぁぁぁぁぁいっ！

　まだまだ養われたいのぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

「きゅう？（おとーたまは、おとーたまじゃないの？）」

「きゅう？（そーなの？）」

「わ、わぅ……（う、ううっ……）」

　そんなつぶらな瞳で見つめても駄目だからな！　俺はまだ生後数ヶ月の子犬なんだ！　責任を負わせようとするんじゃないっ！

「ガウガウ（シロ、クロ、いけませんよ。王陛下は我らが主君であって父君ではありません）」

　おお、ガロがフォローを入れてくれた。

　ありがてえ、こいつらに俺たちの正しい関係を教えてやってくれ。

　俺たちに血縁関係はない。なのでお父様と呼ぶのはやめなさい、と。

「ガウガウ（王をお父様と呼ぶのはおやめなさい）」

　うんうん。おやめなさい。

「ガウガウ（なぜならば）」

　そうなぜならば！

「ガウガウ（我ら魔狼族は、すべからく王陛下の妻となるべく存在するのですから）」

　そう魔狼族はみんな俺の嫁ちがーうっ!!

　全然ちがうじゃねえか！

　フォローだと思ったらフォローじゃなかったわ！

　援護射撃どころか、もろともに爆弾放り込まれたわ！

「ガウガウ（あなたたちも大きくなれば、いずれは王に娶めとっていただくのです。ですが、父子のままでは妻とはなれませんよ。それでも良いのですか？）」

「「きゃうっ！（良くないの！　おとーたま……おーたまのお嫁さんになるのー！）」」

　シロクロが娘から嫁候補にランクアップしてしまった。

　まったく嬉うれしくない。

　俺はケモナーじゃないし、嫁なんていらん。

　そもそも俺はこのお屋敷のペットとして生きていくと決めているのだ。扶養家族なんて以もつての外ほかである。

「わんわんっ！（ですよね、お嬢様！　俺はずっとここの子ですよね！　外で子供をこさえたから嫁の住すみ処かへ引っ越せなんて言いませんよね！）」

　振り返ってお嬢様に同意を求める。

「ロウタ、そんな……！」

　お嬢様が口に両手を当てて、俺を見てくる。

「わ、わふぅ……!?（そ、そんな、お嬢様まで……！　俺はペット失格だと言うんですか……!?）」

　無実、無実なんです……！

　こいつらは娘でも嫁候補でもなく、仲間なだけなんです！

　俺にはやましいところなんて一つもないんですぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!

「っ……！」

　俺の必死の訴えも届かず、お嬢様はバッと後ろを向いて、お屋敷に向かって走り出してしまう。

「わふぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんっ！（お嬢様、待ってぇぇぇぇぇぇぇっ！　捨てないでぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！）」

　伸ばした前足がふるふると震え、やがて力尽きる。

　終わった。俺のペット生活が終わってしまった……。

　これからは野生の魔狼王として生きるしかないのか……。ペットなわんこには戻れないというのか……。

　倒れ伏したまま、滂ぼう沱だと涙を流していると、お屋敷の中から弾むような声が聞こえてきた。

「お父様っ！　お父様っ！　早く！　早く来て下さいっ！」

「おいおい、どうしたんだいメアリ。私はまだ仕事中なんだが……」

「良いから早くですーっ」

「分かった分かった。そんなに引っ張らないでくれ。はっはっは──は？」

　お嬢様に連れてこられたパパさんがガロたちの姿を見て絶句する。

「も、もしやこれは……？」

　ああ、パパさんが驚いた様子でこちらを見てくる。

　パパさんにまで無責任な駄犬と思われてしまったのだろうか。

　絶望だ。俺は捨てられてしまうんだ。捨て魔狼王になってしまうんだ。

「ロウタに新しい家族が出来たというのかね!?」

「そうですよ、お父様！　私たちの家族でもありますっ！」

　あれ？　なんか思ってたのと反応が違う。

　パパさんたちはとても嬉しそうだ。

「こうしてはいられない。メアリの部屋のベッドでは小さいかも知れないな。至急特注のベッドを用意しよう」

「お腹なかも空すいてるかも知れませんっ。ジェイムズさんにご飯をお願いしないとっ」

「良いですわねっ。素敵ですわねっ。家族が増える以上の喜びはありませんわっ」

　あ、あれー？

　俺が捨てられることはなさそうだけど、こんな好意的に受け入れられるとは思っていなかった。

「ロウタよ、お前は意外とプレイボーイだったのだなぁ」

　プレイボーイて。俺は前世から含めても純潔なままですよ。

　俺の背中をポンポンしてくるパパさんに訴えかけるが、当然言葉は通じない。

「みんなでお風呂も入りたいですね！　大浴場を準備してもらいましょう！」

「それは良い考えですわ！」

　お嬢様たちは大はしゃぎで、ガロたちを迎え入れる準備をしている。

「わふ……？（なんか、そういうことらしいけど、お前らもうちの子になる？）」

　扶養する気はないが、一緒に扶養されるんなら別にええんやで。

「ガウ（いいえ、ロウタ様。謹んでお断りさせて頂きます）」

　しかしガロは、シロクロを連れて下がった。

　ガロの瞳は静かで、しかし揺るぎない拒絶をたたえていた。

　拒絶の気配を感じたのか、お嬢様たちも静かになって、こちらを見守っている。

「ガウガウ（王陛下のことはお慕いしております。ですが、人族を許すことはできません）」

「わんわん（そうか、それでもいいさ。お前たちは森で、俺はお屋敷で暮らそう。会いに行くよ。レンとナフラを乗せて）」

　ガロは頷うなずいて、踵きびすを返した。

「「きゅーん！（おーたまー！　またねー！）」」

「ガウ（あなたたちは帰ったらお説教です）」

「きゅーん！（おかーたま！　やだー！）」

　母子は夕日に向かって去って行く。

「暮らす場所は違っても、共に生きているのですわね……！　素晴らしいのですわ……！　美しいのですわ……！」

　ドリ子様が勝手に感動している。

　あいつら普通に帰っていっただけなんだけども。

　たぶんそのうちまた顔出しますよ。

　あのお転てん婆ばなシロとクロが森で大人しくしているとは思えない。

「しかし、ロウタが子供をなぁ。私も年かな……」

「可愛かわいかったですねぇ。小さい頃のロウタを思い出しました」

　俺が小さかったのはほんの少し前なので、そんなに懐かしむほどのことは無いと思いますよ。

「いやあの、ご当主、お嬢様がた、あの者たちはロウタの妻子ではないようです」

　ゼノビアちゃんが誤解を解こうとしてくれる。

「わふぅ……（ありがとうゼノビアちゃん。だけどもうちょっと早い段階で説明してくれたら、こんなに疲れずに済んだんだけどな……）」

　ぐったり疲れた俺は、ご飯を五回しかお代わりできなかった。

　明日はもっと食うぞ！







[image: 03　カニ三昧！　と思ったら勇者ふたたび!?]

「お、ロウタ！　かかったぞ！　逃がすな！」

「わふー（はいよー）」

　尻尾を勢いよく振り上げれば、子供の手の平ほどのサワガニが岸へ打ち上がる。

「よーし、いいぞー！」

　おっさんがすかさずカニをつかんで、持っていたバケツに放り込んだ。

「やっぱおめえは釣りの才能があるな」

　あざますあざます。

　しかし、これって釣りって言って良いのかな。

　浅い川の真ん中でフサフサの尻尾を水面に垂らしてゆらゆらさせると、岩陰に隠れた小さなカニがハサミでつかんでくる。

　そこを素早く一本釣りしているのだが、なかなかに大漁だ。

　すでにおっさんのバケツはいっぱいになりかけている。

「水位が下がってるおかげで、手が届きやすくていいな」

　膝まで水に浸つかったおっさんも、俺と同じくカニ獲とりに精を出している。

　岩陰に直接手を突っ込むやり方だが、釣果は俺とトントンだ。

　やるな、おっさん。

　俺も負けてられん。ここでたくさん獲れば、俺の取り分が増えるのだから！

　おっさんがこのカニを使ってどんな料理を作ってくれるか、楽しみである。

　この場所は、シロクロが行方知れずになったときにも通った小川だ。

　お屋敷から少し離れているが、人の手が入っていない川には沢山の魚が泳いでいたり、カニが頭を覗のぞかせていたのを俺は覚えていた。

　おっさんがサワガニ獲りに出かけるようだったので、ここへ案内した次第だ。

「ロウタも良い穴場を見つけたもんだなぁ」

「わふわふ（せやろせやろ、褒めて褒めて）」

　あ、でもその濡ぬれた手のまま撫でるのは勘弁して下さい。

「わー、カニさんがいっぱいですねー」

「ハサミを動かす仕草が可愛らしいのですわぁ」

　バケツを覗き込んで、お嬢様ズがきゃいきゃいとはしゃいでいる。

　俺たちが出かけるのを見て、お嬢様たちもついてきたのだ。

「泡をぶくぶくしてますねえ」

「面白いのですわ。可愛いのですわ」

　まぁそのお嬢様たちが可愛い可愛いと愛めでているカニさんたちは、俺らのご飯になるんですけどね。

　などと野や暮ぼなことを、純真無む垢くなペットの俺は言わない。無心でカニを獲る。

　お嬢様が楽しそうなのはいつものことだが、ドリ子様も都会の王都では味わえない自然を満喫しておられるご様子。

　お屋敷へ泊まりに来て一ヶ月近く経たつが、ドリ子様は毎日が楽しそうだ。

　王都で高慢ちきな令嬢をしていた頃とは違って、年相応の晴れやかな笑顔をしている。

「よし、これだけ取れりゃ充分だろ。そろそろ切り上げるぞー」

「わふー（へーい）」

　俺は川辺に上がって、全身を振って水気を落とす。

「ちゅー！（のわー!?　なんじゃー!?）」

　おっと、レンが寝てることをいつも忘れるんだよな。

　空中に舞い上がったレンをたてがみでキャッチする。

　おっさんには見られてないよな。

　ネズミはコックの大敵だ。見つかったら水に沈められたあと、燃えるゴミとして出荷されてしまう。

「別に隠さなくても、取って食いやしねぇよ」

　ひえっ、見られてた！

　二つのバケツを両手にぶら下げたおっさんが、呆あきれた様子でこちらを見ている。

「わ、わふわふ！（ちゃ、ちゃうねん。こいつはネズミだけどネズミやないねん。こう見えてわりと綺き麗れい好ずきで、お風呂もいつも入っとるねん！）」

「おめえのダチなんだろう？　ちょくちょくお前やヘカーテさんのところの猫と一緒に飯食ってるのを見かけてるしな。こそこそしねぇで堂々としてろ」

　おっさんの懐が深い。

「だいたいなぁ、うちにはネズミよりタチのわりー盗み食いの常習犯がいるんだよ」

　誰だそいつは。

　おっさんのキッチンに毎夜忍び込んでは暴食三昧とは、ふてえ野郎だ。

「ちゅー（わしは突っ込まんぞ）」

　突っ込めよ。お前からツッコミを取ったら何が残ると言うんだ。マジで食っちゃ寝するだけのニートだぞ。

「ちゅー！（そりゃ、ぬし様も同様じゃろうが！）」

　俺はペットだから良いんですー。

　食っちゃ寝して可愛がってもらうのが仕事なのだ。

　そしてやはり突っ込んだな。にやり。

「ち、ちゅー！（し、しまったのじゃ！）」

「お前ら、仲いいなぁ。何話してるのかはさっぱり分かんねぇけど」

「ちゅーちゅちゅー（ほう。わしとぬし様が相思相愛とな？　うむうむ、分かっておるではないか、人族の男よ）」

　誰も相思相愛とは言ってねー。

　レンの耳は都合の良い作りをしすぎている。

「さて、お嬢様方も帰りますぜ」

「はーい」

「分かりましたわ」

　それじゃあ、お嬢様たちは俺の背中にどうぞ。

　森の中は舗装されているわけじゃないので、歩きにくい。

　木の根や石が地面から顔を出しているし、柔らかかったり硬かったりデコボコだ。

　お嬢様たちのおみ足では怪け我がをしてしまうだろう。

　だから、俺がお嬢様たちを背中に乗せるのは、決してお嬢様たちのお尻に敷かれたいとかそんなやましい考えがあるわけではなく、心からの親切心なのだ。

「ちゅー（そういう言い訳をすることが、すでにやましいのじゃよなぁ）」

　うっせうっせ。

　伏せの姿勢になった俺の背中に、お嬢様たちが隣り合わせに横座りする。

「お願いしますね、ロウタ」

「失礼しますわ」

「わふわふー（お任せあれー）」

　四肢に力を入れてゆっくり立ち上がる。

「わふっ（おっと、こいつも忘れないようにしないと）」

　おっさんの持ってきたバケツは三つなので、二つはおっさんが、残り一つは俺が口にくわえて運ぶ。

　お嬢様たちは全然軽いし、カニしか入ってないバケツの重さも大したことない。楽な仕事だぜ。

「こちらのカニはどう調理するんですの？」

　ドリ子様が俺の横を歩くおっさんに訊たずねる。

　可愛いと言っていた割には、食べることには抵抗はないらしい。良いことだ。

　俺たちは命を食って生きているんだから、可哀かわい想そうという考え方は身勝手だよな。

「基本的にサワガニは食うには身が少ないんで、出汁フオンを取るのに使うんでさ。ムースやクリーム、ソースを作るときにベースとして使うと良い風味と旨うま味みが乗るんです。ただ混ぜると臭みが出るんで一工夫が必要ですがね」

「おおー、すごいですっ。ジェイムズさんの料理が美味おいしいのはたくさん工夫しているからなんですねっ」

「わたくしも毎日の食事が楽しみで仕方ありませんわ」

　俺も俺も。おっさんの飯は美味うますぎる。

　朝食べたら昼飯が楽しみになり、昼食べたら夕飯が楽しみになる。

　おっさんのメシ抜きでは、もう生きていける気がしない。

「それに貴方あなたのお名前を伺ったときは倒れるかと思いましたわ。幻とまで言われたあの宮廷料理人が王都を離れてこんなところにいるだなんて。このことが王都の貴族に広まれば、目の色を変えてガンドルフ様に面会の許可を求めますわよ」

「いやあ、お褒めに与あずかり光栄ですが、俺なんぞまだまだですよ。これから学ぶことがいくらでもありまさぁ」

　おっさんは若い頃に王宮で総料理長まで務めたことがあるらしい。

　それなのに、食材を自分で調達したり、毎晩遅くまで新メニューの開発をしたり、腕を磨く努力に余念がない。

「メアリの手前ですが、王都に戻るつもりはありませんの？　貴方の生み出す料理を沢山の人が食べたいと願っていますわよ。お店を出す資金も誰もがこぞって出したがるに決まっていますわ」

　おっさんの腕前ならあり得る話だ。

　しかしそれは困る。とても困る。

　おっさんがいなくなってしまったら、お屋敷の料理は誰が作るというのか。

　おっさんの料理が食えなくなるなんて、そんなの俺には耐えられないっ。

　おっさん！　行かないで！

「王都に戻るつもりはないですな」

　おっさんはドリ子様にきっぱりと答えた。

「ガンドルフ様には大恩がありますし、お嬢様の栄養管理を他人に任せたくもありません。使用人の連中も気の良い奴やつらばかりでね。好き勝手自由にやらせてもらって、珍しい食材も仕入れ放題。こんな良い職場は他にないですよ」

　おっさんはニカッと笑って、それから俺の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「何より、この大食漢を満足させられるのは俺だけなんでね。こいつを放ほっぽって王都に行くなんて出来ませんや」

「わ、わふ……！（お、おっさん……！）」

　おっさんの温かい言葉に、俺は涙がちょちょぎれそうだ。

「わんわん！（おっさん大好き！　一生ついて行くわ！）」

　俺は千切れんばかりに尻尾を振った。

「あわよくばモーガン商事に引き抜けないかと思いましたが、無理そうですわね」

　ドリ子様ったらそんなことを考えていたのか。恐ろしい子っ。

　さすがは王都有数の商家の娘である。

「ですが、わたくしもすでに貴方の料理の虜とりこ。貴方の料理を頂くために、これからも頻繁にメアリに会いに来ませんと」

「ええー……、私、オマケなんですかぁ？　むぅーむぅー」

「ふふっ、冗談ですわっ」

　むくれるお嬢様をドリ子様がギュッとする。尊い。

「こちらへ来るときに飛空船で食事はしましたかい？」

「ええ、あの時の食事も独創的で素敵でしたわ。ガンドルフ様は本当に良い料理人をそろえられていますわね。やはり人徳の為なせる業わざなのですわね」

「アレは俺の弟子なんですわ。良ければ贔ひい屓きにしてやって下さい。あちこちの店で助すけっ人とのようなことをやってるんで。そろそろ腰を落ち着けてもいい頃だ」

「まぁ！　もちろんですわ！」

　飛空船のコックさんか。

　壁越しに聞いた声しか知らないけど、料理の美味さは覚えている。おっさんに負けず劣らずの腕前だった。

　さりげなく弟子に職を斡あつ旋せんしてやるとか、おっさんは良い師匠だなぁ。

　お弟子さんがモーガン商事で働くことになった暁には、ぜひ商品開発にも参加してもらいたい。

　あのクソ不味まずいペットフードや携行食はどうにか改善しないと、ペットや冒険者がストライキを起こすぞ。

　あれを喜んで食うのはドリ子様のところの地竜だけだ。

「わふわふ（まぁ何にせよ、おっさんがずっとお屋敷にいてくれることが分かって良かったぜ）」

　これで当家の食生活は安泰だ。

　サンキューおっさん。フォーエバーおっさん。

「あー、あと俺、王宮でメシを粗末にする馬鹿王子をぶん殴っちまったから、ここを離れたら処刑されるんだよなぁ……」

　おっさんがぼそっとつぶやく。

　……うん、今のは聞かなかったことにしよう。いや、ほんと何やってんの、この人。




　　　　†　†　†




「実際のところ、出汁を取るだけなら十匹もいれば充分なのさ」

　泥抜きをして洗ったばかりのカニを、おっさんがザルから上げる。

「わふん？（そんなちょっとの量で良いなら、こんなに取ってきたのはなんで？）」

　バケツ三杯分のサワガニだ。出汁に必要な量の十倍はある。

　おっさんが食材を無駄にするなんてあり得ないから、何か考えがあってのことなんだろうが、使わないカニはどうするんだろう。

「残りの大量のカニが気になるか？　こいつはな、こうするのさ！」

　そう言っておっさんは、大鍋に張った油に、まだまだ元気なサワガニを一匹ずつ投入していった。

　哀れ、サワガニは生きたまま油地獄へ。

　じゅわわわわわああああっ、と良い音を立てて、見る見るカニの色が鮮やかな赤に変わっていく。

「わふー！（きゃー！　残酷うまそー！）」

「ちゅー（本音がダダ漏れになっとるのじゃ。……しかし、確かに食欲をそそる匂いがしておる）」

「サワガニは小さくて食うところが少ないが、そのぶん皮が薄いから、揚げればそのまま食えるんだよ」

　おっさんが作ろうとしているのは、どうやらサワガニの素揚げのようだ。

「食ってみな」

　揚げたばかりのサワガニに軽く塩を振って、おっさんは俺に差し出してくる。

　赤く揚がったカニは香ばしい匂いをさせていて、俺は迷わずかぶりついた。

「はっふはっふ！（熱々サクサクだー！）」

　めっちゃ美味い。

　殻はスナック菓子のように軽く砕けるし、中の身は驚くほどジューシーだ。

　泥抜きをしっかりしているせいか、臭みも全然ない。カニ本来の旨味だけが俺の舌を直撃してくる。

「わんわん！（おっさんもっと！　もっと揚げて！）」

「おうおう、気に入ったか。素揚げはお嬢様方に出すにはちょっと品がないからな。俺らのおやつにしちまおう」

　へっへっへ、みんなには内緒ってことだな。

「そっちのネズミも食うか？」

「ちゅー！（無論いただくのじゃ！　ぬし様だけに独り占めはさせんのじゃ！）」

「にゃーん（ナフラめもいますよー。美味しいものがあるところにナフラありですー）」

　レンだけではなく、ナフラまでもが空間魔法でやってきた。

「わふっ！（お前ら！　俺の取り分が減るだろうが！　遠慮しろ！）」

「喧けん嘩かすんなっての。どんどん揚げてやるからな」

　やほーい。

　俺たちは大皿に続々と追加されるサワガニに頭を突っ込んだ。

「にゃにゃっ（はちゅっ！　熱いですー！　でも美味しいですー）」

「ちゅちゅっ（うむ、これは美味いのじゃ！）」

　シンプルな料理だが、揚げ具合が完璧だ。

　火の通りが甘くてべちゃっともしてないし、揚げすぎでパサついてもいない。

　外はサクサクで中はジューシーだ。油で丸ごと揚げているから、カニの旨味が全て閉じ込められている。

　そして嚙かんだ瞬間、中から旨味が爆発するのだ。

「「「わんにゃーちゅーっ!!（うまうまーっ!!）」」」

　俺たちは思う存分サワガニの素揚げを楽しんだ。

「ふぅ、結構あったが、全部揚げちまったなぁ。俺はもう良いから、残りはお前らで食って良いぞ」

　そう言うと、おっさんは後片付けと夕飯の準備に戻っていく。

「ちゅー（食った食った。わしはもうお腹なかいっぱいなのじゃ）」

「にゃー（ナフラめもですー。お腹ポンポンですー）」

「わふわふ（なんだお前ら。だらしねぇなぁ）」

　俺はまだまだ腹三分目ってところだぞ。

「ちゅー（ぬし様は食べすぎじゃ。そんなに食べてばかりいると、また大きくなってしまうぞ。わしは大歓迎じゃがな）」

　変へん化げの術があるから無問題なんだよなぁ、これが。

　本当の姿がどれだけデカくなろうが、術があれば関係ない。俺はこれからも好きなだけ食いまくるぜ。

「わんっ（というわけで、残りのカニは俺がいただき──）」

　口を大きく開けた直後、俺は何者かの気配を感じた。

　背中に向けられた飢えた視線。

　通りがかったメイドさん？　はたまたお嬢様が勉強を抜け出してきたか？

「わふっ！（そこだっ！）」

　俺は視線の方向を振り返った。

　そこは庭に繫つながる厨ちゆう房ぼうの裏口で、扉に付いた窓からこちらを覗のぞく一対の瞳があった。

　瞳のぬしは口から涎よだれをダラダラと垂らし、窓に顔を貼り付けている。

「わ、わふっ!?（お、お前は──……誰？）」

　本当に誰？

　窓に貼りついた人物の姿は、薄汚れて髪もボサボサ、完全にホームレスだ。こんなやつに見覚えはない。

　しかし誰かは分からないが、腹を空すかせていることだけは分かる。

「わふー（んもー、しょうがないなぁ）」

　俺はカニを落とさないように皿を咥くわえて、扉を開けてやる。おっさんが気づいた様子はない。

「わふっ（ほら、食いねえ）」

「ぼ、ボクにくれるの？」

　伸び散らかした髪の隙間から、青い瞳がこちらを見返してくる。

「わふわふ（食いたかったんだろう？　良いってことよ。情けは人のためならずってな。いつか大きくなって恩返しに来るんだぞ）」

「ちゅー（どう見てもこやつは成長期すぎとるじゃろ）」

「にゃーん（ボロボロになってる人を相手に、借りを返させる気満々とか、ロウタさんは鬼畜ですねー）」

「わふっ！（タダより高いものはないんだよっ。メシの借りはメシで返してもらう！）」

　まぁ、さすがにそれは冗談だが、このボロボロちゃん、よく見たら人間だな。女の子だ。

　つーか、この娘、どっかで見たような気が……。

「あ、ありがとう！」

　青い瞳に涙を浮かべて、少女は素手でカニをわしづかみにした。

「返すよ！　サクサク！　いつか！　ガツガツ！　必ず！　モグモグ！　このご恩は！」

　礼を言うか、食べるか、どっちかにしなさい。

　涙と鼻水で顔をぐちゃぐちゃにしながら、カニを貪る姿はたいそう憐あわれみを誘う。

　上級ペロリストの俺も、さすがにこの顔をペロペロするのは抵抗があるな……。

「ぺ、ペロペロしたいの？　舐なめる？」

「わふ（いや、結構）」

　俺はどっちかっていうと嫌がる相手を舐めたい派だ。バッチコイされると逆に萎える。

「わふわふ（つーか、今気がついたんだけど）」

「なに？」

「わふっ（キミ、俺の喋しやべってること理解してるよね？）」

「うん。前も話したじゃないか。……もしかして、ボクのこと忘れちゃったの？」

　忘れたも何も、こんな薄汚れた知り合いなんて……んん？

「わふっ（ちょっと失礼）」

　伸び散らかした前髪を、前足ですくい上げる。

　この少年のような魅力がある整った顔立ちは──

「わふ！（アルスちゃんか！）」

　勇者アルステラ。伝説の勇者ロウタの末まつ裔えいで聖剣を所有していた勇者様だ。

　まぁ、アルスちゃんは勇者の末裔じゃなくて、聖剣も魔王軍幹部が取り憑ついた魔剣だったわけだけども。

　しかし、アルスちゃんは魔剣の精神支配が解けて、正気を取り戻した。冒険者として一からやり直すと言って、結構前にここを旅立ったはずなんだが、どうしてまだここにいるんだろう。

　しかも、こんなみすぼらしい姿になっているとは想定していない。

　髪はボサボサ、服はボロボロ。あと微妙に臭い。犬の俺よりよっぽど獣臭がする。

「う、うう……」

　俺の視線に耐えられなくなったのか、アルスちゃんが小さくうずくまる。

　しかし、モソモソとカニを食べる手は止まらない。サワガニ美味おいしいもんな、しょうがない。

「わふー（とりあえず話を聞く前に風呂だなこりゃあ）」

　外から様子を窺うかがってたってことは、お屋敷の人たちには会いたくないんだろう。

　なんか事情があるみたいだし、ここの風呂は使えないな。

「わふ（となると、エルフ村だな）」

　あそこなら風呂もあるし、着替えも用意して貰もらえるだろう。

「わふー（ナフラー、頼むー）」

「にゃーん（はいはい、お安い御用ですよー）」

「えっ？　えっ？」

　困惑しているアルスちゃんをよそに、ナフラが空間魔法を発動させる。

　視界が一瞬白く染まり、次の瞬間には俺たちはエルフ村のただ中に立っていた。

「まぁまぁ、ロウタ様！　またいらして下さったのですね！」

「あ、王様だー」

　すぐ近くにいた長女のアルルと三女のウルルが駆け寄ってくる。

「食事にしますか？　お風呂にしますか？　それとも──臭っ!?　えっ、臭いですよ、ロウタ様！」

「王様、くちゃーい」

　エルフたちは鼻をつまんで、俺から一歩下がった。

　俺じゃねーよ。俺は毎日風呂に入って清潔だよ。

　匂いの元は、俺の後ろでキョロキョロしている浮浪少女だ。

「悪いんだが、この娘を風呂に入れてやってくれねーか？」

「は、はい、ロウタ様のお言葉であれば、もちろん喜んで」

「うわー、洗い甲が斐いがありそうだねー」

　エルフ娘が、両脇からアルスちゃんを抱え起こす。

「えっ？　えっ？　ろ、ロウタくん!?　いったい何が!?　ここどこ!?　この人たち誰!?　た、助けてーっ！」

　ドナドナドーナードーナー。

　アルスちゃんは連れて行かれてしまった。

「わーっ、すっごい！　湯船のお湯が真っ黒だー！」

「よくもまぁ、ここまで汚れましたね。魔物でももう少し綺き麗れいにしていますよ」

「う、ううっ、いろんな意味で辱められている……」

　切り株をくり抜いて作った大きな風呂に放り込まれたアルスちゃんは、エルフ娘たちにわっしわっしと洗浄されている。

「ロウタ様、お待ちになっている間、こちらはいかがですか？　先ほど焼けたばかりなんです」

　目の前に差し出されたのは、まだ温かい木の実のクッキーだ。

「わんっ（サンキュー、イルル！）」

　アルルの双子の妹であるイルルからクッキーをもらう。

　甘さは控えめで素朴な味わいだが、ナッツの香ばしい香りが鼻に抜ける。

　美味うまい。特にゴリゴリした堅さがたまらん。嚙み応えがしっかりしてるクッキーって好きなんだよな。

「ちゅー（あれだけ食った後によく入るのう）」

　余裕っすわ。もらったものは全て食う。お残しは許しまへん。それが俺の矜きよう恃じである。

　夕飯までにはバッチリ腹を空かせて、ベストコンディションでおっさんの料理に臨める自信がある。

　そうしてクッキーをボリボリやりつつ待つこと数分。

「終わりました、ロウタ様」

「ピカピカだよー」

　そこには垢あかを落とされて、すっかり綺麗になったアルスちゃんがいた。

　伸び放題になっていた髪まで散髪してもらい、エルフの服を着せられている。汚れた鎧よろいと服は洗濯中のようだ。

「あ、あうう。なんだかヒラヒラしてないかな？　この服……」

　鎧を脱いでちゃんとした髪型にすれば、ちゃんと女の子だなぁ。

　なぜこんな可愛かわいい娘を男と間違えたのか。俺の目もまたフシアナアイだったということか。

　ペットは飼い主に似るって言うから仕方ないね！

「わふわふ（アルスちゃんも落ち着いたみたいだし、事情を聞こうかな）」

「う、うん……。実は……」

　アルスちゃんから聞かされた話はこうだ。

　アルスちゃんは確かに旅立った。

　お屋敷を出て、南へ進み、村を抜け、街道を進み、最初は順調だったらしい。

　長い間霞かすみがかったような洗脳状態から解放されて、アルスちゃんは晴れ晴れした気分で旅を続けていた。

　しかし、問題が発生した。

　魔物に遭遇したのだ。

　魔物と言っても、ゴブリンが一匹だ。下級の冒険者でも楽に倒せる相手である。

　聖剣を失ったとは言え、アルスちゃんは元々その聖剣を自在に振るえるほどの身体能力を有している。

　おまけに魔法も使いこなす万能型の冒険者だ。素手であろうとなんら問題はない。ゴブリン程度の雑魚モンスターなど、恐るるに足らぬ相手だった。

　しかし、結果はまったく違った。

　アルスちゃんは自分の異変にすぐ気がついた。いざ魔物に対たい峙じすると、全身が震えだしたのだ。

　それが恐怖によるものだと理解したときには、パニックになって魔法を使うこともおぼつかなくなっていた。

　襲いかかってくるゴブリンに悲鳴まで上げてしまい、アルスちゃんは命からがらその場を逃げ出したらしい。

　ゴブリンの姿が見えなくなっても、逃げて逃げて、逃げ続けて、気がつけばお屋敷のすぐ近くにまで戻ってきていた。

「自分で自分に呆あきれたよ。ボクは聖剣がなければ、タダの臆病な小娘だったんだ。そんなことさえ忘れていた」

　子供の頃のアルスちゃんは元々引っ込み思案の大人しい性格だったらしい。

　親から聖剣を受け継いでからは、人が変わったように物もの怖おじしない堂々とした性格になったそうだが……。

「わふわふ（それ、聖剣に洗脳されてたからですよね）」

　今やよく切れる包丁へと身を落としたベリゴールだが、かつてはアルスちゃんの一族に取り憑つき続けた大悪魔だ。

　幼い頃からそんな悪魔に心を侵され続け、いきなり解放されて元の性格に戻ったら、確かに怖くてどうしようもなくなるかも知れないな。

　アルスちゃんは引き返してきて、そこから先へ進むことが出来なくなった。

　ずっと野宿をしながら、木の実や草などを食べて飢えをしのいでいたらしい。

「なぜかこの周辺には魔物が出なかったから……」

　この辺りにいる凶暴な魔物は、ガロたち魔ま狼ろう族が即座に狩っちまうからな。安全と言えば安全だ。

「わふわふ（そんな野人生活を送らずに、素直にお屋敷に戻ってきたら良かったのに。みんな歓迎してくれるぞ）」

「そんなこと出来るわけないじゃないか！」

「わふ？（なんで？）」

「だって！　だって、あんなに格かつ好こ付けて旅立ったのに、今更顔を合わせるなんて出来るわけがないじゃないかぁ！」

　あ、うん。だよね。俺もそう思う。

　キリッとした顔でゼノビアちゃんと拳を合わせて、一流冒険者の気風を纏まとってアルスちゃんは去って行った。

　あんな格好いい別れ方をしといて、ゴブリンから逃げて出戻りとか、恥ずかしすぎるわな。

　まぁ、俺がアルスちゃんなら余裕で戻れるけどね。恥なんざ前世に置いてきた。

「どうしよう……。このままじゃボク、何も出来ないままだよ……」

　アルスちゃんは体育座りをして、俯うつむいてしまった。

「わふー……（うーん、聖剣ぶち折ったの俺だし、何とかしてやりたいけど。どうしたもんか……）」

「ちゅー（聖剣を失って弱ったのなら、もう一度持たせてやれば良いのではないか？）」

「わふ（つってもなぁ）」

　聖剣はおっさんの包丁になっちまったし、洗脳の力もなくなっている。今のアルスちゃんには効果がないだろう。
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「わふ（たぶんアルスちゃんは、戦闘能力自体が落ちたわけじゃないと思うんだよな）」

　アルスちゃんが魔物を恐れるようになったのは、あくまで精神的な問題だろう。

　今まで聖剣に命じられるまま魔物を斬りまくってきたことも、トラウマに拍車をかけているに違いない。

　魔物と戦う恐怖や命を奪う罪悪感を、聖剣の精神支配でごまかしていた反動が、今になって現れたのだ。

　冒険者を辞めて普通の暮らしに戻れば日常生活には問題ないだろうけど、今のアルスちゃんが求めているのはそういうことではないだろう。

「わふわふ（アルスちゃんはどうしたいんだ？）」

「ボクは、ボクはもう一度やり直したい。ゼノビアに胸を張ってもう一度会えるような人間になりたい。勇者なんて肩書きに囚とらわれていたボクじゃなく、自分の意思で誰かを助けられるボクになりたい……！」

　顔を上げたアルスちゃんの意思は固そうだ。

「で、でも、どうしても魔物を前にすると、怖くて体が震えて……」

「わふー（でも、俺らなら目の前にいても平気じゃん）」

「え？」

「わふ（どうも、魔狼王フェンリルです）」

「ちゅー（蒼竜ブルードラゴンレンヲヴルムじゃ）」

　一応、俺たち伝説級の魔物らしいぞ。アルスちゃんが逃げたゴブリンの何万倍も強いはずだ。

「君たちは知り合いだし、ボクを襲わないことも分かってるし……」

　ふーむ、魔物が怖いというより、戦いそのものが怖いのか。

「剣さえあれば……」

「わふ？（うん？）」

「聖剣じゃなくて良い。ちゃんとした剣さえ持てば、ボクはまた戦える気がするんだ」

　そうなのか？　俺はアルスちゃんじゃないから、その心境は分からないけど、剣がお守りみたいなものだってことなら理解は出来る。

「わふわふ（んじゃあ、とりあえず剣をゲットしに行くか）」

「ちゅー（ぬし様、剣に当てなんぞあるのか？）」

「私たちエルフの村にも弓くらいしかありませんが……」

　いやいや、一人いるじゃん。無駄に大量の剣を抱え込んでる女剣士さんが。

　キョトンとしているレンたちに、俺はニヤリと笑って見せた。
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「わふーふー……（はいー……それではー……。皆さんー……静かにー……進みましょうねー……）」

　深夜のお屋敷で俺は足音を立てないように、姿勢を低くしてゆっくりと廊下を進んでいた。

　小声で後ろに声をかけると、アルスちゃんが無言でこくこくと頷うなずいた。

　向かうはこの廊下の先にあるゼノビアちゃんの部屋だ。

　ゼノビアちゃんは刀剣集めが趣味らしく、古今東西の様々な名剣を取りそろえている。あの中になら一本くらいアルスちゃんが気に入る剣もあるだろう。

「で、でも、泥棒なんて良くないよ……」

「わふわふ（問題ないない。どうせそのうちポキポキに折れるさだめなんだから）」

　俺は試し切りされる回数が減るし、アルスちゃんは剣が手に入るし、Ｗｉｎ‐Ｗｉｎである。

　ゼノビアちゃんのコレクションが減ることになるのは、コラテラルダメージに過ぎない。

「それは泥棒して良い理由にはならないと思うんだけど……」

「わふわふ（大丈夫だって。アルスちゃんが必要としてるなら、ゼノビアちゃんも剣の一つや二つくれるって）」

　アルスちゃんがゼノビアちゃんと顔を合わせられないって言うんだから、こっそり持って行くしかないだろう。

「うう……。それについては申し訳なく……」

　なので、怪盗ワンワン団の結成なのだ。任務はゼノビアちゃんの部屋から剣を失敬して無事離脱すること。

　メンバーは俺！　アルスちゃん！　以上！

　たてがみの中にいるレンはとっくにスヤスヤだ。

「わふ……（ここからは慎重に行くぞ……）」

「わ、分かった……」

　俺は前足を器用に使って、ドアノブをゆっくり回す。

　音を立てないようにドアを開けて、ゼノビアちゃんの部屋へ侵入した。

　月の明かりだけがうっすらと差し込む部屋には、眠っているゼノビアちゃんがいる。

　胸元に俺によく似たぬいぐるみを抱きしめて、幸せそうな笑顔を浮かべていた。

「わふ（こんな時まで肌身離さずとか、ゼノビアちゃん俺のこと好きすぎだろ）」

　ツンツンしてないで、普段からもっと甘やかしてくれてもいいんやで。

「ごめんね、ゼノビア……」

　アルスちゃんは一言謝って、壁の剣を物色し始めた。

「わ、すごい……。これキサラギの号が入ってる……」

「わふわふ（すごいのん、それ？）」

「手に入れることがまず難しいけど、買うならそれなりの家が土地ごと一軒買えるぐらい必要だね……」

　うへえ、ゼノビアちゃんやべえ。

「ここにある剣だけで、冒険者時代に稼いだお金のほとんどが消えちゃうんじゃないかな……」

　元ＳＳ級冒険者だけあって相当稼いでたんだろうけど、一本一本の値段が破格すぎる。

　ゼノビアちゃん散財しすぎでは？　この分だと、この前パパさんにもらったお小遣いもすぐ剣に変わってそうだ。

「わふ（それで、気に入った剣はあったか？）」

「う、うーん。ゼノビアはいろんな武器を扱える達人だったけど。ボクは大振りの剣を力任せに振り回すことしか出来ないから……」

　失った聖剣も大剣に属する武器だったもんな。

　あれに近いサイズだと、ゼノビアちゃんの持ってた黒い大剣だけど、あれも聖剣と打ち合ったときに壊れちゃったはず。

「この中だと、あれが一番近いかなぁ……」

　アルスちゃんの視線の先には、天井付近の壁に飾られた長剣があった。

　聖剣に比べるとだいぶ細身だが、長さ的にはクリアしている。

「ん、んんー……！」

　アルスちゃんが手を伸ばして剣を取ろうとするが、いかんせん高さが足りない。

「わふ（ふっ、俺に任せなさいよ）」

　二本足で立てば、俺は頭が天井に届くほどだ。剣の柄つかを咥くわえれば、壁の大剣も簡単に取れる。

「わふっ（へへっ、チョロいもんだぜ）」

　などと油断したのがいけなかったのか、ベッドが軋きしむ音が背後から聞こえた。

「……なんだ？　誰かいるのか……？」

　ゼノビアちゃんが上半身を起こしていた。ぬいぐるみを抱きかかえて、寝ぼけ眼をこすっている。

「ロウタ……？　なぜ私の部屋に……？　そこにもう一人いるのか……？　誰だ……？」

「わ、わふっ！（は、はわわわ！　撤収！　撤収ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!）」

　ゼノビアちゃんが寝ぼけている間に、俺たちは慌てて部屋を脱出する。

「み、見られちゃった!?　ゼノビアに見られちゃったかな!?」

「わふっ（いや、寝ぼけてたし、たぶん大丈夫のはずっ）」

　だけど作戦は失敗だ。次からはゼノビアちゃんも警戒すると思うから、もう盗みに入ることは難しいだろう。

　俺たちは屋敷の外まで逃げてきて、息をついた。

「わふわふ（しまったなぁ。当てがなくなっちまった）」

「うん……」

　アルスちゃんが直接ゼノビアちゃんに頼めるなら、こんな苦労もしないで良いんだが……。

「会うのは無理ぃ……」

　だよねぇ。ゼノビアちゃんは笑わないだろうけど、親友に情けない姿を見せたくないというアルスちゃんの気持ちも分かる。

　しかし、ここらで他に剣を持ってる人間なんてゼノビアちゃんくらいしかいないしな。

「わふわふ（どっかに一本くらい置き忘れてたりしないかなぁ……──あ！）」

　俺はふと一つの考えに至った。

「わふっ（当てならあるかも知れないぞ）」

「本当かい!?」

「わふっ（ああ、こっちだ！）」

　俺は裏庭へ向かい、垣根に頭を突っ込む。

「わふわふ（確かこの辺りに放り込んだはず……お、あった！）」

　垣根の中にキラリと光るモノを見つけ、それを咥えて引っ張り出す。

「わふー！（じゃじゃーん！　折れた直剣ー！）」

　略して折れ直である。ゼノビアちゃんが折った剣はいつもここに俺が放り込んで隠しているのだ。ゼノビアちゃんは毎回ショックで逃げ去ってしまうからな。

　剣さえ握れば何とかなるなら、この折れた剣でもいけるのではなかろうか。

「う、うーん。折れた剣はちょっと……」

　ええー、ちゃんとした剣じゃないと駄目と申すか。

　折れた剣なら、まだまだ垣根の中にたくさんあるんだが。アルスちゃんのお眼鏡にはかなわないようだ。

「にゃーん（ロウタさーん、お夜食食べましょー）」

　いつものように夜食目当てのナフラが空から降ってくる。

「にゃにゃっ!?（って、なんですか!?　折れた剣がいっぱい！）」

　引っ張り出された剣の数々を見て、ナフラがビックリしている。

「にゃーん（ナフラめはロウタさんと違って顎が弱いので、金属製品を食べるのはちょっと……）」

　俺だって食わねーよ。

「わふわふ（ちょうど良い。ナフラも知恵を貸してくれ）」

　俺はナフラに事情を説明した。

「にゃー（はー、剣が欲しいけど折れた剣は嫌だと。我わが儘ままですねー）」

「うぐっ！」

　やめてやれナフラ。俺も思ったけど言わなかったんだから。

「にゃー（それじゃあ、直しちゃったらどうです？）」

「わふ？（直すって、この剣をか？）」

　お前そんな魔法使えたのか。

「にゃふー（いえいえー、ナフラが使える魔法にそういうものはないですねー。やっぱり剣は本職の鍛冶屋さんにお願いするのが良いんじゃないでしょうか）」

　だけど、この辺には鍛冶屋なんて住んでないだろ。

　鍛冶屋どころか、お屋敷以外の人に会おうと思ったら、かなり南に進まないと村人にすら出会えない。

「にゃーん（ここいらはドが付くほどの田舎ですからねー。でも、王都まで行けば鍛冶屋さんだっていっぱいいるんじゃないですか？）」

　王都か。お嬢様と旅行に行ったり、エルフたちを助けに行ったりで何度か訪れたことはあるけど、確かに辺境とは比べものにならない都会だった。

　問題は王都はここからだとかなり遠いということだ。パパさんの飛空船でも丸一日はかかる距離にある。

　何より、アルスちゃんが先に進めなくなっちゃってるんだから、王都へ向かうことがまず出来ないだろう。

「にゃふー（ふふーん、ナフラめがいるじゃないですかー。空間魔法でひとっ飛びですよー）」

「わふ？（え、お前の空間魔法ってそんな遠くまで飛べるの？）」

　森周辺が限界だと思ってた。あと跳べる位置を設定する座標アンカーってやつの数も限られてるんじゃなかったっけ？

「にゃんにゃん（この間、ヘカーテ様にさらなる改造を受けたってお話ししませんでした？　座標もヘカーテ様にいくつか頂きましたし、王都にだってもちろん転移できますとも）」

「わん！（おお、頼りになる！　なんか上手うまくいきそうな気がしてきたぞ！）」

「空間魔法ってもの凄すごく高位の魔法なんだけど……。キミもすごいんだね。さすがはロウタくんの友達ってことなのかな」

　ナフラがどうというより、ヘカーテがすごいんだと思うぞ。あいつはどこでも転移できるらしいし、時間だって操れる凄腕の魔女だ。

　滅めつ多たに遭遇しないから、いて欲しいときにいないのが玉たまに瑕きずだが。

　なにせ俺はヘカーテが住んでる家すら知らないからな。そのうち突撃お宅の晩ご飯しに行きたい。

「わふわふ（道筋は立ったけど、今日はもう遅いから明日だな。朝飯食ったらエルフ村に集合で）」

「うん、分かった。村にはボクも泊めて貰もらえるらしいから。また明日ね」

「にゃーん（えー？　お夜食はお預けですかー？）」

　ええい、食い意地の張ったやつめ。明日の朝は早いんだぞ一晩くらい我慢できないのか毎晩毎晩お屋敷にタカりに来やがって恥ずかしいやつめ厨ちゆう房ぼうへ行くぞついてこい！

「行くんだ……」

「にゃふー（ロウタさんのそういうノリの良いところが好きですー）」
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　翌朝、おっさんの朝ご飯をたっぷり食べて、お嬢様に朝のご挨拶をしてモフってもらい、それからエルフの村までやって来た。

「にゃーん（ロウタさん遅いですよー）」

「わふわふ（悪い悪い。お嬢様がなかなか放してくれなくて）」

「ちゅーちゅー（まったく、あんな小娘にデレデレしおって……。というか、今日は何をする気なのじゃ？　わし、何も聞いとらんのじゃが？）」

　寝てたのが悪い。お前食ってるとき以外ほぼ寝てるじゃねえか。

「ちゅー（これがわしの昔からの正しい生活習慣なのじゃ）」

　昔からこうなのかよ。滝の洞窟で暮らしてた頃から筋金入りの引きこもニートだったらしい。

「きょ、今日はよろしくお願いします」

　アルスちゃんが頭を下げる。礼儀正しく大変よろしい。

　今日はエルフの服ではなく、洗濯した元の服と鎧よろいを身につけて、いつもの勇者様スタイルだ。背中の鞘さやだけが寂しいことになっているが、そこに収まる剣はこれから作りに行くのだ。

　ヘカーテに改造を受けたナフラは、座標の位置に跳ぶだけじゃなくて、そこから召喚も出来るようになったらしい。

　なので、折れた剣にも座標を付けてもらって、いつでも呼び出せるようにした。

　いちいち持ち運ぶのは面倒くさいからな。座標の記憶数を増やせるようにもなったので、お屋敷のいろんなものに座標をくっつけているらしい。

　おいおい、そんなことしたら盗み放題じゃないか。なんて悪いやつだ。もちろんソーセージやハムにも付けてるんだろうな。

「にゃー（バッチリですー。抜かりなしですよー）」

　よーし、いいぞー。

　心の中でナフラに親指を立てておく。

「にゃーん（忘れ物はないですねー？　行きますよー）」

　ナフラが一鳴きすると、景色が一瞬で切り替わり、そこは大きな門が構えられた城壁の前だった。

「ほ、本当に王都だ……！　こんな距離を空間転移するなんて、どれほどの術式制御をこなせば出来るんだろう……！」

「にゃふー（ナフラは高性能なホムンクルスですのでー。このくらいお茶の子さいさいですねー）」

　やるなぁ。いつも気軽に使っているから実感が湧かないが、空間魔法はそんなに難しい魔法なのか。

「ちゅー（わ、わしだって出来んことはないのじゃぞ！　ただ術式を編むのに時間がかかってじゃな……！）」

　レンが対抗するようにぴょこぴょこと跳ねる。

「わふ（お前いつもそんなこと言ってるよな）」

「ぢゅっ!?（な、なんじゃと!?）」

「わふわふ（俺のビームの時もその気になれば撃てるとか言ってましたけど、本当ですかねー？）」

「ちゅーちゅー！（本当じゃし！　究極破壊魔法は術式をわざと破壊させて、生まれた空白に大量に魔力をぶち込めば発動可能なのじゃ！　発動方向の制御だけしておけばいいのじゃ！　簡単なのじゃ！　……ただその大量の魔力を練るのが問題で……）」

「わふー（ほーん）」

　鼻ほじしながら聞いてみる。

「ちゅー（ナフラはまだ分かるのじゃが、ぬし様は本当に何なのじゃ。魔力の保持量が尋常ではないのじゃ。少なく見積もっても竜族であるわしの数百倍はあるのじゃ）」

　そんなん言われても俺にも分からん。

　俺は犬に転生させて欲しいと願ったはずなのに、気がついたらこのフェンリルボディに転生させられていた。

　魔力とかまったく求めてないんだよなぁ。戦う力なんかいらないから、もっと俺を可愛かわいくしてくれ。

「にゃー（そう言えば、ロウタさんはその姿のままで大丈夫なんですかねー？　わたくしやレン様は猫とネズミで通りますけど、ロウタさんのそのサイズは目を引きそうですよね）」

「わふ（しまった。そこは考えてなかった）」

　変へん化げの術で小型化しているとは言え、今でも充分デカいからな。

　前に王都に来たときより、だいぶデカくなっている。

「わふわふ……（変化の術をかけ直せばいけるかな？　いやでも、この姿になるのも結構時間がかかったから上手くいくだろうか）」

「ああ、それなら大丈夫だと思う」

　アルスちゃんには何か考えがあるのだろうか。

「堂々としていれば良いから、ついてきて」

　そう言うと、アルスちゃんは城壁の門へ歩いて行く。

　門番をしている兵士たちが、アルスちゃんの姿を見て、それからその後ろを歩く俺を見てぎょっとした。

「で、でかい……！　魔物か!?」

「おい、止まれ！」

　持っていた槍やりを俺に向けてくる。

「やあ、王都に入れてもらいたいんだけど、良いかな？」

　アルスちゃんが懐からカードのようなものを出しながら、門番に笑いかけた。

「な、なに……!?」

「冒険者か……。ライセンスを確認させてもらうぞ」

「どうぞ。いくらでも調べてくれ」

　渡されたカードとアルスちゃんを交互に見比べ、門番の顔がさらに驚きよう愕がくに染まる。

「ゆ、〈勇者〉アルステラ……!?」

「ほ、本物……!?」

「もちろん、当人だよ。……もう〈勇者〉じゃないけどね」

　自嘲するアルスちゃんに、門番たちがビシリと敬礼した。

「「し、失礼しました!!」」

「後ろの子たちはボクの、えーと、使い魔なんだ」

「そうでしたか……。〈勇者〉様はソロで活動なさっていると聞いていたので」

「すぐに気づかず申し訳ありません！」

「この子たちも通って良いかな？　ＳＳ級の権限に同行者の身分は問わないって項目が入ってたはずだけど」

「もちろんです！　お通り下さい！」

　アルスちゃんと門番のやりとりを見て、俺たちはぽかんとした。

「ね、上手くいったでしょ？」

　アルスちゃんがいたずらっぽくウインクしてきた。

　道を空けた門番の横を抜けて、俺たちは王都へ足を踏み入れる。

「ボクはこれでも有名人なんだ。注目は浴びるだろうけど、衛兵に捕まることは無いと思うよ」

　有名人すげー。

　言われたとおり、街行く人々は注目してくるが、俺を見ても魔物だと騒いだりしない。アルスちゃんがいるから安全だと思われているんだ。

「ちゅー（まったく人間というのは愚かじゃのう。わしらが本気を出せば、こんな街など半はん刻ときで焼け野原じゃというのに）」

　恐ろしいこと言わないで。

　やりませんからね！　俺たちは無害で可愛い犬猫ネズミです！

「きゃー！　勇者様よー！」

「今日もお綺き麗れいねぇ。そこらの男なんて敵かなわないほど凜り々りしい……。いえ、なんだか可愛らしい感じがするわね」

「可愛らしい勇者様も素敵だわ！」

　アルスちゃん目当てに女性が集まってくる。

「わふわふ！（ここにも、ここにも可愛いのがいますよ！）」

　対抗して俺も愛想を振りまいてみる。

「ひ、ひいっ!?　こっちを見たわよ！」

「ま、魔物なのかしら……？　勇者様が連れているから大丈夫でしょうけど……」

「こ、怖いわ……。今日はサインを頂くのはやめておきましょう」

　女性陣は俺を見た途端、駆け寄ってくるのをやめて距離を取った。

「わ、わふ……（ひ、ひどい……。精一杯の可愛い顔だったのに……）」

「ちゅー（え、今のは威嚇しとったんじゃろ？）」

「にゃふふー！（にゃはは、威嚇ですってー。面白いですー！）」

「わん！（なんにも面白くねーっ！）」

　くそう、お屋敷の人たちは可愛いって言ってくれるんだぞ。

「あ、あはは。ロウタくんのおかげで、今日はスムーズに街を歩けて助かるよ」

　そうですか、良かったですね。俺は心に傷を負ったよ。

「わふ（俺もきゃーきゃー騒がれてモフモフされたい）」

「いや、ボクもモフモフされたりはしてないけど……」

「ちゅー（鍛冶屋に剣を直してもらうんじゃろう？　当てはあるのか？）」

「もう一つ壁を越えたら、中街に着くから。あそこが一番いろんな店があるんだ。きっと鍛冶屋も見つかると思う」

　アルスちゃんを先頭に、俺たちは中街へ向かう。

「わふー（はぁ、午前中だからか、パンの焼ける良い匂いがしてくるなぁ）」

「ちゅー（さっき朝飯食べたばかりじゃろう。さすがにわしは食べられんぞ）」

「にゃー（ロウタさんの胃袋は底なしですねー）」

　おっさんのメシに調教されてしまった俺だが、別に他のものを美味おいしく感じなくなったわけではない。

　それはそれ、これはこれ。美味しいものはいくらでもあっていい。

「じゃあ、ボクがご馳ち走そうするよ」

　アルスちゃんがパン屋の窓から顔を出した店員さんから直接パンを買ってくれた。

　そしてやっぱりキャーキャー騒がれていた。アイドルみたいだなぁ。

「はい、どうぞ」

「わふわふ（わーい、ありがとうアルスちゃん）」

　焼きたてのパンは温かくて柔らかい。パリッとした皮にかぶりつくと、ふかふかとした生地が湯気と共に溢あふれてくる。

「ち、ちゅー（見ていたら腹が減ってきたのじゃ）」

「にゃー（ロウタさん、一口下さいー）」

　お前らさっきと言ってることが違うじゃないか。しょうがない奴やつらめ。

　背中の二匹にパンを近づけると、自分でちぎって食べ始める。

「ちゅー（やはり焼きたてのパンは美味うまいのじゃ）」

「にゃー（お布団みたいにふわふわですねー）」

　パンに舌鼓を打ちつつ歩いていると、また新しい城壁が見えてきた。

「王都は三重の壁に覆われてるんだ。万が一、魔物や他国が攻め込んできても守れるようにね」

　高く分厚い壁は確かにちょっとやそっとじゃ破れそうにない。今くぐろうとしている門だって扉は金属製で何トンあるんだってくらい分厚い。

「ちゅー（まぁ、わしらなら一撃で粉砕できるがな）」

　そういう物騒なことを言うのはやめなさい。

「はは……。本当に連れてきて良かったのかな……」

　レンの言葉にアルスちゃんがドン引きしている。

　大丈夫だから！　問題なんて起こさないから！　俺の目を見て！　このつぶらな瞳を！

「鋭い眼光だね……。子供が見たら泣き出しそう……」

　ひ、ひどい。そこらの野良犬よりよっぽど安全なペットなのに。

「あっ、そんなことより商店街が見えてきたよ！」

　俺の嘆きを流して、アルスちゃんが道の先を指さす。

「わふー（おおー。店がいっぱい並んでる）」

　服屋、家具屋、薬屋、珍しいところだと理髪店などもある。

　下街は肉屋や八百屋などの食料を扱う店が多かったが、こちらは日用品を扱う店が中心のようだ。

　そして、目当ての武具屋も見えてきた。

　鎚つちを打つ音も聞こえてくるから、この店は鍛冶屋が鍛えたものを直接売っているのだろう。ここなら剣を直して貰もらえるかも知れない。

「いらっしゃい！」

　店に入った途端、ふくよかな体形の女性が声をかけてくる。ここの女将おかみさんだろう。

「気に入った武具があったら、声をかけておくれ──って、なんだい魔物かい!?」

　違います。犬です。

　だからその会計台の裏から取り出した斧おのは床に置くんだ。ステイ、ステーイ。

「ごめん、この子はボクの連れなんだ。大目に見て欲しい」

　野郎ぶっ殺してやる、と鼻息を荒くする女将さんに、アルスちゃんが説明する。

　すると、さっきまでの憤ふん怒ぬの形相はどこへやら、女将さんは頰ほおに手を当てて顔をほころばせた。

「あらあら、まぁまぁ。貴方あなたは〈勇者〉アルステラ様じゃあないですか！　こんなみすぼらしい店へようこそ。後ろの魔物は使い魔なんですね。あたしは初めて見ましたよ」

「う、うん。そんなようなものかな」

　アルスちゃんどもらないで。噓うそをつくときはもっと堂々として。

「当店に何か御用ですか？　あいにくと勇者様の聖剣に匹敵するような武器はありませんが、鎧よろいのほうなら軽くて丈夫なものがありますよ」

「いや、今日は武器を直して貰いたくてきたんだ」

「あら、修理ですか。聖剣の修理をさせて貰えるなんて、旦那が飛び上がっちゃいますよ」

「それも違うんだ。ワケあって聖剣はもうないんだ」

「ない？　それはいったいどういうことです？」

「理由は聞かないで欲しい」

　聞かれても答えられないもんね。聖剣が実は魔王軍幹部でしたとか、誰も信じないし信じられたらパニックになる。

「それは構いませんけども。さっきも言いましたが、聖剣の代わりになるような剣はうちにはありませんよ……？」

「うん、だから修理をお願いしにきたんだ。……ロウタくん」

「わっふ（おっけ。ナフラ、出してくれ）」

「にゃーん（はいですー）」

　ナフラが一鳴きすると、会計台に折れた剣がいくつも落ちてくる。

「これはすごい。どれもうちの店じゃとても置けないような名剣じゃないですか」

「だけど全部折れてるんだ。この中から直せそうなものがあったら、修理してもらいたいんだけど……」

「ちょっとお待ちくださいね。あたしは目利きは出来るけど、鍛冶のほうは旦那任せなんですよ。一度聞いてみないと、あんたー！　あんたー！」

　店の奥に声をかけると、大柄な男が出てきた。

　初老だが筋骨たくましく、肌は日に焼けて赤く、鼻に煤すすがついている。

「なんだぁ？　作業中は声かけるなって言ってんだろう」

「お客さんがあんたに用事だよ」

「ああん？」

　旦那さんはのっそりやって来て、置いてある剣に目をやった。

「こいつぁ……」

　剣を持って、折れた部分をじいっと見つめる。

「とんでもねえ折れ方だ。良い剣は折れずに曲がるからな……。よほどの達人が完璧な剣筋で振るって、かつその剣撃を真っ向から弾はじき返せる力がかからない限り、こんな綺麗な折れ方にはならねえ」

　旦那さんすげえ。その推察で間違ってない。さすが職人だ。

「どうかな、直せそうかな？」

　アルスちゃんが不安げに訊たずねると、旦那さんは首を横に振った。

「無理だな。一度折れた剣ってのは、元通りには直せない」

「ちょっとあんた。あの〈勇者〉さまに良いところを見せるチャンスなんだよ。何とかならないのかい？」

「俺は客に噓はつかないタチだ。無理なもんは無理だ。継つぎ接はぎにしたところで、すぐに直したとこから折れちまう。他の鍛冶屋に頼んでも同じだろうぜ」

「そ、そう……」

　アルスちゃんが肩を落とす。

　ゼノビアちゃんの名剣なら、失った聖剣の代わりになると思ったんだけど、一度折れたら直せないのか。

「残った方の刃やいばを短剣に打ち直すくらいなら出来るが、大剣使いのあんたが望む武器にはならんな」

「すみませんねぇ。せっかく来て頂いたのに」

「いや、いいんだ。時間を取らせてすまない」

　肩を落としたまま、アルスちゃんは店を出て行く。

「わ、わふー（お、お邪魔しましたー）」

　俺は慌ててその後を追った。

「ごめんね、せっかくここまで連れてきてもらったのに」

「わふわふ（まだ、直せないって決まったわけじゃないし、焦らず考えようぜー）」

　あてどなく並んで歩いていると、アルスちゃんがぽつりとつぶやいた。

「ゼノビアが使っていた剣なら、きっと勇気が湧いてくると思ったんだ」

　やっぱりアルスちゃんはゼノビアちゃんと離れるのが寂しかったんだろうな。

　最初に旅に出るときもゼノビアちゃんを誘おうとしてたし、俺が剣を持ち出そうとしたときも強くは反対しなかった。

「王都に来てからのボクを見てきただろう？　こうやって〈勇者〉の外面ばかり取り繕って、中身は何も成長してこなかったんだ。聖剣がなくなって、今度こそ立派にやり直そうと思ったけど、ボクには無理だったのかも知れない」

「わふ……（アルスちゃん……）」

「ゼノビアとは仲直りできたけど、ボクは他にも昔の仲間に酷ひどいことをしたんだ」

　その辺の話はゼノビアちゃんに少しだけ教えてもらったことがあったな。

　元々アルスちゃんたちは、四人組のパーティだったんだっけ。

「ボクが無む茶ちやをしたせいで一人は大おお怪け我がをして引退、もう一人は忠告を聞かないボクに嫌気が差して抜けていった。あの頃のボクは分かっていなかったけど、ボクの身勝手な行動で二人の将来まで潰してしまったんだ……」

「わふ……（アルスちゃん……あの……）」

「何が〈勇者〉だ……。ボクなんて、我わが儘ままで臆病で大馬鹿な、ただの偽物だったんだ……！」

「わふ……（アルスちゃん……あの、あのね……）」

「……取り乱してごめん。でも、慰めはいらないよ……。全部事実だ……」

「わふ（いや、そうじゃなくて）」

「え？」

　さっきからずっと、前にいる人が手を振ってますよ。

「え？」

　アルスちゃんが顔を上げた先には、修道服に身を包んだ女性が笑顔で手を振っていた。

「ターニア!?」

　誰？　察するにあの修道女さんのことだろうけど、アルスちゃんの知り合いだろうか。まさか話題に出てた昔の仲間だったりしないよね？

「ターニア！　どうしてここに!?」

　駆け寄ったアルスちゃんに、ターニアという名の修道女さんはにこりと微笑ほほえむ。

「久しぶりですね、アルステラ。三年ぶりになりますかしら」

「あ、ああ。キミが引退してからだと、それくらい経たつね」

　マジで元仲間だった。すごい偶然だ。

　ターニアさんはおっとりした美人さんで、ウェーブのかかった金髪をコイフから少し覗のぞかせている。

　それからこれはとても重要なんだが、質素な修道服に収めきれないほどの豊満なお胸をしていらっしゃった。

「ちゅー（ふん、そんな脂肪の塊の何がいいのじゃ。邪魔なだけじゃろうが）」

「わふー（この素晴らしさはドラゴンのお前には分かるまい）」

「ちゅー（魔ま狼ろう族にも分からんはずじゃろうが！　なんで人族の乳房に興奮しとるんじゃ！　この変態め！）」

　勘違いをするな。俺はいやらしい目で見ているわけじゃない。おっぱいとは尊いものなのだ。おっぱいにはいっぱい夢が詰まってるんだよ。

「にゃー（そんなに好きなら、体を変形させておっぱい出しましょうか？）」

「わふわふ（おっぱいだけあっても怖いからやめて。あとお前の変身はグロ注意だから人前でやらないで）」

　などと騒いでいたら、ターニアさんと目が合った。

「わふわふ！（こんにちは！　僕ロウタ！　無害で無邪気なわんこだよ！）」

　尻尾をブンブン振って可愛かわいさを振りまいておく。

「ええっと……、楽しそうなお友達ですね？」

「あの、ロウタくん。ターニアは僧侶だから、その、魔法が使えるんだ。魔法に適性があると、ロウタくんの声が理解できちゃうんだよ」

「わふぁ!?（はうわ!?　ということは、今の会話ぜんぶ聞かれてた!?）」

　言葉が通じないのがデフォだから油断していた。やばい、出会った瞬間から好感度がマイナスに振り切ってしまった。

「いえいえ、怒っていませんよ。あなたの存在感に恐怖は感じていますが、悪意のある魔物でないことは理解しましたから」

　ふぅ、初対面で失礼かましたことは許されたようだ。

　ターニアさんはアルスちゃんに向き直って、その手を握った。

「思ったより元気そうにしていて良かったです。ゼニスだけではなくゼノビアまでパーティを抜けてしまって、この一年はソロで活動していたんでしょう？」

「う、うん」

「今元気にしているのは、その子たちのおかげなのかしら」

　えへへ、それほどでもあるかな。

　馬鹿をやることにかけては右に出る者はいないと自負しております。

「あの、ターニア……」

　アルスちゃんはターニアさんの右足を見つめている。

「どうしたのですか？　ああ、もしかして足のことを気にしているのですか？　大丈夫ですよ。激しい運動は無理ですけど、駆け足くらいなら出来ますし、日常生活にはまったく不便はないです。今はすぐそこの教会でお世話になっているのですよ。冒険者を辞めても毎日充実しています。だから気にしないで……と言っても無理な顔ですね」

　アルスちゃんの表情は深刻だ。今にも泣きそうな顔をしている。

「ターニア、ボクは……」

「驚きました。本当に昔のあなたとは別人ですね。勇気があって自信満々で、いつも先頭に立ってみんなを引っ張っていた〈勇者〉とは思えない」

「うん……。あれは偽物のボクだったんだ。本当のボクはこんな感じさ」

「偽物？　話がよく分からないですね。何があったのか教えて貰もらえますか。元パーティのよしみで、良いでしょう？」

「う、うん……。信じて貰えそうもない話だけど……」
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　教会の隅の長椅子を借りて、ターニアさんはアルスちゃんの話を聞いていた。

　子供の頃に継承した聖剣のせいで性格が変わったこと、実はその聖剣にじわじわと洗脳されていたこと、最近になって聖剣の正体が分かり、精神支配から解放されたこと。

　しどろもどろなアルスちゃんの言葉を、ターニアさんは優しく相あい槌づちを打ちながら聞き終えた。

「そう、大変だったんですね……。まさかあの聖剣がそんな危ないものだったなんて……」

「ターニア、今更だけど謝らせて欲しい。ボクが無茶なことばかりしていたせいで、キミの将来を奪ってしまった」

「アルステラのせいではありませんよ。聖剣のことは関係なく、私は私の意思であなたについて行ったのです。それより、あなたが呪縛から解放されて良かった。パーティを去った後もずっとあなたのことが心配だったのです」

「だけど、ボクは……」

　涙ぐむアルスちゃんをターニアさんは抱きしめる。

「前のあなたより、今のあなたの方がずっと良いですよ。戦いだけを求める〈勇者〉なんかより、泣いたり笑ったり出来るアルステラの方が素敵です」

「ターニア……」

「お帰りなさい、アルステラ。本当のあなたに会えて良かった」

「ターニア……！　ボクは……！」

　アルスちゃんはターニアさんの胸にすがりついて、わんわん泣いた。

　ターニアさんはそんなアルスちゃんを慈愛の瞳で見つめていた。

「わふわふ（ええ話やなぁ。仲直りできて良かったなぁ、アルスちゃん）」

　俺はもらい泣きした。聖剣の代わりは手に入らなかったけど、こうやって仲間とまた会えただけでも、王都に来た甲か斐いがあったというものだ。

「さて、そうと分かれば、行きましょうか」

　アルスちゃんが泣なき止やんだのを見計らって、ターニアさんが立ち上がった。

「わふ？（え？　これにて一件落着じゃないの？）」

「何も終わってませんよ。さぁ、立ってアルステラ。行きますよ」

「ぐすっ……行くって、どこへ……？」

「剣が欲しいのでしょう？　それなら、うってつけの人がいるのです」
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　聖剣のない勇者、修道女、犬、猫、ネズミ。

　なんだかよく分からない集団となった俺たちは、ターニアさんを先頭に、街中を進んでいく。

「わふわふ（ちょっと潮の匂いがしてきたな）」

　王都は西側が海に面している。俺たちは東側の門から入ったから、結構歩いてきたんだな。

　店が建ち並んでいた商店街も過ぎて、民家の比率が高くなってきた。

　駆け回る子供たちを見守りながら、奥様方が井戸端会議で世間話に花を咲かせている。

「奥さん、聞きました？　王都から監獄島へ送られる途中の罪人たちが脱走したそうですわよ」

「まぁ、怖い……！」

「逃げ出した罪人の中には、街の中に魔物を放って王都を混乱に陥れようとした極悪人も混ざっているとか……。何でも犯人の狙いは、王家の転覆だったそうよ」

「なんて恐ろしいことを考えるのかしら、逃げた先がこの王都じゃなければ良いけれど……」

「子供たちに何かあってからでは遅いですからね……」

　わりとヘビーな話題だった。

　しかし、魔物を街に放って王家転覆を狙う、か。どこかで聞いたような話だな。

　どこだっけ？

「ちゅー（あれじゃろ、あの頭がクルクルの小娘を誑たぶらかしとった男のことじゃろ）」

　あー、いたなぁ、そんなの。結局ぜんぶ失敗して、最後はゼノビアちゃんにぶっ飛ばされて捕まったはずだ。あいつが逃げ出したのか。

「わふわふ（まぁ、俺らには関係がないだろう。そんなたまたま今日一日だけ来た俺たちとまた遭遇するなんて。確率が低すぎてないない）」

「にゃー（ロウタさん風に言うと、フラグが立ったってやつですねー）」

　嫌なこと言うなよ。このあと剣を直したら、お屋敷に帰っておっさんの飯を食ってお嬢様にお風呂入れてもらって寝るだけなんだから。

　余計な仕事が増えたらたまらんぜ。

「着きましたよ」

　ターニアさんに案内されたのは、街の一角にある小さな家だった。

　元はただの民家だったであろう玄関の上に、看板だけが掲げられている。

「ゼニスのアトリエ……？　ゼニス……？」

　アルスちゃんが看板を読み上げている間に、ターニアさんが扉のドアノッカーを叩たたいた。

「ゼニス！　いるのでしょう！　出てきてください！　懐かしい顔が見られますよ！」

　声をかけて少し待つと、階段を下りてくる足音が聞こえてきた。

　そして家主がドアを開けて顔を出す。

「んーだよ、もぉ～。おまえの顔は昨日も見たばっかりだろうが……。こっちは徹夜明け──」

　髪を搔かきむしりながら出てきた女性が目を瞠みはる。

「お、おまえ、まさかアルステラ……!?」

「やっぱり、ゼニスだったのか……」

「今更なんの用だよ。おまえ、ターニアに何したか……」

「その話はもうついているのでやめてくださいね」

　二人の間にターニアさんが割って入る。

「今日のアルステラはお客さんです。ちゃんとお出迎えしてください」

「はぁ？　客ってここが何の店か知って……」

「知ってますよ。私が連れてきたんですから」

「なんで？　わけ分かんないんだけど」

「事情が知りたければ中へ入れてください」

　さぁさぁ、とターニアさんは女性を中へ押し込んでしまう。

「どうぞ、皆さんも入ってください」

「なんでおまえが仕切ってるんだ！　あたしの店だっての！」

　憤る女性をなだめるターニアさんに続いて、俺たちも中に入った。

　家の中は乱雑で、店の中というより普通の家だ。

　何かの設計図や調合書のような紙がそこら中に散らばっている。

「お茶を淹いれますから、皆さんテーブルにかけてください」

　勝手知ったる他人の家とばかりに、ターニアさんはキッチンに立ってポットを火にかける。

「し、失礼します」

「わふーん（俺はカーペットの上に失礼しまーす）」

　失礼するなら帰ってと言わんばかりに、アルスちゃんの対面に座った女性の態度は悪い。

「ちっちっちっちっ！」

　何回舌打ちする気だ。

　苛いら立だちを隠そうともしないその女性の名は、確かゼニス。アルスちゃんの最後の仲間だ。ターニアさんが怪け我がをして抜けた後、ほどなくして彼女もパーティを離脱したはずだ。

「わふ……（しかし、女性っつーか、小娘って感じだな）」

　背も低いし胸もペッタンコのちんちくりんだ。ボサボサの銀髪は適当に三つ編みにしてお下げにしてある。見た目からしてアルスちゃんと同期とは思えない。

　まだ年齢一桁なんじゃないの？

「あたしはハーフエルフなんだよ。パーティじゃ一番年上だったっつーの」

　またしても俺の言葉が分かる人だったらしい。

「ちゅー（この感じ、なにやらこやつには親近感がわくのじゃ）」

　ああ、見た目ロリで中身がババアなところとかそっくりっすわ。

「普通に若いっつーの。つーか、この失礼な犬っころどもはなんなんだよ」

　大きく舌打ちした後、ゼニスちゃんはいたずらを思いついたように表情を三日月笑いに変えて、アルスちゃんに顔を近づける。

「おい、アルステラ。仲間が誰もいなくなって、とうとう動物しか友達がいなくなったのか？　くっくっくっ、犬っころがお友達とは仲間を顧みないおまえに相応ふさわしいぜ！」

　俺を犬呼ばわりするとは、さてはおめー、いいやつだな？

「犬呼ばわりされてるのに、なんでこいつは尻尾を振ってやがるんだ……。おまえ、どう見ても最上位の魔物だろ……？　気配でビリビリくんだよ……」

　いいえ、犬です。犬と呼んでください。

「もぉ～、ほんとワケわかんねぇ……。毒気抜かれる……」

「は、はは……」

「はぁ？」

「ひっ……!?」

　威嚇するように睨にらみつけられて、アルスちゃんは顔を引きつらせる。

「愛想笑いって、おまえ、あたしの知ってるアルステラと違いすぎるだろ。高慢ちきで我わが儘ままで外面だけ良くて魔物殺しが生きがいのあのアルステラとはとても思えない。本当におまえ、アルステラか？」

　ボロクソに言われとる。まぁ、聖剣に操られてる頃のアルスちゃんしか知らなかったら、そうなっても仕方ない。

　アルスちゃんは言い返すことも出来ず、体を縮こまらせるばかりだ。

「皆さん、お茶が入りましたよ。ゼニスはアルステラをいじめない」

「いやだって、こいつがさっきからおかしくて……」

「そのことも含めて私が説明します。アルステラにさせたら、ゼニスがいちいち突っかかるのは目に見えてますから」

「ぐっ。……分かったよ。聞いてやる」

　ターニアさんは俺たちの分までお茶を淹れてくれたようだ。全員にティーカップを配ってテーブルの席に着く。

「わふ（お、この紅茶ジャムが入ってる）」

「にゃふー（良い香りですねー）」

「ちゅー（いつものことじゃが、わしら食ってばっかりじゃのう）」

　これはお茶だからノーカンだ。

「おま、これ、あたしが隠してた桃の花のジャムじゃないか！　やりたい放題だな！」

　ゼニスちゃんが隠してただけあって、ジャムの入った紅茶はとても良い香りがする。桃の甘酸っぱい風味がたまらない。

　ヘカーテもいろんな花のシロップを作ってたし、エルフにはそういう風習でもあるのかな。

　紅茶は美味おいしいけど熱いので、ちびちび舐なめるように飲む。そうしているうちに、ターニアさんの話は終わったようだ。

「なんだよそれ……」

　話を聞き終わったゼニスちゃんは、俯うつむいてわなわなと肩を震わせている。

「なんだよ、それ!!」

　テーブルを叩いて立ち上がった。

「最悪じゃんか！　あたし！」

「ぜ、ゼニス……？」

　困惑するアルスちゃんをゼニスちゃんは見下ろして、その瞳から大粒の涙を溢あふれさせる。

「ごめんよ、アルステラ！　おまえがそんなことになってたなんて、あたしちっとも知らなかったよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　おーいおいおい、とゼニスちゃんは号泣しながらアルスちゃんを抱きしめる。

「別れるときに、人の心が分からないとか、どっちが魔物か分からないとか、酷ひどいことたくさん言ってごめんよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

「い、いや、ボクの方こそ、ゼニスに謝らないと……」

「ぜんぶ聖剣が悪いんじゃんか！　おまえは悪くないよ！」

　見た目がロリなだけに、ゼニスちゃんが泣く様はまるで子供が泣きわめくようだ。

　ターニアさんだけが泣いてないみたいだけど、俺で泣く？　モフモフの胸なら貸すよ？

「あら、ありがとうございます。悲しくなったときはお願いしますね」
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「わふん（予約、受け付けたぜ）」

　俺は心の親指を立ててウインクする。

「ちゅちゅー！（何を当たり前のように口説いとるんじゃぁぁぁっ！　いつも寂しい思いをさせとるわしにこそ貸すべきじゃろうがぁぁぁぁぁっ！）」

　接触してる時間ならおまえが一番長いけどな。常に布団にされてるから。

「……よーし、事情は分かった。あたしがアルステラの剣を作ってやる！」

　涙を腕で拭ったゼニスちゃんが、ふんと鼻を鳴らす。

「わふ？（作るって、ゼニスちゃんって鍛冶屋だったん？）」

　表の看板にはゼニスのアトリエって書いてたらしいけど、金床や炉は見当たらない。

「ターニア、何も説明せずに連れてきただろ？」

「ええ、まずは会わせるのが先だと思いましたから」

「じゃあ、そっからだな。工房は二階だ。ついてきな」

　促されるまま、俺たちはゼニスちゃんの店の二階へ向かう。

「パーティを抜けた後、最初はそのまま隠居するつもりだったんだ。休む暇もなく馬鹿みたいにクエストをこなしまくったおかげで、金だけはたんまりあったからな」

「ご、ごめん。ボクが無む茶ちやをしたから……」

「謝るなよ。おまえのせいじゃないって言ったろ」

　ゼニスちゃんは階段の段差を利用して、アルスちゃんの頭をぐしぐしと撫なでる。

「で、だ。最初はダラダラ暮らしてたんだが……、……暇になってな」

　暇になったんだ？

「働くことにしたんだ」

　働くことにしたんだ!?　すごい！　俺なんてもう一生働く気が起きないよ。毎日好きな時間に寝て起きて、美味おいしいものを好きなだけ食べられる生活だよ？　それを捨てて働くとか理解不能だわ。

「おまえは良い空気吸って生きてんなぁ……」

　おかげさまで。

「皮肉も通じないとは、極まってやがる……」

　ふふ、すごいやろ。

「だぁ～っもぉ～っ！　話が進まねえだろうが！」

　フヒヒ、サーセン。

　ついつい、いつもの癖で茶々を入れちゃうんだよな。普段は言葉が通じないから、余計なこと言っても反応されないし。

「どこまで話したっけ……？　ああ、そうだ。暇だったから働くことにしたんだ。それでこの店を開いたんだよ」

　階段を上りきると、フラスコや薬品が大量に並んだ棚がまず目に入った。

　机には魔法陣が描かれた羊皮紙が置かれ、その上には宝石が規則性を持って並べられている。

「ふふーん、なかなかのものだろう？」

　ゼニスちゃんは壁に掛かっていたマントと魔女帽子をかぶり、使い込まれた杖つえを片手に握る。

「ようこそお客様、錬金術師ゼニスのアトリエへ」

　芝居がかった様子で、ゼニスちゃんはお辞儀をする。

「錬金術師？　冒険者をしてた頃は、攻撃魔法が専門だったゼニスが？」

　確かに、今の格好も錬金術師っていうより、魔法使いだ。

「悪いかよ。やってみて気づいたんだが、あたしは戦いより作る方が向いてたみたいでな。錬金術師を名乗ってる以上、魔法薬の調合なんかもするんだが、あたしの専門は冶金だ」

　冶金ってーと、鉱石を熱したりして中の金属を取り出すことかな。

「お、よく知ってるな」

　へへ、現代知識が初めて役に立った。しかし、この異世界は文明レベルが結構高いから、俺の頭では知識チートは不可能の模様。

「金属を精錬する。字に書く通りの錬金術師ってわけだな。ただし、あたしは火を使わない。魔法で金属を抽出融合し、作ったものに魔力を宿らせることが出来る。形だって自由自在だ。もちろん剣だって作れる。杖と魔法陣があたしの鎚つちと金床ってわけさ」

　そりゃすごい。鍛冶師顔負けじゃないか。

「まぁね。だから鍛冶師どもには良い顔されなくてさ。技術交流してくれるやつもいるんだけど、揉もめ事ごとは起こしたくないんだ。だから商店街には店を出さず、ここでこぢんまりやってるわけさ。元々暇つぶしに始めたことだし、客は少なくてちょうど良い」

　アルスちゃんが今日はその数少ないお客さんってことだな。

「さっき聞いた話じゃ、ゼノビアの剣があるんだろ？　錬金の良い材料になりそうだ。現役時代からあいつの収集癖はひどかったからなぁ。貧乏してるんじゃないか？」

　大丈夫、俺と一緒にお屋敷で養ってもらってるから。

　基本、剣の手入れをするか、剣を素振りするか、剣を俺で試し切りするか、の三択だな。

「そのおまえを切ろうとしたせいで折れた剣を見せてもらおうか」

「にゃんにゃん（はいなはいな）」

　ナフラがふたたび剣を召喚する。

　折れた剣が床に散らばった。

　ゼニスちゃんはそれらを拾い上げて、一本一本検分した。

「ほー、こりゃ見事に名のある剣ばかりそろえてるな。だが、材料がこれだけあればアルステラの大剣に近い大きさのものが作れると思うぜ」

　おお、やったじゃん。ようやく剣が手に入るな。

「う、うん。ありがとうゼニス」

「問題は元が名剣なだけに、どれも鋼に個性があるってことだ。それぞれの特性を調和させて一本の剣に融合させるのは骨が折れそうだ。あたしもここまでの仕事は初めてだからな。ぬか喜びさせないように、失敗する可能性があることも教えておく」

　脅さなくても大丈夫だぜ。そうなったときはゼノビアちゃんを挑発してまたへし折ってくるから。

「ひっでぇやつぅ……」

　ゼニスちゃんは苦笑して、羊皮紙を床に広げた。

　そこには複雑な魔法陣が刻まれている。

「剣はここ、触媒宝珠はここ、魔力溶液は奮発して五番と六番の霊水を使っちまおう」

　ゼニスちゃんは折れた剣と宝石を、円陣を組むように並べ、淡く光る水を大胆に振りかける。

「全員一歩下がってな。出来上がるのはすぐだからよ」

　ゼニスちゃんは右手に握った杖を水平に構え、左手は開いて魔法陣に向ける。

「アグア……エイビス……モラ……」

　俺には意味の分からない呪文をつぶやくと、魔法陣が光を放ち始める。

「デメィヌ……デュロ……アーレ……」

　剣と宝珠が浮かび上がり、球状になった魔力溶液の中で回転しながら形を変えていく。

「カーセ……レクト……スクーロ……」

　よほどの集中力を有するのか、ゼニスちゃんは額に玉のような汗を浮かべて、苦しそうに呪文を詠唱する。

　折れた剣たちは溶けて一つになろうとしているが、なかなか形が一定にならない。金属のスライムみたいに、溶液の中でうようよとたゆたっている。

「ぐっ……！　くそっ……！」

　ゼニスちゃんが膝をついた。

「ゼニス！」

　アルスちゃんたちが慌てて支えようとするが、ゼニスちゃんは目でそれを制止した。

「まだだ、まだ術式は壊れてない。だが、絶対的に魔力が足りてない。この剣どもを打った鍛冶師たちの情念が喧けん嘩かしてやがるんだ。黙らせるには大量の魔力がこもった素材を追加しないと……」

　魔力のこもった素材か……。

「わふ（その素材があれば良いのか？）」

「ああ！　だけど、そこまでの魔力を持った素材なんかまずないぞ。さっき使った魔力溶液も一番良いやつなんだ！　術式ももうそれほど持たない！　すまん、アルステラ！　失敗しそうだ！」

　ゼニスちゃんが悔しそうに顔をゆがめる。

「わふわふ！（待った待った！　諦めるにはまだ早いぞ！）」

　要は魔力のこもった素材があれば良いんだろ？

「わん！（ナフラ！）」

「に、にゃふ!?（は、はい!?）」

「わんわん（おまえお屋敷に座標アンカーを付けまくったって言ってたよな！）」

「にゃふにゃふ（はい、確かに付けましたよ）」

「わんわん！（じゃあ、屋敷からブラシを一つ取ってきてくれ！）」

「にゃふー！（はいですー！）」

　ナフラが鳴くと、空からブラシが落ちてくる。ちょうど良いことに俺がいつも使っているやつだ。

「わふ！（アルスちゃん！　今から俺の言うとおりにするんだ！）」

「は、はい！」

　俺はアルスちゃんにブラシを渡して、床に横たわった。

　行動を理解できない女性陣が目を点にする。

　俺は気にせず一ひと吠ほえした。

「わん！（さぁ、どうぞ！）」

「え、えぇ!?」

「わんわん！（思う存分ブラッシングを！　どうぞ！）」

　俺はカパァっと後ろ足を開いて、アルスちゃんを誘った。

「何やってんだ、おまえは!?　この非常時にふざけるなよ！」

　ゼニスちゃんがこめかみを筋立たせて怒鳴る。

「わんわん！（俺はまったくふざけてなどいない！）」

　良いから言うとおりにするんだ、アルスちゃん。

「え、えっと、これでいいのかな」

　アルスちゃんは言われるがまま、俺の体をブラッシングする。

「わふわふ！（ええぞええぞ！　もっと速く！　もっと激しく！）」

　俺はブラッシングの心地よさに息を荒らげながら、アルスちゃんを鼓舞した。

「……いや、本当に何やってんだおまえ？」

　冷めた目を向けてくるゼニスちゃんを無視して、俺は成果を確認した。

　よし、これだけブラッシングすれば充分だろう。

「わふ！（ふはは！　我に秘策ありよ！）」

　俺は別に体が痒かゆくなったからブラッシングを所望したわけではない。

　あるものが必要だったからだ。

　ブラッシングをすれば、当然ブラシに付くものがある。俺の抜け毛だ。

「わんわん！（レンも言ってたけど、俺の体には魔力が大量にあるんだろ？　だったら、その俺から抜けた毛は良い素材になるんじゃないか？）」

「な……!?　いや、確かに魔力を感じる。迷っていてもどのみち失敗か……。駄目元だ！　やってみろ！」

「う、うん！」

　アルスちゃんがブラシから俺の毛を外して、剣がたゆたう水球に放り投げた。

　白銀の毛は水球に吸い込まれていき、その瞬間凄すさまじい光がはじける。

「わふぁっ！（うおっ、まぶしっ！）」

　荒々しい風が吹き荒れて、紙が舞い、フラスコが割れる。

　水球は静電気を纏まとい、回転を速めていく。

「なんって魔力量だっ……！　だが、これなら……！」

　白く霞かすんだ視界の先でゼニスちゃんが不敵な笑みを浮かべるのが見えた。

　そして、光と風が収まり──

「成功だ……！」

　床に一本の大剣が突き立っていた。

　形はアルスちゃんが使っていた聖剣に近いが、刃やいばは白というより濃い銀色で、まだらの刃文が美しかった。

「わふわふ（手に取ってみなよ、アルスちゃん）」

　頭でアルスちゃんの背中を押してやる。

　アルスちゃんはおそるおそる銀の剣に触れ、その柄つかを握った。

「これが……ボクの新しい剣……」

　引き抜いた大剣はしっかりとした重さを持ちながら、体の一部のようにアルスちゃんの手に収まった。

「ゼノビアと、ロウタくんの力を感じる……。すごいよ、この剣……！」

「わふわふ！（ふはは！　せやろ！　聖剣なんぞよりずっとすごいやろ！）」

「おい、その剣を作ったのはあたしだぞ。……成功したのはおまえの毛のおかげだけどさ」

　ゼニスちゃんお疲れ！　おかげでアルスちゃんが剣を取り戻せたよ。

「あー、つっかれたぁ……。あたし、腹減ったよ。昼飯食いに行こうぜ。昨日から何にも食べてないの思い出した」

「じゃ、じゃあ、ボクにご馳ち走そうさせて！」

　アルスちゃんが大剣を鞘さやに収めて手を上げる。

「お、いいねー」

　いいっすねー。

「でしたら、ここからすぐ近くの海沿いのレストランに行きませんか。最近新しいシェフが入ったらしくてすごく評判が良いんですよ。お昼時には少し早いですし、今なら空すいていると思います」

　そいつは行くっきゃない。

　俺たちはアトリエを出て、ゼニスちゃんが鍵をかけたのを確認して出発する。

「おすすめの店とやらは美味うまいんだろうなぁ？　期待しちまうぜぇ？」

「私も行くのは初めてですから、なんとも言えませんね。でも、今のゼニスなら何でも美味おいしいと感じるんじゃないですか？」

「違いねえ！　あー、腹減った！　アルスも早く来いよ！」

「う、うん！　ちょっとだけ先に行ってて！」

　アルスちゃんはそう言うと、歩くスピードを遅くして俺に並んだ。

「ロウタくん、今日はありがとう」

「わふ？（え？　どしたん、いきなり？）」

「ロウタくんが連れてきてくれなかったら、きっと二人と仲直りするどころか、会うこともなかったと思う。剣が出来たのも二人と仲直りできたのも、全部ロウタくんたちのおかげだよ。みんな、ありがとう」

「わっふわっふ（どういたしましてなんだぜ）」

「ちゅー（……まぁ、わしはなんもしとらんがな）」

「にゃんにゃん（レン様の一言でロウタさんが抜け毛を使うことを思いついたんだから、ちゃんと貢献してますとも）」

　そうそう、あの一言がなかったら、本当に寝てるだけの役立たずだったからな。よくやったぞ。

「ちゅー！（褒められとる気がせんのじゃー！）」

　怒るレンがナフラを前足でペチペチする。

「にゃーん！（ナフラはちゃんと褒めましたのにー。理不尽ですー！）」

　アルスちゃんは騒ぐ俺たちを眺めて微笑ほほえんで、それから背中の剣を握る。

「……この剣があれば、ボクは、きっと……」
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「わふー!!（うおー！　めっちゃうめえええええっ!!）」

　おっさんのメシにも負けてないぞこれ！

　お店の雰囲気も明るくて良いし、使い魔ってことにしたら俺たちも中に入って一緒に食事させて貰もらえるところも良い。

　厨ちゆう房ぼうがお客さんから見えるようになっていて、オープンな造りになってるのも好感が持てる。

　料理を作っているところを見ていると、シェフの人と目が合った。

　微笑んで会釈される。あれ？　どこかで会ったっけ？　見た覚えがない顔だし、俺の気のせいだろう。

　シェフの人も俺に用があるわけではないのか、フライパンを握る手に視線を戻した。

　それにしても美味い。レンとナフラも一心不乱に食べている。

　海がすぐそばにあるからか、新鮮な海鮮をメインにした料理はボリュームもあって最高だ。

　イワシのフライに、エビのニンニク炒いため。タコのマリネに、牡か蠣きのアヒージョ。極めつけに、魚介がこれでもかと詰め込まれたパエリア。

　色とりどりのメニューが次々とテーブルに載せられていく。

「うめー！　こりゃターニアが言うだけあるわ！」

「どれも美味しいですねぇ」

　二人とも元冒険者だからかよく食べる。空になった皿が積み上げられ、細い体に次々と料理が消えていく。

　ぬおお、俺も負けてられんっ。

「うん、すごく美味しいね……。味が分かることが、こんなに幸せなことだったなんて……」

　アルスちゃんがしみじみと言う。

　聖剣に操られてた頃は飯の味も分からないし、そのことを不思議に思うことすらなかったんだよな。

　失っていた味覚を取り戻すように、一口一口を嚙かみしめながら味わっている。

「本当に良かったなぁ……ずびっ……」

「これからは連絡をちゃんと取り合いましょう。私たちはもう同じパーティではないですけど、今でも仲間で、友達です」

「うん……。ありがとう、二人とも。ボク頑張るよ」

　涙ぐむゼニスちゃんと、優しく微笑むターニアさん。アルスちゃんは二人に努力を誓う。

「頑張るよ……頑張るんだ……」

　でも、その目にあまり元気が無いように思うのは俺の気のせいだろうか。




　　　　†　†　†




「あー、食った食った。一日ぶりの飯がこんな良いものになるとはな。アルステラとは仲直りできるし、良いことだらけだぜ」

「まだ時間があるなら、少し港の方を散歩しませんか。あの辺りは潮風が気持ちいいのですよ」

「あたしは問題なし。店は趣味みたいなもんだし」

「ボクも大丈夫。ギルドにはまた顔を出さないといけないけど」

「わふわふ（俺らも、よゆー）」

　ペットには予定はあってないようなものだからな。おっさんの昼飯が温かいうちに帰りたくはあるが。

「ちゅー（まだ食う気か……。健けん啖たん家かにも程があるのじゃ……）」

「にゃふ……（さすがのナフラめももう入りませーん……。ロウタさんの胃袋は底なしすぎですー……）」

　腹をまん丸に膨らませた二匹を乗せて歩き続けると、海が見えてきた。

　堤防となる高い壁の下は、荷下ろしのための港になっているみたいだ。

　大きな船に桟さん橋ばしが架けられ、沢山の木箱が上げ下ろしされている。

　上半身裸のたくましい男たちが、肩に当て布を載せて木箱を担ぎ、船と港を往復していた。

「わふー（お仕事ご苦労様ですー）」

　労働とは無縁のペットたる俺は、吞のん気きに彼らの姿を見守るばかりだ。

　日に肌を赤く焼けさせながら汗だくになって働く荷役の声が、潮風に乗って聞こえてくる。

「なぁ、あの荷物まだはけないのか？　もう何日も置きっぱなしだろ？」

「しょうがないだろ。引き取り日が未定になってるんだし。倉庫にしまっておこうにもあの大きさじゃなぁ」

「船から運び出すのに浮遊魔法の使い手をギルドから借りたくらいの重量物だぜ。いったい何が入ってるのやら」

「危ない品じゃねぇだろうなぁ？　いきなり爆発なんてことになったら洒落しやれにならんぜ」

「しがない荷運びの俺らが心配するこっちゃねぇなぁ。ほら、昼飯前にこの船の荷だけでも降ろしちまおうぜ」

「「「うぇ～い」」」

　どうやら港のど真ん中に置かれた荷物が邪魔になっているらしい。

　確かにあの大きな木箱のせいで、荷役たちは迂う回かいせざるを得なくなっている。

　女三人衆は堤防のへりに座って、昔話に花を咲かせているようだ。

　食べたら眠くなってきた。俺も少し昼寝と洒落込もうかな。

「くぁぁぁぁぁっふ……」

　大きくあくびをして、へりに寝そべる。

　前足を枕にして、荷運びの光景を見物しながらうとうとしていると、一人おかしな動きをしている人物を見つけた。

「わふ？（なんだあれ？）」

　小柄で初老の男だ。赤と白の横よこ縞じまの服を着て、周りの人間から隠れるようにして港を移動している。

　男の目的地は、どうやらさっき荷役たちが話していた大きな木箱のようだ。

「わふー（あいつ、どこかで見たことがあるような……）」

　頼りない記憶の糸をたどっているとレンが頭の上でつぶやいた。

「ちゅー（なんじゃ、あやつ、魔物たちを街に解き放とうとしていた悪党ではないか。王家を転覆させるとかどうとか。ほれ、街でも女どもが話しておったじゃろう）」

「わふー！（あ、ああー！　あいつか！）」

　ドリ子様に魔物を珍しい動物と偽って売りつけ、隷属の首輪を暴走させて街を混乱に陥れようとしていた張本人だ。

　ゼノビアちゃんにぶっ飛ばされて、監獄島送りになったはずが脱走したというのは聞いたが、なんでこんなところに。

「にゃー？（あの木箱が怪しいですねぇ。止めた方が良いのでは？）」

　アルスちゃんたちは事情を知らないし、説明している間に逃げられたら困る。

「わふん……（こういうのは俺のやることじゃないと思うんだけどなぁ……）」

　かといって放っておくわけにもいくまい。

　俺は堤防から飛び降りた。

　フェンリルボディはこの程度の高さなどどうということもない。危なげなく着地して、木箱に向かって駆け抜ける。

「わんわん！（はいはい！　ごめんなさいよー！）」

　俺の姿を見た荷役たちがぎょっとする。

「うわっ!?　な、なんだ!?」

　犬です。

「魔物か!?」

　犬です。

「衛兵を呼べー！　いや、冒険者だ！　ギルドに連絡しろーっ！　魔物が出たぞーっ!!」

　犬です！　犬でーす！

　荷役の人たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　先んじて避難させられたから良かったと思う。怖がられたって泣かない。ぐすん。

　木箱の中に入っているのがまた大量の魔物だったりしたら、大変なことになるからな。

「ちゅー（心配せんでも、ぬし様が一ひと吠ほえすれば、みな平伏じゃろ）」

「にゃーん（魔ま狼ろう王おう様には誰も敵かないませんからねー）」

　二匹の信頼が厚い。俺がいればどうとでもなると本気で信じている声だ。

　そんな信頼いらねー。俺はむしろ守ってもらいたい派なのに、どうしてこういつもトラブルに巻き込まれるのか。

　目標の木箱が近づいてきた。男もすぐそこだ。

「なっ!?　貴様、あの時の!?　何な故ぜここに!?」

　俺も知りたいわ。どんな確率だよ。運が悪いってレベルじゃないなあんた。

　降参するなら痛い目見ずに済むぞ。今の騒ぎでアルスちゃんたちも気がつく頃だからな。

　三人で囲んでボコボコにしちゃうぞ。俺はそれを横で見てる。

「くっ！　だが私の方が早い！」

　男が木箱の陰に飛び込んだ。

「わん！（隠れても無駄だぞ！）」

　追いかけた俺は、木箱の裏側を見るが、姿がない。

「わふっ!?（あれ!?　どこ行った!?）」

『くそっ、邪魔が入った！　すでに計画が狂っている上にまた邪魔が入るだと……。私は呪われているのか！』

　声はすれども姿は見えず。このでかい木箱の中に入ったのか？

　無駄に良い俺の耳が、こもった男の声だけを伝えてくる。

『本来ならば、魔物の暴走で王家への不信を募らせ、そこをゴーレム部隊で畳みかけて王家を転覆させるはずが……。先の失敗で作戦の成功率はかなり低くなってしまった……』

　今ゴーレムって聞こえたんだけど、ゴーレムってあのゴーレム？　土で出来た巨人で、力を溜ためたり瞑めい想そうが得意なあのゴーレムだろうか。

『だが、私にはもう後がない。どんな犠牲を払ってでも王家転覆は成し遂げねばならん。幸いにもゴーレムを操る人員は確保できた。暴れ回るだけなら頭の悪い罪人どもにもできる。混乱を起こし、その間に私は王城へ向かい、王家の人間を皆殺しにしてやる』

　めちゃくちゃ物騒なことを考えてる。

『目覚めよ、ゴーレム！　次世代の魔導兵器の力を見せてみろ！』

　ゴウンゴウンと何かがうなるような音が聞こえたと思ったら、木箱が爆散した。

「わ、わふう!?（な、なんだこれぇ!?）」

　金属の肌を持った巨人が木箱の中から現れた。

　太い手足に丸い頭。ずんぐりむっくりの姿は、ゴーレムというより、アッガイだ。水中行動とか出来そう。

　ガラス張りの丸い頭にさっきの男が乗っているのが見えた。

『くくくっ！　このゴーレムは軍用の魔導兵器。戦闘実証実験では、異名を持つほどの高位の魔物でさえ倒している！　貴様がいかに強力な魔物だろうが、相手にならんわ！』

　関節から蒸気を噴きながら、ゴーレムが足を上げる。

「わふっ！（あぶねっ！）」

　踏み潰されそうなところを飛とび退のいて避よけた。

　動きはあまり速くないみたいだが、重くて硬そうだ。こんなのが街中で暴れたら大パニックだ。

　ビームで片を付けても良いが、まだ港には人がいる。避難を待たないと撃てないな。

「やめろっ！」

　鋭く男を制止したのは、アルスちゃんの声だ。

「話は聞いたぞ！　おまえのしようとしていることは国家への反逆だ！」

　出来たばかりの大剣を引き抜いて切っ先をゴーレムに突きつけ、木箱の山の上でマントをなびかせている。

「わふーっ！（きゃーっ！　アルスちゃん、めっちゃ格かつ好こ良いーっ!!）」

『その格好……。まさかＳＳ級冒険者の〈勇者〉アルステラか!?　何故こんなところに!?　どうなっている!?　なぜ私がことを起こそうとするたびに邪魔が入るのだ!?』

　普段の行いの悪さが返ってきてるんじゃないですかね。

　剣を取り戻したアルスちゃんは無敵だぜ。ずんばらりんと切り捨てられると良い。

「わふー（今回は楽勝だったなー。俺もう戦わなくて良さそう）」

　巨大ロボとヒーローの戦いを観戦する子供の気分で、俺は展開を見守る。

『ええい、邪魔をするなら貴様も潰すまでだ！』

　ゴーレムが腕を後ろに引き、地面ごとひっくり返すように下からアルスちゃんを殴りつける。

　そんなのろい攻撃で、アルスちゃんを仕留められると思ったら大間違いだぜ。

　華麗に避けて鮮やかにゴーレムを切り捨てる、ことが出来ずにアルスちゃんは吹き飛ばされた。

「きゃあっ!!」

　ちょっ!?　アルスちゃん!?

　当たる瞬間大剣でガードしてたけど、アルスちゃんはボールのように弾はじかれて、港の高い塀の先まで飛んでいった。

「アルステラ!?」

「大丈夫ですか!?　いま回復魔法を！」

　塀のところにいたゼニスちゃんたちがアルスちゃんに駆け寄る。

『く、くく、なんだ、大したことがないではないか。ＳＳ級冒険者は千騎の兵に匹敵するという噂うわさは尾ヒレが付いただけのようだな』

「く、うぅ……」

「わんわん！（アルスちゃん、大丈夫か！）」

　目立った怪け我がはないようだが、いったいどうしたんだろう。避けられない攻撃じゃなかったはずだ。

「アルステラ、立てるか!?　立て直さないと次の攻撃がくるぞ！」

「…………」

　木箱の残骸に埋もれたまま、アルスちゃんは立ち上がろうとしない。

「アルステラ……？」

「こ、怖い……」

　アルスちゃんが絞り出すようにうめいた。

「怖い……。怖いよ……。戦うことが怖い……」

　アルスちゃんは震えていた。

「新しい剣を手に入れて勇者のふりをしても同じだった……。体が震えて、頭が真っ白になって、何もできなくなる……怖いよぅ……」

　初めて見るアルスちゃんの弱った姿に、二人は何も言えなくなってしまった。

『ふん、何が勇者だ。ただの臆病者ではないか。やる気がないならそこでうずくまっていろ』

　ゴーレムに乗った男は、アルスちゃんが脅威ではないと悟り、無視して港を去ることにしたようだ。

　ゴーレムが向かうのは、さっき言っていた王城だろう。ここから北上すれば高い城が見える。かなり遠いが、ゴーレムの歩幅ならすぐだ。

　港と街を隔てる高い塀もゴーレムにとっては段差程度でしかない。

　このまま行かせれば、家屋は破壊され、王都に多大な被害が出るだろう。

　恐怖に震えるアルスちゃんを放って、ゴーレムは前進を開始する。

「ちょっと待てよ！」

　そのゴーレムの前に立ちはだかったのは、肩を怒らせるゼニスちゃんだ。

『なんだ、まだ小虫がいたのか。私は急いでいるのだがね』

「はいそうですか、って通すわけないだろ！　あたしの仲間を怪我させといて、ただで済むと思うなよ！　あたしだって元ＳＳ級冒険者だ！　ゴーレムごときあたしの爆熱魔法で消し飛ばして──」

「ちょっとゼニス！　杖つえ！　杖！　あなた杖を持ってません！　店に置いてきちゃったでしょう！」

「あ……」

　ゼニスちゃんは空の手を見つめて、ゴーレムを見上げて、顔面蒼そう白はくになった。

『話は終わりかな？　では染みになりたまえ』

　ゴーレムが足を上げる。ゼニスちゃんの顔に濃い影が差した。

「ま……待て……！」

　アルスちゃんがかすれた声を張り上げた。

『待たない。そこで仲間が踏み潰されるのを見ていたまえ』

　金属の重量を乗せて、ゴーレムの足がゼニスちゃんを踏み潰す。

「ゼニス！」

　ターニアさんが悲鳴を上げる。

「わっふ！（やっべ！）」

　ゼニスちゃんを助けるべく、俺は走り出して、それより速く動く影を見た。

　衝撃音。ゴーレムの足が、重い金属音を立てて止まる。

「ぜ、ゼニスに、て、手を出すな……」

　巨大なゴーレムの足をアルスちゃんが受け止めていた。

　震える手で、震える足で、ゴーレムの重量に耐えている。

「ゼニスは仲間なんだ……大切なんだ……。だから、助けるんだ……。怖くても……辛つらくても……。助けるんだ……」

『ふはは！　そんな情けない様で、何を言っている！　もろともに死ねい！』

　ゴーレムが足を引き、代わりに両腕を振り回し、アルスちゃんたちを殴りつける。

　何度も重い衝撃と火花が散り、大剣で攻撃をはじくアルスちゃんが苦く悶もんに顔をゆがめた。

「アルステラ！　もういい！　逃げろ！」

　猛攻の中、ゼニスちゃんはその場から動くことが出来ない。一歩でもアルスちゃんの背から出れば、またたく間に鋼鉄の嵐に飲み込まれてバラバラになってしまうだろう。

「いや、だ……！　逃げ、ない……！」

「アルステラ……」

「ボクは勇者じゃなかった……！　ただの愚かな子供だった……！　みんなを傷つけて、たくさん迷惑をかけて……！　だけど、もう仲間を失いたくないっ……！」

　膝はガクガクと震え、顔は涙と鼻水でぐしゃぐしゃだ。

　だけど、アルスちゃんは退どかなかった。仲間を守るために、どれほど怖くても立ち上がった。

「来い！　ただのアルステラが、おまえを倒してやる！」

　構える剣もふらふらで、涙を拭う余裕もなくて、それでもアルスちゃんは咆ほえた。

　まさしくそれは勇気ある者の姿だった。

『小こ癪しやくな！　潰れて死ねい！』

　ゴーレムは両腕を組んで、真上から叩たたきつける。

「よく言った」

　その声は、ゴーレムより高い位置から聞こえた。

「ただのアルステラの言葉、胸に響いたぞ」

　赤い髪をなびかせて、黒い大剣を振りかぶった女剣士が降ってくる。

「わふっ!?（ゼノビアちゃん!?　なんでここに!?）」

　ゼノビアちゃんの一いつ閃せんがゴーレムの両腕を切り落とす。

『な、なんだとぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?　大砲の弾すらはじくアダマン鋼の装甲がぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?』

　呆ぼう然ぜんとしているアルスちゃんの前に着地したゼノビアちゃんは、ゴーレムに向き直り、事情も説明せずに短く告げた。

「合わせろ、アルステラ！」

「──っ！　うんっ！」

　それだけで、言葉の意図を理解したのか、アルスちゃんが剣を構える。

「「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」」

　二人は同時に駆け、黒と白の大剣が斬撃を放つ。

　剣閃は斜め十字の軌跡を描き、二人はゴーレムの背後へと走り抜けた。

　アルスちゃんが剣を鞘さやに収め、ゼノビアちゃんが剣の汚れを振り払う。

　そして一瞬の沈黙の後、ゴーレムの胴体に切れ目が走り、四つに分割された体が音を立てて崩れ落ちた。

「わ、わふーん……（み、見せ場とられたー……）」

　ちゃんとビームで援護する予定だったんだぜ。良いところ全部持って行かれたけど。

「ば、馬鹿な……私の計画が……！」

　男が煙を上げる座席から転がり落ちる。

「いいや、まだだ……！　まだ終わっていない……！」

「しぶといなこいつ！」

　ゼニスちゃんがゲシゲシと足蹴にするが、男は無視して港に向かって叫んだ。

「罪人ども！　そのゴーレムはくれてやる！　好きに暴れるが良い！」

　男の叫びに呼応するように、港に置かれた木箱が次々と破壊され、中から同型のゴーレムが姿を現した。

「あれ一体だけじゃなかったのか……！」

「く、あの数は不味まずいな……」

「くくく！　止められるものなら止めてみるが良い！　ゴーレムに乗っているのは凶悪犯ばかりだ。奴やつらは四方に散って略奪と破壊を繰り広げるだろう。たった二人で手が足りるかな!?」

「貴様ぁっ……！」

「ははははははははははは！」

　悔しそうにする二人を見て、男は勝ち誇ったように笑う。

　一方俺は安あん堵どしていた。

「わふー（あ、ラッキー。無駄撃ちせずに済んだぞ）」

　俺の口には行き場を失っていたビームが発射を待っている。

「わんわん！（では本邦初公開。新必殺技見せまーす！）」

　俺は溜めたビームを小刻みに放った。

「ガルガルガルガルガルガルガルガルガルォォォン!!（ビームの威力絞って連発すれば、いっぱい撃てるんじゃねビィィィィィィィィィィム!!）」

　短いビームは斜め下からゴーレムたちの胸を貫き、空の彼方かなたへ飛んでいく。

　起き上がったゴーレムの大軍は、何も出来ずに沈黙した。

「わふわふ（よしよし、デカい敵だったから、角度的に街に被害が出ずに済んだな）」

「──は？　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　心臓部を失ったゴーレムが次々と膝をつく様子を見て、男はわけも分からず絶叫した。

「やかましい」

　またもやゼノビアちゃんにぶん殴られ、男が気絶する。

「やれやれ、私たちの活躍が馬鹿らしくなるほどの破壊力だな。だが、また助けられたな。礼を言うぞ、ロウタ」

「わふん（どういたしまして）」

「これだけの騒ぎだ。ほどなく衛兵も来るだろう」

　ゼノビアちゃんが俺の頭を撫なでながら言う。

　撫でてくれるのは良いんだけど、どうしてここに？　あと、なんで空から降ってきたの？

「私も暇じゃないんだけどぉ。ロウタくんばかり褒められてずるいわぁ」

　杖に乗ってゆっくりと空から下りてきたのは、ヘカーテだ。

「はっ！　もちろんヘカーテ殿の助力あってのことです！」

「じゃあ私の頭も撫でてくれるのかしらぁ？」

「そっ、それは恐れ多いので……」

　ゼノビアちゃんが空から降ってきたのは、ヘカーテの空間転移で跳んできたからか。

「……昨晩、アルステラを見た気がしてな。しかも今朝からお前も見当たらない。何やら良くないことが起きているのではないかと勘が働いてな。ちょうどヘカーテ殿がお嬢様の診察に来ていたから、何か知らないか聞いてみたのだ」

「うちの駄猫が久しぶりに食べ物以外の景色を送ってきたのよねぇ。急いで転移したから、ちょっと位置がずれちゃったわぁ」

　ああ、そうか。ナフラとヘカーテは繫つながってるから、何が起こってるのか知っているんだ。それでここまでゼノビアちゃんを送り届けてくれたってワケか。

　それにしてもタイミングがバッチリすぎるでしょ。

　空から飛び降りながら大剣で一刀両断とか。めちゃくちゃ格かつ好こ良い登場の仕方だったぜ。くそう、ゼノビアちゃんのくせに生意気な。

　ていうか、その黒い大剣、前の戦いの時に粉々になってなかったっけ。

「なんだ、剣が気になるのか？　この剣は折れてもしばし放っておけば勝手に直るのだ。さすがは我が祖ゲオルグから千年受け継がれる家宝なだけはある」

　なにそれ怖い。ゼノビアちゃんの剣の方が聖剣よりよっぽど怪しい魔剣なんだけど。

「「「ゼノビアーっ！」」」

　アルスちゃんたちがやって来た。三人ともたいした怪け我がはないようだ。

「ゼノビア、助けてくれてありがとう。君が来てくれなかったらボクらは助からなかったかも知れない」

「何を言っている。お前が守ったからみんな無事に済んだんだ。よくやったな」

　アルスちゃんの肩をゼノビアちゃんが叩く。

「まったくだ。勇者にこだわってた頃より、今のおまえの方がよっぽど良いぜ。つーか、おまえひっでえ顔してるなぁ。カピカピになってるぞ」

　肩に肘を置いて寄りかかったゼニスちゃんが、アルスちゃんの顔を見て吹き出した。

「えっ、そうかな？」

「拭いてあげますからじっとしていて下さい」

　袖で拭おうとするアルスちゃんをターニアさんが止める。

「返り血以外であなたを拭うなんて初めてですね。こんなことを出来る日が来て良かった。それから、四人がまた揃そろったことが何より嬉うれしいです」

　パーティは解散して、全員が別々の道に進んだけど、誰もお互いを忘れていなかった。

　きっとすれ違う前の四人はこんな感じだったんだろう。

　時を経て、四人はまたあの時の絆きずなを取り戻したのだ。

「なぁなぁ、久しぶりに四人揃ったんだ。今から吞のみに行かないか？　どうせ明日になったら事情聴取に出頭しなきゃならないしよ。それまで暇だろ？」

「ふむ、まぁいいだろう」

「よっし、昼から開いてる店知ってるんだ。お前らも行くぞ！　アルステラの復帰祝いに、ゼノビアが奢おごってくれるってよ！」

「割り勘だ。割り勘以外認めん。一桁単位から公正に分けるぞ。最近の私は金欠なのだ」

「……また新しい剣を買ったのかよ」

「ゼノビアは相変わらずですねぇ」

「そうだ、ロウタくんたちも一緒に──あれ？　ロウタくん……？」

　アルスちゃんが振り返った先に俺はいない。

「良かったの？　挨拶くらいしていっても、罰ばちは当たらないと思うけどぉ？」

　空中へ俺を運んだヘカーテが訊たずねてくる。

「わふっ（あの空気を邪魔するのは野や暮ぼってもんだろ。またいつでも会えるだろうしな。あと、俺には大事な使命が待っているのだ）」

「あら？　それってなにかしらぁ？」

　いらずらっぽく笑うヘカーテに断言する。

「わん！（おっさんの昼飯！　今から戻ればまだ温かいのが食える！）」

「ちゅー（メシ以外に考えることはないのか……）」

「にゃーん（ロウタさんは本当にロウタさんですねー）」

　どうせお前らも一緒に食うんだろうが。分けてやんねぇぞ。

「それじゃあ帰るわよぉ」

　ヘカーテが空間魔法を発動し、白く視界が染まっていく。

　見下ろした先には、楽しそうに歩くアルスちゃんたちの姿があった。

「わん！（お疲れアルスちゃん！　もう大丈夫だな！）」

　俺の一ひと吠ほえにアルスちゃんが空を見上げる。

　最後に目が合った一瞬、アルスちゃんは応えるように微笑ほほえんだ。
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「エリザちゃん、明日帰っちゃうんですか!?」

「わふっ!?（えっ!?　そうなん!?）」

　夜、二人と一匹でベッドに入ったとき、ドリ子様が突然帰りを告げてきた。

「ええ、ガンドルフ様にはすでに帰る時期は伝えてありましたの。明日の朝、飛空船を用意してくださるそうですわ」

　明日の朝って、ずいぶん急だな。

　お別れパーティ的なのやらないの？　せっかくのご馳ち走そうチャンスががが。

「いやですぅ！　エリザちゃんはうちの子になるんですぅ！」

　お嬢様が俺の体を乗り越えてドリ子様に抱きついた。頭をぐりぐりと頰ほおに押しつける。

「こうなるのが分かっていたから、今まで言わなかったのですわ。あなたが王都旅行から帰るとき、わたくしもまったく同じ状態になりましたもの」

　確かに旅行から帰るときのドリ子様の号泣っぷりはすごかった。しかし今はこの余裕、人間成長するものである。

「冬期休暇もまた来ますから、すぐですわよ」

「……はい」

　ぐりぐりしていた動きを止めて、お嬢様は顔を上げる。

「じゃあせめて、夜更かししてお話ししましょう！　今晩は寝かせないのです！」

　さすがお嬢様、立ち直りが早い。

「ふふっ、はいはい」

　二人は寄り添って、夜遅くまで思い出話に花を咲かせるのだった。
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　寝かせないのですと鼻息を荒くしていたお嬢様が、真っ先に寝落ちした。

　お嬢様の寝顔はいつ見ても可愛かわいいなぁ。自分の髪をモグモグしてるところもかわヨかわヨ。

「わたくしも寝ませんと。ロウタ、灯あかりを消しますわよ」

　ドリ子様が鉱石灯に手を伸ばす。

「わふっ（あっ！　忘れてた！）」

　俺はベッドから飛び起きた。

　行こう行こうと思って、ずっと機会がなかったんだ。ドリ子様とお嬢様は基本セットでいるからな、なかなか独りになってくれるタイミングが見つからなかったのだ。

「な、なんですの？　おトイレですの？」

「わふわふ（ドリ子様、夜更かしついでに、ひとつ俺にも時間をくれないか？）」

「おトイレに一人で行けないなんて、ロウタは怖がりなんですのね」

「わふ（いや、トイレじゃないけどね）」

「仕方ありませんわね」

「わふ（トイレじゃないけどね）」

「行きますわよ」

「わふー！（トイレじゃないんですよー！）」

　話が通じたら通じたで不便だが、通じないなら通じないで不便だな！

「どこへ行きますの？　おトイレはそちらじゃありませんわよ」

　知ってますがな。俺が連れて行きたいのはトイレじゃないのですよ。

「わふわふ（外は寒いから毛布がいるな）」

　途中でリネンルームに寄って、毛布を引きずり出す。このふかふかのやつなら暖かいだろう。

　ドリ子様をお屋敷の外に連れ出した俺は、伏せの姿勢を取ってドリ子様の騎乗を促す。

「わふわふ（さぁ、背中にどうぞ）」

「？　乗れば良いんですの？」

　毛布を羽織ったドリ子様が横座りに俺の背に乗った。

「わふわふ（では、しゅっぱーつ！）」

「ど、どこに行きますのぉぉぉぉぉっ!?」

　場所は前もってガロに聞いてたから、道に迷うことはない。月明かりが照らす森の中を風になって走り抜ける。

　体がデカくなってからはいつものようにお嬢様方を背中に乗せてるから、揺らさず走るのはお手の物だ。

　俺はあっという間に目的の場所にたどり着いた。

「わふわふ（ドリ子様、この茂みからちょっと覗のぞいてみ）」

「もう、突然こんなところに連れてきてなんですの？」
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　俺が鼻先で隙間を作った茂みに顔を寄せて、息を吞のむ。

「っ……！」

　ドリ子様の視線の先には、たくさんの魔物たちが穏やかに暮らしていた。

　種族はみんなバラバラで、しかし特に喧けん嘩かを始めるということもなく、仲睦むつまじい様子で集まっている。

　彼らは俺が保護した魔物たちだ。まぁ、保護と言ってもここまで運んでくれたのはナフラだし、森での生活を助けているのはガロたちだが。

「この子たちは……！」

　ドリ子様は魔物たちの正体に気づいたようだ。

　彼らはかつて隷属の首輪を付けられて、珍しい動物と偽ってドリ子様のところで飼われていた。他にも港の倉庫で同じように囚とらわれていた魔物もいる。

　大人しく暮らすという条件で森に連れてきたが、種族の壁もなく上手うまく生活しているようだ。

「そう……。みんな、元気に暮らしていたのですね……」

　ドリ子様は魔物たちを飼っていたことに罪悪感を覚えている。そしていなくなった彼らのことをずっと心配していたのだろう。

　ドリ子様の目からは、魔物たちが突然いなくなったようにしか見えなかっただろうしな。

「良かった……。良かったですわ……」

　目に涙を溜めて、ドリ子様は頷うなずいた。

「この子たちは、いま幸せなんですのね……」

　ドリ子様の心の重荷が少しでも取れてくれたら良いなと思って連れてきたが、成果は上々のようだ。その涙は喜びによるものだろう。

「わふわふ（良かったら、会っていくかい？）」

　いきなり会わせるのはショックが大きいかと思って様子を見させたが、今のドリ子様なら彼らとも上手くやっていけるんじゃないだろうか。

「いいえ。いいのですわ。私と会えば、あの子たちも嫌なことを思い出すかも知れません。ここで無事な姿を見られただけで充分ですわ」

「わふ……（そうかい？　ドリ子様がそれで良いなら……）」

「ありがとうロウタ。あなたはやっぱりただ者ではありませんのね」

「わふわふ（いえいえ、ただの犬ですとも）」

「このことは誰にも話しませんわ。あなたと私だけの秘密です」

　そうしてくれると助かる。

「また遊びに来たときは、ここへ連れてきて欲しいですわ」

「わふわふ（もちろん、そのつもりですぜ）」

　そのまま、しばらく魔物たちの様子をドリ子様は見守っていたが、満足したように立ち上がった。

「帰りましょうか。もしかしたらメアリが目を覚まして、不安になっているかも知れませんわ」

　お嬢様は一回寝たらまず起きないから大丈夫だとは思うが、ドリ子様が満足したのならもう良いだろう。俺も保護した魔物たちが達者で暮らしているようで安心した。

　ドリ子様を乗せて魔物たちに背を向けたとき、茂みがガサリと動いた。

　ふと目を向けると、先ほどまでの魔物たちが姿を現していた。

「わふ……（お前ら……）」

　魔物たちは静かに俺たちに近づくと、頭をドリ子様に寄せてくる。

「私を、許してくれると言うんですの……？」

　ドリ子様がおそるおそる頭を撫なでると、魔物は動かず受け入れる。

「みんな……！　ごめんなさい……！　ありがとう……！」

　ドリ子様が俺から飛び降りて、魔物たちを抱きしめる。

　魔物たちは涙に濡ぬれたドリ子様の頰をペロリと舐なめた。

「わふ……（良かったな、ドリ子様……）」

　感動的な光景に俺もじんと来る。

　だけど、一言だけ言って良い？

「わふーっ！（またしてもペロペロを先に越されたーっ！）」
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　翌朝、ドリ子様は飛空船に乗って王都へ帰ることになった。

「メアリー！　しばしのお別れですわー！　またすぐに来ますわー！」

「はいっ！　お手紙書きますねー！」

「書きますわー！　毎日書きますわー！」

　飛空船の上から、ドリ子様がブンブンと手を振っている。

「皆さん、お世話になりましたわー！　王都へ来たときは、わたくしを頼って欲しいですわー！」

　使用人のみんなも手を振ってドリ子様に応えている。

「ロウター！　あなたには感謝してもし足りませんわー！　ありがとう！　本当にありがとうー!!」

　飛空船はゆっくりと上昇を開始し、空へ遠く小さくなっていった。

「ロウタ、エリザちゃんに何かしてあげたんですか？」

　飛空船が見えなくなると、お嬢様が訊たずねてきた。

「わふー（お嬢様の質問でもそれは答えられませんなぁ）」

「むむー！　ロウタが何か隠してる気がしますー！」

「わふふーん（知りませんなぁ）」
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　目下、お屋敷はピンチに陥っていた。

「うーん、やっぱ涸かれかけてるな」

　ピンチの理由は水不足である。

「この時期に水不足になるなんて、今までなかったんだがなぁ」

　お屋敷に水を引いている川が干上がりかけているらしい。

　おっさんと一緒に様子を見に来たが、確かに前来たときより水位が下がっている。

　カニがたくさん獲とれて良かったなぁ、とあの時は思ったものだが、今はそのカニすらいない。

「雨はたまに降ってるし、上流で何かあったのかも知れねぇな」

　おっさんは上流の方向、遥はるか遠くにそびえる霊峰を見つめる。

「まぁ、水不足っつっても、普段の飲み食いに支障が出るほどじゃねえ。浄化用の貯水槽にはまだ水は残ってるし、しばらく節水した生活を送ってればまた川も元に戻るだろう」

　節水って具体的に何するんだろう。

「とりあえず風呂だな。あれが一番水を使う。女連中には悪いが、使用人の風呂は控えて、湯で体を拭く程度にしてもらうしかないな」

　そこは仕方がないだろう。お屋敷の主あるじであるパパさんやお嬢様の生活レベルを落とすわけにはいかないからなぁ。

　お嬢様と風呂に入ってる俺には関係のない話だけど。

「あ、お前も風呂なしだぞ」

「わふ？（え？　なんで？）」

「お前が風呂に入るたびに、湯船の湯がほとんど外にあふれ出ちまうからな。無駄でしかない。せっかくだから旦那様方の風呂も、昔使ってた小さい湯船にしてもらおう。そうなると、お前じゃどのみち入れないな。恨むならそのデカい体を恨め」

「わ、わふー!?（そ、そんなー!?）」

　元日本人の俺が風呂に入れない日があるとか、無理があるぞ。

「わんわん！（嫌だ！　風呂なしは絶対嫌だーっ！　断固として抗議するーっ！）」

「俺も水をなるべく使わない料理を作ることにして、馬の飲み水は減らせないから……」

　おっさんが俺を無視する。悲しい。

　おっさんの頭の中は今後の予定でいっぱいなのか、ブツブツと節水のプランを練っている。

　一方の俺は絶望に打ちひしがれていた。

「わふぅ……（なんてこった……。風呂は命の洗濯なのに……）」

「ちゅー（風呂なんぞ、入らんでも死にはせんじゃろ。わしなんかここに来るまで水浴びすらしたことないぞ）」

「わふっ！（えっ、汚きたなっ！）」

　喪女じゃなくて汚女じゃん。俺のたてがみから出て行ってもらおうか。

「ちゅー！（竜族は代謝が低いのじゃ！　風呂の必要がそもそもないのじゃ！　それに今はぬし様と一緒に毎回風呂に入っとるじゃろが！　絶対立たち退のかんからな！）」

　そういやこいつドラゴンだったな。最後に元の姿に戻ったのはいつだよ。ほぼネズミじゃん。あとたまに幼女。

「わふわふ（しかし、風呂に入れないというのは死活問題だな）」

　実は川の水が減り始めたのはそこそこ前からなんだよな。シロクロが行方不明になったときはすでに水位は下がっていた。

　あの時は気にもとめなかったけど、ここから上流に何かあったというおっさんの予想は正しいと思う。

「わふっ（めんどくせーけど、ちょっと調べてみるか）」

　俺がつぶやいたのと同時に、森の奥から遠とお吠ぼえが聞こえてきた。オオォーンというほんの少し艶のあるような高い声だ。どうやら俺を呼んでいるらしい。

「わふ？（この声はガロか？）」

「お、なんだ？　嫁さんからの呼び出しか？」

　嫁じゃないって言ってんでしょ。

「ちゅー（そうじゃ、正妻はわしじゃ）」

　それも違う。

「いいから行ってこいよ。俺も屋敷に戻るわ。今日は忙しくなりそうだ」

　誤解が解けないままおっさんはお屋敷に帰っていく。

「わふわふ（しょうがない。ガロが俺を呼ぶなんて珍しいし、話を聞きに行くか）」

　遠吠えが聞こえた辺りに向かって走っていると、ガロを含む魔ま狼ろう族たちの姿が見えてくる。

「ガウッ（お呼びだてして申し訳ありません。人族の男とおられるようでしたので、私の姿を見られるのは良くないかと思い……）」

　すまないガロ。その気遣いで余計に誤解が深まったわ。

「わふわふ（それで何かあったのか？）」

「ガウガウ（王は川の水位が下がっていることを調査しておられるのでは？）」

「わふ（ああ、ちょうど原因を探りに行こうかと思っててな）」

「ガウッ（それでは私もお供をさせてください。魔狼族の集落やエルフの村でも水不足が深刻化しておりまして、我らも調査隊を編制したところでした）

「わん（おー、別に良いぞ。みんなも困ってるんなら放っておくわけにもいかないしな）」

「ガウッ！（はっ！　ありがとうございます！）」

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　いと慈悲深き王よ！）」」」

　……それ絶対入れないといけないやつなのか？　俺は魔狼王のはずなのに、魔狼族の気持ちが理解できないよ。

　俺たちは連れだって涸れかけた川を遡ることにした。
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「ガウッ……！（王、申し訳ありません……！　もう少し速度を落として貰もらえないでしょうか……！）」

「わふ？（え？）」

　振り返ると、ガロ以外の魔狼族が大きく引き離されていた。

「ガウッ（私はともかく、他の魔狼族ではついて行けません……！）」

「わ、わんわん（す、すまんすまん）」

　そこまで速く走ってたつもりはなかったんだが、森を走り回るのは久しぶりだったんでちょっと楽しくなっちゃってたな。

　ペースダウンして、ガロと併走する。

「ガウガウ（流石さすがは王にございます。我ら魔狼族の頂点どころか、もはやロウタ様に敵かなう者などおりますまい。たとえ魔王軍が復活したとしても鎧がい袖しゆう一いつ触しよくにございましょう）」

「わふわふ（いやいや、持ち上げられても困る）」

　本当に困る。俺のペット生活に最強の二文字など必要ないのだ。

　最も愛らしいと書いて最愛ならバッチコイなんだけども。

「ガウガウ（ははは、王は冗談も一級品ですね）」

　いっこも冗談とか言ってないんですけど。

　ふてくされていると、遅れていた魔狼族たちも追いついてきた。

「わんわん（やっぱ上流へ向かっても川は涸れたままだな）」

　今までより急激に水位が下がったせいか、くぼみに魚が取り残されたりしている。

　あそこへ網をかければ取り放題だろうが、今はその暇がない。

「わん（俺は上流でビーバー的なやつがダムでも造ってるんじゃないかと睨にらんでるんだけど）」

「ガウ……（ビーバー、ですか。寡聞にしてそのような魔物の名は聞いたことがありません）」

　こっちの世界にはいないのかな。

　可愛かわいいツラして木を伐採しまくってダムを造って下流に影響を与えるので害獣扱いされているが、実はダムが造られることによって新たな植物が育ちやすくなり、他の動物も住みやすい土地に変わったりする。人間にとっては害だが、自然にとっては循環を促進してくれる、森の土木業者である。

　前世はアニマル動画で癒いやされるしかない社畜だった俺は詳しいんだ。

　しかし、行けども行けども乾いたままだな。このまま進み続けても埒らちがあかない。ショートカットしたいところだ。

「わふっ（やつを呼ぶしかないな）」

　移動で困ったときは遠吠え一本でやってくる、便利な運び屋。その名は──

「わおーん！（フラえもーん！）」

「にゃーん（なんですか、その名前は。ナフラはそんな変な名前ではありませんよー）」

　ナフラが空中から現れて背中に飛び乗ってくる。

「わふっ（自分のことだって認識してるんじゃないか。それよりいっちょ跳ばしてくれ）」

「にゃー（もー、便利に使ってくれちゃってー。ナフラだって暇じゃないんですよー）」

　いや、お前は間違いなく暇だろうが。主人と同じようなこと言いやがって。

　ヘカーテは確かに忙しそうだが、お前は絶対暇だ。間違いない。じゃなきゃ三食とおやつ二回に夜食までたかりに来ないだろう。

「にゃーん（しょうがないですねぇ。一宿一飯の恩と言いますし、ナフラめが運んで差し上げましょー）」

　お前、一宿一飯が転移一回分だったら、数百回は俺たちを運ぶ義務があるからな。

　ナフラが鳴き、景色が白む。

「ちゅー（場所を指定せんかったが、ここはどこじゃ？）」

「わふ（ここ、見覚えがあるな）」

　丸石がたくさん転がる河原は、俺たちが昔温泉を掘った場所だ。

「わふわふ（久々に来たなぁ）」

　露天風呂は開放的で良いんだが、お屋敷のお風呂が快適すぎるからなぁ。いつかまた来ようと思って来ないままだった。

「にゃふ（木の葉とか土が入り込んでますけど、ちょっと掃除すればまた使えそうですよ）」

　温泉を確認したナフラが言う。

「わふ（確かに、湯も涸かれちゃってるけど、これは地下から掘り当ててるからな。栓さえ開ければまた入れそうだ）」

　湯の噴き出し口は石で塞いだままだ。これを抜けば湯が噴き出すだろう。調査が終わったら入りに来ても良いかも知れない。

「ガウ（王、川はここも涸れているようです）」

「わふ……（ここもか……。この上流となると滝になっちゃうな）」

　レンと初めて出会った場所もそこだ。

　出会ったというか、戦ったんだが。

　悲しい誤解と壮大な使命のぶつかり合いだった。なぁ、レンよ。

「ちゅー（いや、世界一くだらん言い争いの果てだったと記憶しておるのじゃが）」

　何を言う。ペロリストと喪女が織りなす熱い魂のぶつかり合い。そのどこがくだらないと……くだらないわ。余す所なくくだらなかったわ。

　あの戦いさえなければ、俺のたてがみを住すみ処かにする自称正妻千年喪女ペドラゴンと出会うこともなかっただろう。

「ちゅー（案ずるな、一生ここから離れんからのう。未み来らい永えい劫ごうわしの居場所はここじゃ）」

　頑固なノミか何かかな。たまに嚙かむし。

「……わふ？（……ん？　あれ？　なんか変じゃないか？）」

　俺は違和感を覚えて周囲を見渡した。

「にゃー？（ロウタさんが変なのは今に始まったことじゃないと思いますけど？）」

「わふ（ナチュラルに失礼な駄猫さんは置いといて。音が聞こえないの、変じゃないか？）」

「ガウ？（音、ですか？）」

　ここから北に行けば、すぐそこにレンの巣がある。俺たちの戦闘で洞窟は崩落してしまったが、全体が無くなってしまったわけではない。大きな滝は残ったままのはずだ。

「ちゅー！（そうか！　滝の音じゃ！　水の流れ落ちる音がまったくせん！）」

　まさかあの滝まで涸れてしまったというのだろうか、だとしたら大おお事ごとだぞ。

　あれだけの水が止まってしまったなら、この急激な水位の減少も理解できる。

「わん！（見に行こう！）」

「ガウ！（はっ！　お供します！）」

　俺たちは滝に向かって河原の石を蹴って駆け抜けた。
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「わふ……（マジか……）」

　見上げるほどの高い位置から大量の水を降り注がせていた滝は、一滴の水も流さないまま干からびていた。

「ガウ（どうやら、原因はまだ北にあるようですね……）」

　ここから北って、もう霊峰を登るしかないんだけど。

　切り立った山は冬を前にしてすでに雪化粧をしており、白い風が山頂から吹き付けていた。

「わうー……（うわー、寒そー……。登りたくねー……）」

　俺が尻込みしていると、ガロたち魔狼族が前に立った。

「ガウガウ（王はここでお待ちください。我らもここより先に進むのは初めてですが、王の御身に何かあっては一大事。露払いとして我らをお使いください）」

「わふん（そういうわけにはいかんだろ）」

　全力でサボりたいが、こんなクソ寒そうなところにガロたちだけを行かせるのは忍びない。

「わふわふ（とりあえず行けるとこまで行ってみようぜ。無理そうなら帰る感じで）」

「ガ、ガウ……！（お、王、我らのために来て下さるというのですか……！）」

　お前らだけだと無理しそうだし、放っておけないからなぁ。

　あとこういう問題が起きた時って、たいてい魔王軍が関係してるんだよな。もうさっきから嫌な予感がビンビンしてるわ。

　半壊した滝を俺たちはジャンプして登っていく。

　出っ張った岩はまだ少し湿し気けっていて、水がなくなったのがごく最近であることが分かった。

「わふぅ（まるで季節が変わったみたいに、急に気温が下がったな）」

　滝から北は、木すら生えておらず、凍えるような冷気だけが山を支配している。

　夏場はこの霊峰からヘカーテが氷を取ってきてくれたんだっけ。どでかくて透明な氷は、おっさんの手によってフワフワのかき氷に変わった。

　クソ暑い夏場の涼やかなひとときを思い出し、今の寒さで思い出すようなことじゃなかったと震えた。

「わふるるるるる（さぶぶぶぶ……。ちょっと登っただけで、めっちゃ寒いぞ……）」

「にゃーん（レン様、レン様、もうちょっと詰めて下さいませ）」

「ちゅー（なんじゃあ。このたてがみはわしのものじゃぞ。ちょっとは遠慮するのじゃ）」

「わん！（そのたてがみは俺のもんだよ！）」

　ナフラとレンは早々に俺のたてがみの中に潜り込んで、暖を取り始めた。

　俺の毛皮は暖かいが、それでもなお山の冷気はきつい。吐いた息が白くなる暇もなく、風に流されていく。

「わんわん（お前らは良いよなぁ。歩きもせずぬくぬくしやがって）」

「にゃーん（猫は寒いのが苦手なのでー。常識ですよー）」

　お前、猫じゃなくてホムンクルスじゃん。

「ちゅー（これは仕方なきことなのじゃ。竜族は元々寒さに弱いのじゃ）」

　ああ、爬は虫ちゆう類るいって寒いと動けなくなるもんな。

「ちゅー！（竜族とトカゲを一緒にするでないわ！　いくらぬし様でも言って良いことと悪いことがあるのじゃ──さ、寒いのじゃー！）」

　一瞬だけ顔を出したレンが、雪風に震えてたてがみに潜り込んだ。

「わふぅ（だんだん吹ふ雪ぶいてきたなぁ。滝の上流も結局水は流れてないし、このままだと雪に埋もれて道が分からなくなっちまうぞ）」

　ここまで来ると、もう水源から涸れてる可能性があるな。

「わんわん！（お前らは大丈夫かー？　つらかったら引き返すぞー！）」

　むしろ、つらいって言って下さい。俺に帰る理由を下さい。

「「「ガウガウガウ！（まったく問題ありません！　後ろのことは気にせず、お進み下さい！）」」」

　くっ、今はお前らの頑健さが恨めしい。

　俺はもう足裏は冷たいし、鼻先は痛くなってきたし、なんか目もしょぼしょぼしてるし。

　あ、まつげ凍ってきてるじゃん。くしゃみも出そう。

　ますます吹雪いてきて、前も見えにくくなってきた。

　決めた。あと十歩進んで何もなかったら帰ろう。温泉で温まってから帰ろう。

「わふ……わふ……わふん!?（十……九……八……七……六、五、四、三二一！　よっしゃ帰るぞ──ぎゃふん!?）」

　最後の一歩を踏みしめたとき、俺は何かに顔をぶつけた。

「わふん？（なんだ？　なんで目の前に岩が……）」

　俺たちは乾いた川を遡ってきた。吹雪いて足元ばかりを見ていたとは言え、道を見失うほど積もってはいなかったはずだ。

「わんわん（もしかして、このでかい岩のせいか？）」

　川のど真ん中に突き立つ巨大な岩だ。これが水源を塞いでいたのだろうか。

　だったら、この岩をどければミッションコンプリートだ。

　こんなでかい岩がいったいどこから来たのか分からないが、山頂から割れた岩が転げ落ちでもしたのだろうか。

「ガウガウ（この岩をどけるのは骨が折れそうですね……。一度戻って魔ま狼ろう族総出で動かしますか？　アカヨロイの馬鹿力も役に立つでしょう）」

「わふ（いや、ようは水が出れば良いんだろ？）」

　温泉掘りの応用だ。この岩に穴を開けてしまえば良い。水源への直通トンネルだ。

「ガルォォォンッ！（あんまりデカいビームを放って水がぶしゃーって噴き出たら怖いから手加減ビィィィィムっ！）」

　巨大な岩に俺の頭がすっぽり入るくらいの太さの穴が開く。

「わふー！（よっしゃー！　水が出てくるぞー！　逃げろー！）」

　俺のかけ声で全員が岩から離れる。

「……わふ？（……あれ？）」

　少し待ってみたが水が出てくる気配はない。

「わふー（おかしいなぁ。もうちょっと出力上げてみようか）」

　俺は穴に近づいて、水の音がしないか確認してみる。

「わふっ！（おっ！　なんか音がする！）」

　ジュルジュルゴクンゴクンという音だ。

「……ちゅー（水が湧く音にしては変なのじゃ）」

「にゃー（そうですねー。どっちかっていうと、水を飲むような音に聞こえますね）」

　確かにレンたちの言うとおり、水が湧くにしては音が変だ。というか、この音って穴からじゃなくて違う場所から聞こえてこないか？

「ガウッ!!（ロウタ様！　お下がり下さい！）」

「わふ？（え？）」

　ガロが鋭い声で警告してくる。

　同時に、ゴクリゴクリという何かを飲む音が消え、地面が小さく揺れ始める。

「わふっ!?（なんだ!?　地震か!?）」

　揺れは徐々に大きくなり、どう考えてもこの場にいるのはまずいと分かる。

　ガロたちのいる場所まで飛とび退のくと、俺が穴を開けた岩が倒れた。

　地響きを立てて、岩が大地を叩たたく。積もったばかりの雪が白く舞った。

　岩が倒れたと思ったら、その向こうからさらに大きい岩が起き上がる。

「わ、わふ!?（な、なんで!?　い、いや、これは──岩じゃねえ!?）」

　俺が岩だと思っていたのは硬い皮膚で、今穴を開けた場所は足の裏だったのだ。

「わ、わふぅ!?（足だけで俺より大きいとか、どんなサイズだよ……!?）」

　足に繫つながる脚が、脚に繫がる腰が、腰に繫がる背が。山の一部だと思っていたそれが、大地から剝はく離りするように起き上がっていく。

　二本の足で立ち上がったことで、相手の全容が分かった。

　こいつは巨人だ。手足を持った巨大な怪物だ。

　しかし一口に巨大と言っても、王都で見たゴーレムとは比較にならない。あのゴーレムを縦に十体並べても、この巨人の高さには届かないだろう。

　あまりに大きすぎるせいで、巨人の顔に雲がかかってよく窺うかがえない。

「ガウッ！（王！　ご覧下さい！　水が復活しています！）」

　ガロの呼び声に振り返ると、巨人がうずくまっていた場所から水が噴き出していた。湧き水の出口がここに集中してるのか、たいした勢いだ。

「わんわん！（やっぱりこの巨人が水源を塞いでたのか！）」

「ちゅー（塞いでおったというより、湧き出る水を全て飲み干しておったのじゃろうな）」

　ゴクリゴクリという音はこの巨人が水を飲む音だったのか。川を涸からすだけじゃ飽き足りずに水源に吸い付くとか、どんだけ飲む気だよ。

「わふわふ（とにかく話をしてみないとな。言葉が通じれば良いんだが）」

　それに相手の耳は遥はるか高くについている。相当な大声で話さないと聞こえないかも知れない。

「ちゅー？（なんじゃ、倒さんのか？）」

　脳筋喪女め。何な故ぜすぐ物騒な方向へ考えが行くのか。

「わんわん（何事も平和的に、だ。争いは何も生まないのだ）」

「にゃにゃ？（でも、ロウタさん、さっき究極破壊魔法で巨人の足に穴を開けてませんでしたか？　それで痛くて立ち上がったのでは？）」

　はっ！　そう言えばさっき俺ビーム撃ってた！

　しかし、その割には痛がる様子がないな。巨人は立ち上がったまま、ぼーっとしている。

「すぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

　と思ったら、巨人が息を吸い始めた。

　頭上の雲も巻き込む強烈な肺活量だ。ここらの空気が薄くなったと錯覚するほどの勢いで空気を肺に溜ため込んでいる。

「ち、ちゅー!?（な、なんじゃ？　何をする気じゃ？）」

　俺にも分からん。巨人は息を吸い込むと大きく口を開いた。
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　山中に響き渡りそうな大音が鳴り響く。

「わ、わふぅぅぅっ！（う、うるせぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！）」

　耳を塞ぐ手がないのがつらい。

　ガロたちは大丈夫かと見やると、耳をパタンと倒して音をガードしていた。なにそれすごい、どうやってやるの。やり方をあとで教えてくれ。

「わんわん!?（つーか、痛がるの今かよ!?）」

　どんだけ鈍感なんだこいつは。デカいから痛みが脳に伝わるのも遅いのか？

「にゃーん（この巨人さんは何者なんでしょうねー）」

「ちゅー（魔王軍の関係者じゃろう。残りの幹部は巨兵軍長ギガースと百獣戦鬼ベヒモスじゃったか？　ならこいつはギガースとやらじゃろう）」

「わふぅ（やっぱそうなるよなぁ。となると戦いは避けられないか）」

　だが、待って欲しい。確認も取らずに攻撃を仕掛けて良いんだろうか。もしかしたらそっくりさんの善良な巨人という可能性もあるぞ。

「ちゅー（そんな可能性あるのかのう？）」

「にゃー（全力で戦いを回避しようとしてますねー）」

　当たり前だろう。戦うの怖いんだよ、俺は。

「ガウッ（さすがは王。川を涸らす下郎になんと慈悲深い）」

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　いと慈悲深き王よ！）」」」

　魔狼族恒例の、謎の評価の高まりを感じる。

「ちゅー（じゃが、どうやって確認を取る気じゃ？　話しかけて答えるのかのう？）」

　突然の痛みに対しても感じるのに数分かかるような相手だと、会話するのにいったいどれくらい時間がかかるか分からない。

「わふわふ（だったら、こいつを知ってるやつに話を聞けば良いんじゃね？）」

「ちゅー？（誰が知っておるのじゃ？）」

　魔王軍幹部を知るのは、同じ魔王軍幹部ってな。

「わふん！（というわけで、ミラーカちゃんカモン！）」

「にゃーん（召喚ですねー。かしこまりですー）」

　ナフラの一鳴きで、すぐさま元吸血鬼のパツキンロリメイドが召喚される。

「ふんふーふー♪　今日も私のベッドメイキングは完璧ねっ！　パリッとしたシーツとパンパンの枕でぐっすり眠ると良いわ、人間どもっ！」

　仕事中だったらしいミラーカちゃんは、満足げに手をはたいて、呼び出された極寒の地に悲鳴を上げる。

「さ、寒ぅぅぅぅぅぅぅいっ!?　いきなり、なに!?　どこなのよ、ここはっ!?」

「わふ（あ、仕事中すいません）」

「ま、またあんたなの、魔狼王っ!?　ちょっと！　寒いんだけど！　こっちに来なさいよ！」

　はいはい。

　寒さに震えるミラーカちゃんに近づくと、必死で胸毛にすがりついてくる。

「はふぅぅ、ちょっと落ち着いたわ……」

　暖かいモフモフに埋もれて、恍こう惚こつとしているミラーカちゃん可愛かわいいです。

「それで、いったい何の用よ？　わたしまだ仕事が残ってるんだけど？」

「わふわふ（いきなりで悪いんだけど、あの巨人ってミラーカちゃんの知り合いだったりしない？）」

「はぁん？　あの巨人ってどの巨人よ……？」

　俺が鼻先で指し示した方向を、ミラーカちゃんは背中がのけぞるほど見上げる。

「ギガースじゃない！　あんたも復活したのね！」

　お、どうやら魔王軍幹部で間違いないらしい。

「ギガース！　私よ！　吸血悪姫カーミラよ！　……ちょっと姿が縮んじゃったけど、分かるでしょ!?」

　いや、分からんのではないだろうか。外見は元より、欠片かけらも魔力が残ってないし。

　顔を隠していた雲ごと息を吸い込んだせいで、ギガースの顔が明らかになった。

　大きな一つ目と頭頂部に生える一本角。棍こん棒ぼうと毛皮を纏まとっていれば、完全一致だっただろう。何ととは言わないが。

「ギガース！　ちょっと聞いてるの!?」

　この吹雪の中じゃ、ミラーカちゃんの声を届かせるのは無理があるんじゃないだろうか。

「[image: あ゛]～～～～～～～～～～～～～～！」

　お、聞こえたのだろうか。ギガースが大きな一つ目を動かして、こちらを見下ろしてくる。
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　お？
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　ま？
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　え？

「が～～～～～～～～～～～～～～！」

　か？

「ええい、一語一語が長い！　そう言えば、あんたそんな奴やつだったわね！」

　ミラーカちゃんが憤慨する。

　ギガースはミラーカちゃんの声が聞こえているのかいないのか、世界樹より太く長い右足をゆっくり持ち上げた。

　空を塞ぐほどの巨大な足の裏が、俺たちの視界を埋め尽くす。
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　お前か、オラの足、痛かったぞ、と。ふむふむ。

「わふっ!?（ってそこ!?　今そこの話するの!?）」

　意思疎通に時間がかかりすぎる。会話を成立させるのは無理じゃないか。
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「わふっ！（うげっ！　みんな逃げろ！　散れ散れ！）」

　俺は全員に合図すると、ミラーカちゃんの襟首を咥くわえて、その場から大きく飛とび退のいた。

　ギガースの動きはゆっくりに見えるが、それは相手が大きすぎてそう感じるだけで、実際は音の壁を突き破りそうな勢いだ。

　大質量が俺たちが数瞬前までいた場所を踏み潰す。

　衝撃で大地がめくれ上がり、俺たちは爆風に飲み込まれた。
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　一方その頃、屋敷では当主のガンドルフ・フォン・ファルクスが執務机にかじりついて仕事をこなしていた。

　仕事が溜たまっているのか、秘書として仕事を手伝うメイドのミランダも疲れが隠せない様子だ。

「旦那様、休憩しましょう。これ以上根を詰めても効率が下がるだけです」

「そうだな……。一息入れよう。お茶は私が淹いれる。ミランダは座っていたまえ」

「私の役目を取らないで下さいませ。ですが、机から離れるのは良いことです。窓を開けて下さいますか？　空気を入れ換えましょう」

「うむ、確かに体がカチコチだ。外の風景でも眺めて目を休めるとしよう」

　ミランダがお茶の用意をしている間に、ガンドルフはカーテンを開いて、窓に手をかける。

「……ミランダ」

「はい？」

「……山の向こうに巨人が立っているのが見える」

　ガンドルフが眺める外の景色。遥はるか北にそびえる霊峰に、人影が立っている。

　そんなはずがないと理性が訴えかけるが、確かにガンドルフの目には巨人の姿が映っていた。

　信じられない光景に呆ぼう然ぜんとしている当主を、ミランダは痛ましい目で見つめた。

「旦那様……、相当お疲れのご様子ですね」

「疲れ、そうか、疲れか。まさか幻覚を見るほど疲れていたとは……。休憩して良かった。助言に感謝するよ、ミランダ」

「紅茶の砂糖は多めにしておきますね」

「うむ、ハチミツも頼むよ」

　ガンドルフは眉間を揉もむと窓に背を向け、外の景色を見なかったことにした。
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「わほぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?（うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?）」

　何という破壊力だ。

　ただ踏みつけられただけで、山の地形が変わってしまった。

　俺たちは爆風に吹き飛ばされ、何とか安全な場所に着地する。

「わん!?（みんな無事か!?）」

　魔ま狼ろう族はその俊敏性のおかげで全員俺のそばにいる。レンとナフラはたてがみの中だ。

「うう、気持ち悪いー……」

　思い切り首を引っ張られた格好になったミラーカちゃんが目を回している。

「わふ！（よし！　無事だな！）」

「無事じゃないわよ！　首の骨が折れたらどうする気よ！　不死種族だからって無む茶ちやするんじゃないわよ！」

　めっちゃ元気じゃん。

　がなり立ててくるミラーカちゃんの顔に前足を乗せて黙らせ、ギガースを見上げる。
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「わん（避よけないと死ぬんですが）」

　俺の頑丈さなら攻撃は耐えられるかも知れないが、そのまま地面に生き埋めにされそうだ。

「食～～～～～～～ゔ～～～～～～～寝～～～～～～～[image: る゛]～～～～～～～邪～～～～～～～魔～～～～～～～づ～～～～～～～ぶ～～～～～～～ず～～～～～～～!!」

　食うのと寝るのを邪魔する奴は潰すか。その気持ちよく分かるぞ。

　俺も食っちゃ寝するだけの毎日を送りたい。

　俺が共感している間に、ギガースはおもむろに手を伸ばし、霊峰の山頂をもぎ取った。そして硬い岩をボリボリと食べ始める。

　水を飲み干して喉の渇きが癒えたら、今度は腹が減ったらしい。

　山の味が気に入ったのか、次々と岩をちぎっては口へ運ぶ。その勢いは凄すさまじく、山頂がどんどん縮んでいく。

「わふ……（おいおい、放っておいたら霊峰がなくなっちゃうんじゃないか……？）」

「ガウ……（霊峰が平らになったら、地面を掘り返していくんでしょうか？）」

　どうなんだろう。この山から動かないなら敵対しなくても良いような気もするが。
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　何でも食えるのかよ。森が美味うまそうって表現、初めて聞いたわ。

　ギガースは霊峰の次は森に興味を示したようだ。この山がなくなり次第、森へ進撃を開始しそうである。

「ガウッ！（王！　森には……！）」

「わん（分かってる。こりゃ戦うしかなさそうだな）」

　森には仲間たちが住んでいるし、その先にはお屋敷がある。おやつ感覚で俺の大事なものを食われてはたまったものじゃない。

　しかし、これだけ大きな相手に俺のビームは通じるのか？　足に穴を開けたときも痛がってるだけで、ダメージらしいダメージが入っているようには見えなかった。

「わふ……（だからって黙って見とくわけにはいかないよな）」

　俺は四肢で大地を踏みしめ、全力でビームを放つ。

「ガルルルルルルォォォォォォォォォォォォォォォンッ!!」

　俺の放った極太のビームがギガースの腹に直撃し、貫通して穴を開ける。

「…………」

　ギガースが動きを止めた。

「ちゅー!?（やったか!?）」

　ちょっ、フラグを立てるな。

　ギガースは動きを止めたまま微動だにしない。俺の開けた穴からは血の一滴も流れていないのが気になった。いや、それどころか開いた穴が少しずつ小さくなっている。

「わふっ！（くそ！　治ってる！）」

「ちゅー！（連発じゃ！　ぬし様！　撃って撃って撃ちまくれ！）」

　分かってんよ！

　一発のビームで倒せぬならば、千発のビームで倒すのだ。

「ガルルルルルルォォォォォォォォォォォォォォォンッ!!　ガルルルルルルォォォォォォォォォォォォォォォンッ!!　ガルルルルルルォォォォォォォォォォォォォォォンッ!!」

　俺は連続でビームを撃ちまくる。

「ゼェゼェ……（千発はさすがに無理があったか）」

　十発で息切れだ。喉が痛い。

「ちゅー!?（やったか!?）」

　だからフラグ立てるのやめて！

　ギガースの胴体に穴が開きまくっているが、いかんせん効いている気配がしない。

　ビームで開けた穴に対して、ギガースの体が大きすぎるのだ。貫通しても注射針でチクチクやられている程度のダメージにしかなっていない。

　案の定、穴はすぐに塞がり始めてしまう。

「……[image: い゛]」

　先ほどまで動かなかったギガースが口を開けた。食べかけの岩をポロリと落とし、大音声を奏でる。
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　今かよ！　マジで反応遅いな！
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　ギガースは怒りのままに地団駄を踏む。

　それだけで辺り一面は爆撃を食らったように吹き飛んだ。

「わふぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!（逃げろ逃げろ！　当たったら死ぬぞ！）」

　俺たちはギガースの足を避けて逃げ惑う。

　こっちの攻撃は効かないし、あいつの攻撃は即死級だ。俺はともかく、魔狼族が疲れてきている。

　こんなもんどうやって倒せっていうんだ。

「うぅぅ、振り回されて吐きそう……」

　ミラーカちゃんが口を押さえてうめいている。このまま逃げ回っていては、ミラーカちゃんがゲロインになってしまう。

「わんわん！（ミラーカちゃん！　奴やつに弱点とかないのか!?）」

「な、なんで私がそんなこと教えないと……」

「わんわん！（頼む、ミラーカちゃん！　教えてくれ！）」

「う、そんな真剣な顔で見つめられたら……。し、仕方ないわねっ。屋敷の連中に何かあったら寝覚めが悪いし、特別に教えてあげるわっ！　感謝しなさいっ！」

　お、マジで。言ってみるもんだ。

「あいつの弱点はね……」

「わふ……？（弱点は……？）」

　ごくり。固唾を吞のむ俺に、ミラーカちゃんは胸を張って自信満々に答えた。

「あいつの弱点は、頭が悪い！　ことよ！」

　そうか！　やつは頭が悪い！

　知ってる！　見たら分かる！

「わふ!?（他には!?）」

「ほ、他に？　そ、そうね……。食費がすごくかかることくらいかしら……。放っておくと私の宮殿まで食べようとする奴だったし……」

　それも見たら分かるね！

「わふっ！（くそっ、このパツキンロリメイド、役に立たねぇっ！）」

「何ですって!?　失礼ね！　せっかく教えてあげたのにっ！」

　教えてくれるなら、有益な情報をくれ。

　ギガースの頭が悪いのも食費がかかるのも、そんな情報は今この戦闘においては何の役にも立たない。

「わふぅ！（ヤバいぞ！　マジで勝ち筋が見えねぇ！）」

　俺が焦っていると、レンが俺のたてがみから顔を出した。

「ちゅー（何を言っておる。ぬし様はまだ本気を見せていないじゃろう）」

「わん！（本気だっつの！　めちゃめちゃ本気でビーム撃ったっつーの！）」

　お前は俺への評価が過剰なんだよ。たかがビームが吐ける程度の犬に何を期待している。

「ちゅー！（いいや、ぬし様はまだ本気を出しておらんのじゃ！）」

　なんでそこまで断言できるんだ。

「ちゅーちゅー！（何な故ぜなら、ぬし様はまだ変へん化げを解いておらぬじゃろうが！）」

　変化を解くだと？　そんなことして何の意味があると言うんだ。

「ちゅー！（わしがネズミの姿の時は力が出せぬのと同様じゃ！）」

　レンが戦う時は部分的にネズミからドラゴンに戻ったりしてるのは、そのせいだったのか。そう言えば、ガロも本気の時は魔狼状態だな。

「ちゅー！（そうじゃ！　その姿はぬし様の力を抑える仮の姿！　本来の姿に戻り、真の力を引き出すのじゃ！」

　しかし、俺の本来の姿って言ってもあれだぞ？　今よりちょっとデカくなるだけだぞ？

　しかも運動せずに食いまくってるから、またデブデブになってる気がする。

　ぶくぶくと丸い体をさらけ出しても、その場で身動きが取れなくなって、あいつに美味おいしく食べられるだけなんじゃなかろうか。

「ちゅー！（いいから解くのじゃー！）」

「わんわん（痛い痛い。嚙かむな嚙むな）」

　どのみちこのままじゃ打つ手がない。俺はレンの言うとおりに変化の術を解くことにした。

　この姿を維持すると固く決めた制約を自ら手放す。

　術式を解かれた俺の体がまばゆく輝き始め、そして──モフモフが天を貫いた。
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　ふたたびファルクス家の屋敷では、休憩の時間が終わろうとしていた。

　空になった磁器のティーカップが置かれる。

　ハチミツをたっぷり入れた紅茶は、茶葉の風味が飛ぶくらいに濃い甘さとなっていたが、疲れた体にはよく効いた。

　当主ガンドルフは大きく伸びをする。

「ふぅ、お茶を飲んだらすっかり疲れが取れたよ」

「それはようございました」

「では、もうひと頑張りしようか。……いや、その前にもう一度だけ確かめておこう」

　ガンドルフは先ほど幻覚を見た窓に再挑戦することにした。

　霊峰に巨人が立っているなど、常識的に考えてあり得ない。あんな幻覚を見るなんてひどく疲れていたのだろう。

　だが、疲れが取れた今ならば、もう幻覚を見ることはあるまい。

　ガンドルフはリフレッシュした体で、余裕を持ってカーテンと窓を開け放った。

「…………。……ミランダ」

「はい？」

　茶器を片付けていたミランダが顔を上げる。

「……山の向こうに巨人が見える」

「……旦那様……まだ疲れが残って……おいたわしい……」

　ミランダは悲痛な目でガンドルフを見つめた。

「聞いてくれ。それだけじゃないんだ。巨人の横に、それよりずっと大きなロウタがいる。雲を貫いて、星まで届きそうだ」

「……すみません。おっしゃっている意味が分かりません」

　当主は働きすぎでいよいよ頭がおかしくなってしまったのだろうか。ミランダは心配になる。

「私にも何が何だか分からない！　だがロウタが！　とにかく大きなロウタがいるんだよ！　見たまえ！　ほら！」

「落ち着いて下さい、旦那様！　そんな光景なんてどこにもありません！　私の目にはそんなもの見え──見えますね!?」

「見えるだろう!?」

「見えますね！」

　遠近感が狂うほどの巨大なロウタが、霊峰よりも高くそびえている。
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「二人ともが同じ幻覚を見るなんて……！　まさかと思うが、これは……！」

「もしかして、これは……！」

　ガンドルフとミランダは顔を見合わせ、まったく同じ結論に至った。

「働きすぎだな」

「働きすぎですね。間違いありません」

　二人は深く頷うなずく。

「なんということだ。ここまで疲れが溜たまっていたとは……」

「私も少し無理をしすぎていたようです」

「今日はもう休もう。仕事はなしだ。ミランダもゆっくり休みたまえ。私が許可する」

「はい、そうさせて頂きます」

「まったく、我ながらなんて馬鹿馬鹿しい幻覚だ」

「ええ、本当に。働きすぎは良くないという教訓になりましたね。これからは適度に休憩を入れていきましょう」

　二人はやっぱりフシアナアイだった。




　　　　†　†　†




　真っ白な光に包まれたあと、俺は呆ぼう然ぜんとしていた。

「わふ……？（なんだ？　空が暗いような気がする……）」

　それに地平線が丸みを帯びている気がする。あと、なんか空気も薄い気がする。

　俺はさっきまで霊峰にいたはずなのに、ここはどこだ。

　変化の術を解いて、俺は本来の姿に戻ったはずだ。立っている場所が変わるわけではないのに、景色にまったく見覚えがない。

「ＧＡＲＯＯＮ！（ぬし様ー！）」

　おや、ドラゴンの姿に戻ったレンが目の前を飛んでいる。

　しかし、ドラゴンの姿をしているというのに、そのサイズはネズミと変わらないままだ。むしろ小さくなっているかも知れない。何故そんな変化をしたのだろう。

「わふ（どうしたんだレン、ずいぶん小さくなっちまって）」

　小さい羽で羽ばたく姿がちょっと可愛かわいいぞ。

「ＧＡＲＯＲＯ！（わしが小さいのではなく、ぬし様が大きすぎるのじゃ！　足元を見てみい！）」

「わふ？（足元？）」

　言われるままに足元を見ると、ジオラマみたいになった霊峰が見えた。

　ガロたちの姿なんて小さすぎて米粒以下に見える。

　もう一度俺は自分の体を見て、自身に起きた出来事に絶叫した。

「わ、わふぅぅぅぅぅぅっ!?（お、俺の体、デカすぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?）」

　その世界の摂理に背くような巨大さは、上顎が天にも届くと謳うたわれる地を震撼せし者フエンリルの名に相応ふさわしい。

「わふわふぅ！（なんて前世の神話知識で格かつ好こつけてみたは良いけど、どんなサイズだよこれぇ!?　たった数ヶ月でここまで大きくなったっていうのかよ！）」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな成長速度だ。お屋敷のそばで変化が解ける事態が起きなくて良かった。どうやっても言い訳がつかない姿だぞ。

「わふぅ!?（っていうか、これだけデカいとお屋敷からも見えちゃうんじゃないか!?）」

　お屋敷からも俺の足元の霊峰は見えたし、それより遥はるかにデカい俺が見えないはずがない。

「わ、わふわふ……！（や、やべえ、早く小さくならないと……！）」

　そのためには今すぐギガースを倒さなければならない。

　どこだ。ギガースはどこにいる。

「ＧＡＲＯＲＯ（真下じゃ真下。ぬし様の前足のすぐそばにおるじゃろう）」

「わふ（あ、本当だ）」

　ギガースは口をあんぐり開けて、俺を見上げている。
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　あれほど巨大だったギガースは、今の俺から見ると人形サイズだ。

「わふ（ふむ）」

　俺はおもむろに前足を持ち上げて、ギガースの頭に乗せた。

「わん（よいしょ）」

　軽く体重をかけるとプチッといった。

　哀れ、ギガースは肉球の下でペッタンコになる。

「……わふ（……勝っちゃった）」

　あれほど苦労した強敵が一瞬で倒せてしまった。いいのか、こんな勝利で。

「ＧＡＲＯＲＯ！（さすがぬし様じゃ！　文字通りの圧勝なのじゃ！）」

　レンが喜んで俺の周りを飛び回る。

　ギガースもまさか自分より大きな存在に踏み潰される日が来るとは思わなかっただろう。

「わふ（ま、いいか。勝ちは勝ちだ。レン、変へん化げの術をかけ直してくれ。早く戻りたい）」

「ＧＡＲＯ？（もったいないのう。わしは今のままでも良いと思うのじゃが）」

　いいわけないだろ。こんなデカいペット飼って貰もらえないだろうが。

「ＧＡＲＯ（その気になればいつでも世界を征服できるじゃろうに。ぬし様は謙虚なのじゃ）」

　世界征服なんてお断りだ。俺は今の生活を大いに楽しんでいる。金持ちの犬以上に幸せな生活があってたまるか。

　なので、ちゃっちゃと小さくして下さい。

「ＧＡＲＯ（仕方がないのう。ぬし様の望みがそれなら、わしは妻として従うのみじゃ）」

　誰が妻だと突っ込む気力もない。霊峰まで走ってきて疲れたし、お屋敷から見られてないか不安だし、ギガースが怖くてちょっとちびっちゃったし。

　俺はレンに魔法をふたたびかけてもらい、小さくなってガロたちの元に戻る。

「ガウッ！（王！　見事な戦いぶりにございました！　あの巨人が圧殺される様、しかとこのガロが見届けました！）」

　前足でプチッとしただけの動きも、下から見ると凄すさまじい迫力だったらしい。

「ギガースをあんな出で鱈たら目めな倒し方で葬るなんて……」

「わふっ（ミラーカちゃんの仲間を倒しちゃって悪かったな）」

「……別に？　もう私は魔王軍でもないしね。それにあいつも多分あの魔女に捕まるでしょ」

「あら、よく分かってるわねぇ」

「ひ、ひぃっ!?　いつの間に!?」

　ミラーカちゃんが悲鳴を上げて俺の後ろに隠れる。怖がりすぎだろ。

「わん（よぉ、ヘカーテ。いつものやつなのか？）」

　今回も倒した幹部の力を奪って何かに使うんだろう。

　毎度のことなので、俺も慣れたものだ。

「……ロウタくんは私を疑うということをしないわねぇ」

　疑う必要性を感じないからな。ヘカーテが魔王軍の力を奪おうと、それを悪事に使うとは思えないし。何回お前に助けられたと思ってる。

　何より俺は、俺のペットライフに関係ないことには首を突っ込まない主義なのだ。

「本当に大物だわぁ」

　ヘカーテは呆あきれたように苦笑した。

「それじゃあ、屋敷まで送ってあげるわねぇ」

「わふっ（あ、ちょっと待った。送るなら温泉の方に頼む）」

　寒い霊峰にいたせいで、すっかり凍えてしまった。たてがみまでパリパリに霜が付いている。せめて温泉で温まってから帰りたい。

　帰るときはナフラに送ってもらえば良いだろう。

「わふ？（そういや、ナフラがさっきから静かだな）」

　ふと背中を見やると、たてがみの中からカチコチになったナフラが転がり落ちてきた。

「わ、わふーっ!?（こ、凍ってるーっ!?）」
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　急いでナフラを温泉に放り込むと、解凍してすぐ元気になった。何という雑な造りだ。

「にゃーん（いやはや、ご心配をおかけしましたー）」

　温泉のふちに寝そべったナフラが謝罪する。お湯で温まった岩は寝心地が良いらしい。

「わふぅぅ……（生き返るぅぅぅぅ……）」

　俺たちも温泉に浸つかり、凍えた体をゆっくりほぐした。

「まったくもう、なんで私まで……。まぁ、確かに足先が冷えてたけどね。霜焼けが出来るところだったわ」

　靴だけ脱いだミラーカちゃんが足で湯をかき混ぜている。

「にゃふにゃふ？（ミラーカさんもお風呂嫌いなんですか？　ナフラと一緒ですねー）」

「違うわよ！　私は仕事の途中でいきなり連れてこられてるの！　このあともまだやることあるんだから！　早く帰してよねっ！」

　このぬくぬくの温泉より仕事が優先とは、すっかりメイド根性が染みついてしまっている。

「わふ（まぁ、しっかり温まったし、そろそろ帰るか）」

　俺たちが温泉に浸かっている間に、川の水位もかなり回復していた。滝の音もここまで響いてくる。

　これで水不足は解消だろう。霊峰の地形はちょっと変わってしまったが、景観以外は問題なさそうだ。

「わふー（よし、みんな帰るぞー）」

　ナフラの空間魔法でお屋敷の近くに転移する。

「ガウ！（ロウタ様、またもや我らをお救い下さり、ありがとうございました！）」

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　ありがとうございました！）」」」

「わん（おー、またなー）」

　ガロたち魔ま狼ろう族を見送り、連れだってお屋敷の正門へ向かう。

「私は裏門から帰るから、それじゃね」

　ミラーカちゃんは仕事をサボったことになるので、こっそり裏口から屋敷へ帰っていった。突然召喚してすまんかった。お仕事の続き頑張って下さい。

　特に負い目のない俺は、正門からお屋敷に帰る。

「おや、ロウタ。出かけていたのかい？」

　パパさんだ。門のところで何をしているんだろう。仕事は良いのかな。

「今日はもう休みだ。幻覚が見えるほど疲れていてね。なんと霊峰より大きなロウタが窓から見えたんだ。笑えるだろう、はっはっはっ！」

「わふふ……（はっはっはっ……いっこも笑えねえ……）」

　ばっちり巨大化したところを見られていた。しかし俺の正体を疑うんじゃなく、幻覚だと思い込む当たり、さすがパパさんだ。フシアナアイは健在だぜ。

「良い機会だから、散歩でもしようと思って出てきたんだが、ヘカーテ先生がさっきいらしてね」

　ヘカーテが？　あとから温泉に来るかと思ってたら結局来なかったけど、お屋敷の方に来てたのか。

「この石像を置いていったんだよ。ご利益があるとか何とか。私の趣味ではないのだが、魔ま除よけくらいにはなるかなぁ」

　パパさんが見上げた先には、高さ三メートルほどの石像が建っていた。

　俺はその姿を見て、思わず咳せき込む。

「わぶっ!?（これ、ギガースじゃねえかっ!?）」

　さっき倒したばかりの巨人が、そのまま縮小したような姿でそこにあった。

『う～ご～か～な～く～て～い～い～。ら～く～。こ～れ～で～ず～っと～寝～れ～る～』

　パパさんには聞こえない声で、ギガースが言う。石像にされたのに、本人は嬉うれしそうだ。

　しかし、ヘカーテは力を奪った幹部を毎回お屋敷に置いていくのはなんなんだ。

　俺の安息の地がだんだんと魔境と化してるんだけど。住人が三割ぐらい魔物になりそうだぞ。

「あっ、ロウター！　お帰りなさい！　お勉強が終わりましたから、遊びましょう！」

　二階の窓からお嬢様が手を振っている。

　お屋敷が魔物の住すみ処かになりつつあることを知らないお嬢様は、今日も天てん真しん爛らん漫まんで可愛らしい。

「わんわん！（喜んで！　何して遊びますか？　久しぶりに鬼ごっこでもします？）」

　階段を駆け下りて、玄関の扉を開け放ったお嬢様をモフモフで迎える。

「お父様！　お父様も一緒に遊びませんか!?」

「おや、私も誘って貰えるのかい？　それは嬉しいね」

「お父様に遊んで貰えるなんて、すっごく久しぶりです！　今日はとっても良い日ですね！」

「私も最近は仕事の根を詰めすぎていたようだ。幻覚なんて見るようになってはおしまいだ。もっと仕事を部下に割り振って休みを増やすことにするよ」

「本当ですか!?　とっても嬉しいです!!」

　お嬢様の笑顔が輝かんばかりだ。お嬢様が嬉しいと俺も嬉しくなってくる。

　よーし、今日は遊んじゃうぞー。

「お父様、まずは鬼ごっこからですよ！」

「はっはっはっ。メアリはいくつになってもお転てん婆ばだな。やるからには負けるわけにはいかないが、覚悟は良いかね？」

「望むところです！」

「わふっ！（かかって、こいやぁ！）」

　俺たちは庭を駆け回り、パパさんの膝がガクガクになるまで遊んだ。

　子供と犬の体力にパパさんがついてこられるわけもなく、翌日、パパさんは全身が筋肉痛になって休みが延びたそうな。
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「わっふっふー（お嬢様ー。朝ですよー）」

　今朝は珍しく俺の方が先に目を覚ました。

　ベッドで眠るお嬢様を鼻先で優しくツンツンして、目覚めを促す。

「わふー？（お嬢様ー？　まだおねむですかー？）」

「んん、ロウタ……」

　あれ？　目を覚ましたお嬢様の目がぼんやりしている。

「なんだか、暑いです……」

　頰ほおも少し赤いし、確かになんだか熱っぽい。

　風邪でも引いたのだろうか。こうしちゃいられない。メイドさんを呼んでこないと。

「わふわふー！（ミランダさん！　トアちゃーん！　誰でも良いから来てー！）」

　廊下に出ると、ちょうど朝の紅茶を持ってきたトアちゃんに遭遇した。

「ど、どうしたの、ロウタ？」

「わんわん！（こっちこっち！　急いで急いで！）」

　トアちゃんを引っ張って部屋に招き入れる。お嬢様の病状はすぐにお屋敷中に知れ渡ることになり、パパさんが執務室の扉を蹴破ってお嬢様のところまで駆けつけてきた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおっ!!　メアリぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!　無事かぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

「旦那様、お静かに」

　駆け込んできたパパさんに、ミランダさんが忠告する。有無を言わさぬ冷えた視線に、パパさんは一瞬で大人しくなった。

「お父様、大丈夫ですよ。ちょっと熱が出ただけです」

「ヘカーテ様に熱が出たときのお薬も頂いています。午後から検診にも来て下さいますし、何も心配はいりませんよ。お嬢様の汗を拭くので、男性陣は出て行って下さいませ」

「はい……」

「わふ……（はい……）」

　追い出された俺たちは手持ち無沙汰に、廊下を行ったり来たりする。

「メアリ……ああ、メアリ……心配だ……」

　パパさんの気持ちはよく分かる。半年前にお嬢様が高熱を出したときも大騒ぎだった。

　あの時に竜りゆう零れい草そうの薬を飲んでから、お嬢様は風邪一つ引かなくなった。

　なのに、今になってまた病気になるなんて。俺もお嬢様が心配だ。

「それではまたすぐに参りますので、ゆっくりとお休み下さい」

　ミランダさんがお辞儀をして、部屋を出てくる。

「ミランダ、メアリの熱は下がったかい？」

「お薬は飲ませましたが、そんなにすぐには下がりませんよ。ただ……」

「ただ？」

「症状が以前の高熱によく似ています。ヘカーテ様にお伺いしないと詳しいことは分かりませんが……」

「なんだと……!?　メアリはまたあの苦しみを味わわなければならないというのか……!?」

「旦那様、お静かに。お嬢様が休めません」

「す、すまない……。しかし困ったな。ヘカーテ先生が早く来てくれると良いのだが」

「こればかりはどうにも出来ません。こちらからヘカーテ様に連絡を取る手段がありませんので」

「待つしかない、か……。ミランダ、私に何か出来ることはないかね」

「そうですね、とりあえずここでウロウロされると看護の邪魔ですので、お部屋に戻ってお仕事を進められては？」

「はい……」

　正論に打ちのめされて、パパさんがすごすごと執務室に退散していく。ドンマイパパさん。お嬢様が目を覚ましたら元気づけてあげてくれ。

　こういうときミランダさんのように落ち着いたメイドさんがいてくれると心強いな。トアちゃんはその辺まだまだだな。俺と一緒にパニックになるだけだったし。

「せ、先輩……！」

「トア、落ち着きなさい。やることは分かっているはずよ」

「は、はい」

「お嬢様の看護は私とあなたで行います。その間の業務はベティたちに伝えれば上手うまく替わってくれるわ。それから、ジェイムズさんに病人食の用意をお願いしておいて」

「はいっ。伝えてきますっ」

　トアちゃんは深呼吸をしてから力強く頷うなずくと、走らない程度に急いで伝達事項を伝えに行った。

「私はお嬢様の病状をまとめておかないと……。ヘカーテ様が早く来て下さると良いけど、こちらから連絡が取れないと、こういうときに不便ですね……」

　ミランダさんも自分の役目を果たしに廊下を去って行く。

「わふ……（さて、じゃあ俺は……）」

　お嬢様と一緒に寝るか。

　と言いたいところだが、まだやることがある。

　俺は二階の窓を開けて、庭に飛び降りた。

「わふー（ナフラー）」

「にゃーん（はーい）」

　ホント、呼んだらすぐに出てくるな。よっぽど暇しているに違いない。

「わふわふ（お前ならヘカーテに連絡取れるだろ？　すぐに来てくれるよう言ってくれないか？）」

「にゃふ（お安い御用ですー）」

「わふわふ（あと、俺をレンが住んでた滝まで運んでくれ）」

　滝の洞窟は半壊してしまったが、もしかしたらまだ竜零草が残っているかも知れない。探して持ってくればお嬢様の薬を作るのに役立つはずだ。

「にゃっ？（え？　必要ないんですか？　あ、はい。分かりましたー。伝えますー）」

　ナフラがヘカーテに連絡を取っているのか、何かやりとりをしている。

「にゃーにゃー（ロウタさん、ご主人様が呼んでいますー）」

「わふ？（え？　呼んでるのはこっちなんだけど）」

　今、俺に用なんて何もないだろう。

「にゃー（とにかく連れてこいということなので、行きますねー）」

「わふっ!?（ちょっ、おい!?）」

　ナフラが空間魔法を発動し、俺は強制的に連れ去られる。

　景色の白化が収まると、大きな樹の前に俺は立っていた。

「わふぅ……！（エルフの村の世界樹よりもでけぇ……！）」

　高さはそれほどでもないが、太さは何倍もある。

　もしかしたら樹の種類が違うのかも知れないが、何千年も生きているような存在感を放つ樹だった。

　そしてその樹と融合するように、大きな家が建っていた。

　家が造られたのが先なのか樹が生まれたのが先なのか、どちらか分からないほど家と樹は調和している。

「にゃーん（ヘカーテの魔術工房へようこそ、ロウタさん。ここへ来るひとはロウタさんが初めてですねー）」

　なんと、俺が第一訪問者だった。

　今まで誰も訪ねてこないとか、ヘカーテ、どんだけぼっちなんだよ……。可哀かわい想そうに……。

「何か失礼なことを考えているようねぇ、ロウタくん」

　家からヘカーテが現れた。

「わんわん！（ヘカーテ！　なんの用か知らないけど、こっちも大変なんだ！　お嬢様が熱を出しちまってさ！　早く看みてやってくれないか！）」

「ええ、分かってるわぁ」

　分かってるなら早く来てくれよ。

「だからロウタくんを呼んだのよ」

　意味が分からない。なんで俺がここに必要なんだ？

「最後の五大魔将は、ロウタくんがいないと説得できないかも知れないのよねぇ」

　最後の五大魔将？　説得？　ヘカーテは何を言っているんだ？

「ロウタくん、私のことを信じるって言葉、まだ有効かしらぁ？」

「わふ？（おう？　なんだ今更。信じてるよ。だからちゃんと説明してくれ）」

「じゃあ、そのまま動かないで待っててねぇ」

　ヘカーテはにやりと笑うと、手に持った銀の杖つえで大地を叩たたいた。

　杖が叩いた場所から、輝く魔法陣が回転しながら展開していく。

「わふぅ!?（おわっ、なんだなんだ!?）」

「ちゅー!?（この術式は……！　いかんぞぬし様、これは結界を破壊する魔術じゃ！　先ほどの話から考えるに、あの魔女は魔王軍幹部を蘇よみがえらせようとしているのじゃ！）」

　なんだってヘカーテはそんなことを？

「わふわふ？（ヘカーテ、さっき最後の五大魔将って言ったよな。それって、今までの魔王軍幹部もヘカーテが蘇らせてたのか？）」

「……ええ、そうよぉ」

　ヘカーテは笑みをたたえたまま、術式をさらに広く展開していく。

「ちゅちゅー！（やはり貴様が諸悪の根源か！　ぬし様！　止めるのじゃ！　いま攻撃すれば間に合う！　大地深くから感じるこの圧倒的な力……！　おそらく復活する幹部はぬし様に匹敵する力を持っておるぞ！）」

「魔王軍幹部、最後の五大魔将、百獣戦鬼ベヒモス。魔王に次ぐ実力を持つ最強の魔獣よぉ。まともに戦えば、今のロウタくんでも厳しいかも知れないわねぇ」

　ヘカーテは挑発するように口端を広げる。

「ちゅー！（ぼーっとしておる場合ではない！　先に倒した幹部などと比べものにならん！　こんなものを復活させてはならんのじゃ！）」

　いつも自信満々で我こそが最強と言わんばかりの態度のレンが、こんなに慌てている。

　復活する幹部の強さはそれほど恐ろしいものなのだろう。

「ちゅー！　……ちゅー！（ぬし様！　聞いておるのかぬし様！　……ええい、もういい！　わしがやる！）」

　レンが全身の変へん化げを解き、ドラゴンの姿を取り戻す。

「ＧＡＲＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ!!（邪悪なる魔女め！　わしの焼滅魔法を喰くらえい!!）」

　レンの口こう腔こうに、蒼あおい焰ほのおが灯ともり、高熱を圧縮していく。

　圧縮された蒼そう焰えんは、甲高い悲鳴のような音を発し、そしてそれが放たれる瞬間──

「ガォンッ!!（お座りっ!!）」

「ＧＡＲＯ!?（ひっ!?）」

　俺の一喝に、レンの魔法がキャンセルされる。そしてそのまま尻餅をついて、お座りの姿勢になった。

「ＧＡＲＯ……（ぬし様、ひどいのじゃぁ……）」

　すまんすまん。でも、ヘカーテを攻撃するのは、なしだ。
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「……止めちゃって良いのかしらぁ？　もう復活するわよぅ？」

「わふわふ（だから、信じるって言ってんだろうに。あと、その悪役ムーブ、わざとらしすぎて逆にボロが出てるぞ）」

「…………」

　ヘカーテは挑発的な笑みをやめ、大きく溜ため息いきをついた。

「はぁもう……。ここまでやっても、ロウタくんは私を信じてくれるのねぇ」

　だから最初からそう言ってるのになぁ。

　ヘカーテが何を企たくらんでいようが、お屋敷のみんなを思う気持ちは俺と同じだ。だったら疑う必要なんてどこにもない。

「私の負けだわぁ……。こうなったら、私もロウタくんを信じるしかないわねぇ」

「わふん（そりゃありがとう）」

　でも、まだ説明をしてもらってないんだよなぁ。

　ヘカーテは何のために魔王軍の封印を解いて回ってたんだ？

　俺に戦わせて幹部の力を奪い取るのが目的だとしても、その力をいったい何に使うつもりだったのだろう。

「そうねぇ。その辺りも含めて、ぜんぶ説明するわぁ。でもその前に、まずは最後の五大魔将をどうにかしてちょうだい」

　あ、やっぱ復活はするのね。

　魔法陣は最大まで拡ひろがり、地面が揺れ始めた。

「ＧＡＲＯＯＯＮ！（出るぞぉ！　戦いに備えよ！　一瞬でも気を抜けば死ぬのじゃ！）」

　俺たちとヘカーテの間を裂くように、大地がひび割れ、深層から強大な存在が這はい上あがってくる。

　鈍感な俺でも感じるくらい、ビリビリ来る強者の気配だ。

　レンが警戒しまくる気持ちが分かる。こいつはまずいかも知れん。おしっこちびりそう。

　そしてついに、割れた地面に手をかけて、五大魔将最強の幹部ベヒモスが姿を現した。

　何という威容だ。

　輝く毛皮を纏まとい、漆黒のたてがみをその背に生やし、鋭い二本の角が額から生えている。

　その風格はまさに黄金の獅し子しだ。恐怖と共に美しいとさえ思えてしまう、闘争のために生まれた存在の姿だった。

　まさしく百獣戦鬼ベヒモスの名に相応ふさわしい。

　レンが予言したように、今の俺が戦って勝てるだろうか。それほどまでにこのベヒモスの力は群を抜いている。

「ゴウルルル……」

　喉を鳴らして、ベヒモスが顔を俺に近づけてくる。

　く、食われるっ……！

　俺は今にもちびりそうだった。というか、すでにちょっとちびっていた。

　吐息がかかるほどに顔を近づけられて、俺は怖くてその場を一歩も動けない。

　そして突然ベヒモスが咆ほう哮こうを上げた。

「ゴウルァァァァァァァッ!!（惚ほれたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　まるで落雷のような轟ごう音おんに俺は思わず目をつむり──ん？　今なんて言った？

「ゴウルル！（惚れた！　余は惚れたぞ！　そなたに惚れたのだ！）」

「わ、わふぅ……（え、ええー……）」

「ゴウルゴウル（そなたの凜り々りしい顔、美しい白銀の毛並み、そして余を前にして一歩も引かぬその胆力。余はもう胸を射い貫ぬかれてしまったのだ！　余は恋というものを知ってしまったのだ！　ああ、嬉うれしい！　嬉しいぞ！　有頂天外とはこのことだ！）」

　ベヒモスさんが盛り上がっている。

　ていうか、お前もメスなのかよ！　ケモノのメス率高すぎるだろ！

「ロウタくんはモテるのねぇ」

　前世ではまったくモテなかった俺だが、今世ではモテまくっている。なのにまったく嬉しくないのは何な故ぜだろう。

　理由は分かっている。相手がみんなケモノだからだ！　俺はケモナーじゃないんだよ！

「ねえ、あなた、ロウタくんのことが好きなら、魔王軍を裏切ってこちらに付くことが出来る？　その力も捨てることになるけれど」

「ゴウル？（ふむ？　造作もないぞ？　惚れた者のいる場所が余のいる場所だ！　余はこれより力ではなく、恋に生きる！）」

　いや、それはそれで困る。何度も言うが、ペットな俺は扶養家族を持つつもりはないぞ。

「ゴウルル！（それよりそなたの名前はロウタというのか！　良い名だな！　昔、戦場で同じ名を聞いたことがあるぞ！）」

「魔王汚染の影響もなし、記憶もやや残っているようね」

　俺がすり寄ってくるベヒモスから顔を逸そらしている間に、ヘカーテが何か納得している。

「それじゃ、あなたの力をもらい受けるわ。抵抗せずに受け入れて貰もらえるかしら」

「ゴウル！（くどい！　余はもはや百獣戦鬼ベヒモスではない。恋に生きる一匹のメスよ！）」

　ベヒモスが誓うと、ヘカーテが杖で地面をつく。

　足元に魔法陣が拡がり、その巨体から魔力が抜けていくのを感じた。

　ベヒモスの姿はどんどん小さくなり、最後にはナフラと同じサイズまで縮んでしまった。

「ふみゃあ（どうじゃ、ロウタよ。余は小さくなっても愛らしいであろう？）」

　うん、まぁ、小さい姿の方が可愛かわいいのは間違いない。小さいライオンとかこれもう猫だよね。

「ふみゃふみゃ（ロウタは褒め上手なのだな。末永くよろしく頼むぞ）」

　なんか勝手に話が進んでいる。この感じ、どこかで同じことがあったなぁ。

　チラリと横を見ると、レンがぷるぷると震えている。

　そして、絶叫した。

「ＧＡ、ＧＡＲＯＯＯＮ!!（こ、こいつ、わしと立ち位置かぶっとるのじゃぁぁぁっ!?）」

「にゃにゃー！（わたくしともかぶってますよぉぉぉぉぉぉぉぉっ！　猫というナフラめのアイデンティティがーっ！）」

　ふたりに強力なライバル出現。

　で、良いのか？







　あとがき




　おはこんばんにちわん！　お久しぶりです！　約五ヶ月ぶりの再会ですね！

　文庫ライトノベルで五ヶ月空くって、ペース遅いよ、どうなってんの。

　五巻も五ヶ月空いてるじゃん。いやホントどうなってんの。

　原因はすべて私の遅筆にあります。ごめんなさいごめんなさい！（三二方位に向かって土下座）

　しかし、皆さまのご協力があって何とか今回も出版できました。ありがとうございますありがとうございます！（三二方位に向けて土下座）




　現在（七月末）ようやく梅雨が明け、低気圧に弱い私は徐々に元気を取り戻していますが、皆さまが本著を読まれる頃には残暑厳しい季節になっているでしょうか。

　梅雨の低気圧も辛つらいですが、夏の暑さも気をつけなければいけません。熱中症などにならぬよう、水分はしっかり取って涼しいところでお過ごし下さい。

　なお、兼業調理師な私は、火力ＭＡＸな調理場で地獄のような暑さに耐えてご飯を作っていることでしょう（クーラーの導入を求む）。

　暑さに弱く、寒さに弱く、しょっちゅう風邪を引き、ギックリ腰を再発し、偏頭痛に悩まされる。そんな作家に私はなりたくなかった。

　日増しにボロボロになっていく作者ですが、何な故ぜか健康診断では優良な結果が返ってくるので首をかしげるばかり。

　肉体の前に精神が弱すぎるのでしょうか。さすがは根性のなさに定評があるロウタの産みの親ですね。

　私もロウタのように、一切働かずに優しいお嬢様に甘やかされながら怠惰に食っちゃ寝して暮らしたいものです。ただしフェンリルボディとトラブルはノーセンキュー。




　お知らせが一つあります。

　コミカライズワンワン物語の二巻が発売！　しかも好評につき重版まで決定しました！

　わーい！　ありがとうございますありがとうございます！（三二方位に向けて土下座・本当にやっているので三周目で目が回ってきた。阿あ呆ほかな？）

　コミック二巻がちょうど原作の一巻分のストーリーになっていて、読みやすい区切りになっていると思います。

　原作とはまた違ったロウタの一面が楽しめますので、是非一度お手に取ってみて下さいませ！




　それでは、恒例の謝辞で締めたいと思います。

　次回こそはスケジュール通りに書きますという作者に裏切られ続けている編集Ｋさん。本当に申し訳ありませんんんん！（のっけから謝辞ではなく謝罪案件という）

　毎回格かつ好こいい＆可愛かわいいイラストを描いて下さるこちもさん。どんどんデカくなる謎生物なロウタを魅力的なヒロインと共に仕上げて下さり、ありがとうございます！

　コミカライズ担当の濃こい口くちｋｉｋｉ先生。僕たち原稿遅れ仲間ですね！ イエーイ！ ……次回こそは方々にご迷惑をおかけしないようにお互いに頑張りましょうね。

　編集部の皆さん。デザイナーさん。校閲さん。営業さん。書店員さん。

　ここには書き切れなかった多くの方々と、そしてこの本を手に取って下さった貴方あなたに感謝を！




　またお会いできる日を楽しみにしています！　ではではー！





二〇一九年七月　犬いぬ魔ま人じん　拝　









電子書籍特典　書き下ろし短編

『冒険者の女子会は飲んで食う！』







「杯は持ったな？　では、我らの再会を祝して！」

「かんぱーいっ！」

「か、かんぱいっ」

「みんな、お疲れ様でした」

　ゼノビアが音頭を取り、ゼニスが酒をこぼさんばかりに杯を高く掲げ、アルステラが控えめに祝杯を挙げ、ターニアは笑顔で全員にグラスを合わせた。

「くーっ！　うめーっ！　一仕事したあとの一杯は最高だなーっ！」

　ビールを飲み干したゼニスが、テーブルにジョッキを叩きつけるように置く。

　幼女が酒を呷あおる姿は犯罪的だが、ゼニスは四人の中では一番の年上だ。ハーフエルフの魔法使いはウワバミだった。

「もう、何が一仕事ですか。私たちは何もしてないでしょう。ゴーレムを倒したのはアルステラとゼノビアじゃない」

　それほど酒が強くないターニアは、両手で抱えた酒をちびちびと舐めるように飲んでいる。

「いやいや、ゴーレムを倒した剣を作ったのはあたしだぜ？　一番の功労者だって言っても過言じゃないだろ？」

「過言です。剣が完成したのはロウタくんの助けがあったからですし。あと、杖を忘れたままゴーレムを挑発して、危うく二人まとめて踏み潰されるところだったの、忘れていませんからね」

「ぐぬぬ、シスターのくせに細かいやつめ。もっと寛大な心を持て」

「あなたこそ錬金術師を名乗っているくせに、大雑把すぎです」

　額を押しつけ合う二人を見て、ゼノビアが目を細めて酒杯を呷る。

「懐かしいな。一度は離散した私たちが、またこうして酒を酌くみ交わせる日が来るとは。予想もしていなかった」

「ごめん……。ボクのせいでだよね……」

「おい、変な風に受け取るな。私は純粋に喜んでいるだけだ」

「でも、僕らが離ればなれになったのは僕のせいだよ……。僕がいなければ、みんなは……」

　アルステラは膝に手をついてうつむく。

　トラウマを乗り越えたアルステラだったが、それでも過去に自分の行ったことが帳消しになるわけではない。

　落ち込むアルステラの手を、ターニアがそっと包み込んだ。

「それは言いっこなしですよ。あなたはもう聖剣に操られていた頃の〈勇者〉じゃない。今はただ再会を喜びましょう」

「ま、解散しようが切っても切れない縁だったってことだな！　偽聖剣ごときにどうにかできるようなものじゃないのさ！　あたしらの絆は！」

　ゼニスが飛びつくようにアルステラの肩を抱く。勢い余って手からこぼれ落ちたグラスをゼノビアが空中で受け止め、テーブルに置いた。

「そもそも、私たちを集めてパーティを結成したのはお前だ、アルステラ。お前がいなかったら、我々は友であるどころか、互いの顔すら知らなかったかもしれん」

「そうそう。私たちはアルステラの元に集つどった仲間なんですから。アルステラがいたから、今の私たちがあるんですよ」

「そ、そうかな……？」

　仲間たちの言葉で、アルステラは顔を上げる。

「そうだぜ！」

「うむ、そうだ」

「そうですとも」

　三人に同意され、曇っていたアルステラの表情が少しずつ晴れていく。

「まぁでも、ギルドに登録したパーティ名が〈輝かしき光の勇者団〉なんて小っ恥ずかしい名前だと知ったときはその場で抜けようかと思ったもんだけどな！」

「…………」

　しかしゼニスの余計な一言で、立ち直りかけていたアルステラの表情がぴしりと固まった。

「あっ、馬鹿者……！」

「触れないようにしてたのに、なんで言っちゃうんですか……！」

　〈輝かしき光の勇者団〉。勇者であることに固執していたアルステラが付けたパーティ名だが、自分が勇者の子孫ではなかったことを知り、正気に戻った今のアルステラにとっては、このパーティ名は完全なる黒歴史だった。

「うっ、うわぁぁぁぁぁっ……！」

　恥ずかしさのあまり、席から逃げだそうとしたアルステラが肉壁にぶつかって止まる。

「はぐっ……!?」

「おい、注文しておいて逃げ出すとはどういう了見だ。とっとと座って飲み食いしやがれ」

　初老の男が、沢山の料理を盆に載せて立ち塞ふさがっていた。

　彼はこの酒場の店主で、彼女たちとも顔なじみだ。

　傷だらけの体は老いてなお筋骨隆々。片目にアイパッチを当てた姿は、酒場の店主より海賊といった風情だが、彼もかつては凄腕の冒険者だった。

　酒場を開いてからも彼を慕したって集まる冒険者は多い。初代ギルド長の大魔女も贔ひい屓きにしているとの噂だ。

「ナイス、店長！」

　回れ右して席に戻されたアルステラを、ゼニスが逃がさないぞと抱きしめる。

「ったく、酌しやく婦ふ連中もまだ出勤してねえっつうのに、昼間から押しかけてきやがって。俺にグラス磨き以外の仕事をさせるんじゃねえ。だいたいお前ら、高給取りだろうが。もっとお上品な店へ行けよ」

　ぶつくさと言いながらも、テーブルに並べていく料理はどれも熱々で美味そうだ。

　スパイシーな香りを漂わせるスープ。ガーリックバターをたっぷりと染みこませたバゲット。串に刺してさっと焼いた瑞々しい海鮮と野菜。じゅうじゅうと音を立てる分厚いステーキ。

「これこれ！　この『喰らえ、この野郎！』って感じのメシはここじゃないと食べられないよな！」

「新人の頃は階級を上げてここで祝杯を挙げるのが夢でしたねぇ」

「うむ、初めて来たときは胸が高鳴ったものだ。冒険者時代を懐かしむなら、やはりここでないとな」

　喜ぶ女性陣に、店主は下唇を突き出した。

　そして、まだ落ち着かない様子のアルステラに隻せき眼がんを向ける。

「何を落ち込んでるのか知らねえが、お前は立派にやってるよ。港の騒ぎもお前らが収めてくれたんだろう？　聞いたばかりだが、ゴーレムが直進してたらこの店だってなくなってたかも知れねえんだ。……ありがとうよ」

「そんな、僕は……、みんながいてくれたから動けただけで……。一人じゃ何も……」

「今回のことだけじゃねえぞ。昔からお前はどんな辺へん鄙ぴな村であろうが、危機が迫っていると聞けばいつだって飛び出していったじゃないか。その動機がなんであれ、お前は多くの命を救った。それは事実だ。お前が勇者と讃たたえられてるのは、子孫やら聖剣やらの大層な肩書きのせいじゃねえ。お前が多くを救ってきたからだ。過去を悔やむのは勝手だが、俺も含めて感謝してるやつは大勢いるんだ。その想いだけは知っておいてくれよ」

　厳つい顔に太い笑みを浮かべる店主を、アルステラは見上げる。

　その横からゼニスがにゅっと顔を出した。

「店長が良いこと言ってる……！」

「バァカ野郎、俺はいつでも良いこと言ってるんだよ。飲んだくれ共がちゃんと聞いてないだけだ」

「良いことついでに聞くけど、感謝してるって言うなら、ここは店長のおごりだよな！」

　茶々を入れるゼニスに、店主は『ああん？』と睨みつけて怒鳴った。

「ったりめえだろうが！　王都を救った英雄に幸さちあれだ！　　お前のことだぞアルステラ！　飲め！　食え！　元気出せ！」

　やや乱暴な優しさで、並々とつがれた酒を突きつけられる。

「…………」

　アルステラは少し逡巡した後、一息に酒を飲み干した。

　さらにステーキにフォークを突き刺し、思い切りかぶりつく。

　丹念に筋切りして口の中に残らないように細工をしてありながら、分厚い肉はしっかりとした嚙み応えでアルステラの口を旨味で満たした。

「お、おいひいです！」

　どうでえ、美味いものを飲み食いすると元気が出るだろう。と言わんばかりの太い笑みを残し、店主はカウンターに戻っていった。

「うおーっ！　あたしも負けてらんねーっ！　店長！　酒お代わり！　樽でいいよ！」

「私は食べます！　ジャンジャン持ってきてください！　今日は贅沢をしても、女神様もお目こぼしをしてくださいます！」

「お前らはちったぁ遠慮しろ！」

　怒鳴り返しながらも、店主は次の注文を用意する。

「おいおい、酔い潰れたら運ぶのは誰だと思っているんだ。お前たちは昔から……」

　懐が寒いゼノビアは、奢りになって内心ほっとしながら二人を諫いさめようとするが、ゼニスに肩を組まれる。

「堅いこと言うな！　ゼノビアが今まで何やってたかも気になってるんだ！　今日は思い出話に花を咲かせようぜ！　特にあの無茶苦茶強い魔狼王とか、どこで知り合ったんだ!?　たまに抜け毛を分けてくれないか頼んでくれよ、お願いします！」

　騒がしくなった店内に、酌婦たちも到着し、店の看板に灯りが灯ると、いよいよ他の客たちもなだれ込んできた。

　港の事件でその場にいたのか、客たちは口々にアルステラを賞賛しては杯を合わせてきた。

　そうして、酒場はあっという間に飲めや歌えやの大騒ぎだ。

「…………」

　懐かしい光景だった。そしてアルステラが望んでやまないものだった。

　誰もが平和に過ごせるようにしたい。アルステラはその一心で戦ってきて、聖剣に操られていてもそのことだけは忘れていなかった。

　自分のしてきたことは無駄じゃなかったと、仲間たちと助けた人々が教えてくれた。

　今度こそ自分はもう大丈夫だと、アルステラは確信できた。

　グラスに残った酒をぐいっと呷り、椅子の上に立ち上がる。

「よーし、今夜は僕の武勇伝を聞かせてやろうじゃないか！　みんな準備はいいかい！」

　テーブルに片足を乗せてポーズを取るアルステラを、客たちはやんややんやと囃はやし立てた。

「おっ、うぜえ頃のアルステラが戻ってきたな。いいぞー、もっとやれー！」

「あらあら、本当に昔を思い出しますねぇ」

「そんな日があってもいいだろう。年とし月つきを経て立場が変わっても、我ら〈輝かしき光の勇者団〉は永遠なり、だ」

　再度その名前を聞いて、アルステラが固まる。

「そ、その名前はやっぱりもうやめてぇぇぇぇっ！」

　立ち直っても、アルステラにとって黒歴史は黒歴史らしい。

　涙目になるアルステラを見て、ゼノビアはかつて斬られた仕返しだとばかりに、ニヤリと笑ってグラスを掲げた。

「〈輝かしき光の勇者団〉に乾杯！」

「「「かんぱーいっ!!」」」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　全員が酒杯を高く突き上げ、アルステラの悲鳴が響き渡る。

　彼女たちの酒宴は、まだまだ始まったばかりだ。
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